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1 はじめに

Erae 2

1.1 Erae 2とは

Erae 2は、Embodmeが開発した感圧式MIDIコントローラーです。42×24の LEDグリッドの下に
は高解像度の感圧抵抗 (FSR)マトリクスが配置されており、すべての指から X、Y、Z(圧力)のデー
タを同時に取得します。これにより、サーフェス全体が、あなた自身が設計する完全に表現力豊か
な楽器へと生まれ変わります。キーボードとして、フェーダーのバンクとして、ライブルーパーと
して、あるいはそれらの中間として演奏する場合でも、Erae 2はあなたのワークフローに適応しま
す。
Erae 2は、ベロシティ以上の表現を求めるミュージシャンのために作られています。MPEに対応
し、CVを送出し、内蔵のアルペジエーターとルーパーを実行でき、最大 8つの独立したレイアウ
トを保存できます。しかも設定さえ済ませてしまえば、これらすべてがコンピューターなしで実現
します。
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1.2 主な機能

• 42×24タッチサーフェス—1,008個の LEDセルが高解像度 FSRマトリクスの上に配置され、
LEDセルごとに 16か所の生センシングサイトを備えています。サーフェス全体では 16,000

か所を超える感圧ポイントとなります。
• 指ごとの XYZ表現—圧力、水平方向のスライド、垂直方向のスライドを、最大 16本の指ま
で、同時に触れているそれぞれのタッチについて独立して追跡します。

• 10種類のエレメントタイプ—Key、Button(Note、Control Change、ProgramChange、CV)、
Fader 1D、Fader 2D、Ableton Launchpad、API Zone、Pedal。

• 8つのレイアウト—完全に独立した 8つのサーフェス構成をデバイス上に保存し、切り替え
られます。

• MPE対応—MIDI Polyphonic Expressionによるノートごとの Pitch Bend、圧力、スライド
で、表現力豊かなポリフォニック演奏が可能です。

• CV出力—モジュラーシンセやアナログシンセに接続するための 24系統のコントロールボル
テージ出力。

• LCDインターフェース—レイアウトの閲覧、エレメントの調整、設定のナビゲーションをコ
ンピューターなしで行える 280×240のカラーディスプレイ。

• アルペジエーター—アクティブなレイアウト内のあらゆるKeyエレメントや Buttonエレメ
ントで動作する、設定可能なアルペジエーター。

• ルーパー—MIDIフレーズをリアルタイムにキャプチャしてオーバーダブできる、パフォー
マンス用ルーパー。

ヒント: Erae 2は設定後はスタンドアロンで動作します。レイアウトをデバイスに保存してし
まえば、パフォーマンス中に Erae Labを開いておく必要はありません。

1.3 このマニュアルの対象読者

このマニュアルは、Erae 2を最大限に活用したいと考えるミュージシャン、プロデューサー、そし
て実験的な探求者のために書かれています。レイアウトに最初のエレメントを配置することから、
CVをモジュラーラックへルーティングすることまで、デバイスのあらゆる側面を扱います。Erae
2を使った経験は不要ですが、基本的なMIDIの概念 (チャンネル、ノート、Control Change)に親
しんでいると役立ちます。

1.4 同梱物

• Erae 2コントローラー本体
• USB-Cケーブル
• クイックスタートカード

ヒント: EmbodmeのWebサイトから Erae Labをダウンロードすると、コンピューターから
レイアウトを設計・管理できます。Erae Labは無料で、macOSとWindowsで動作します。
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1.5 マニュアルの表記規則

このマニュアル全体を通じて、次の表記規則を使用します。

• パラメーター名は太字で表記します (例:Scale、Pressure Curve)。
• パラメーターの値はコード書式で表記します (例:Chromatic、50%、MPE)。
• ヒントは、この章にあるような引用ブロックで表記します。
• スクリーンショットは、各画像の上にキャプションで示します。
• 相互参照は、他の章 (例:レイアウト)や特定のセクション (例:CV出力)へリンクします。
• Erae Labの機能への言及はプレーンテキストで記載します。例:「Erae Labユーザーマニュア
ルの第 X章を参照してください。」
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2 はじめに

この章では、Erae 2の電源を入れ、最初の接続を行い、最初のレイアウトで演奏するまでの手順を
説明します。USBでDAWと接続して作業する場合でも、コンピューターを使わずスタンドアロン
で演奏する場合でも対応できます。

2.1 電源投入と起動シーケンス

Erae2の電源はUSB-Cのみで供給されます。付属のUSB-Cケーブルを、リアパネルのUSBDevice
ポートとUSBホスト（コンピューター、給電機能付きハブ、またはUSB電源アダプター）に接続
してください。本機には別途電源は必要ありません。
電源を入れると、次の起動シーケンスが実行されます。

1. ファームウェアがタッチハードウェアを初期化し、利用可能な場合は SDカードに保存された
プロジェクトライブラリから前回使用したプロジェクトを読み込む間、LEDサーフェスがス
イープアニメーションで点灯します。リカバリー状態に備えて、フラッシュによるバックア
ップ／フォールバック動作も行われます。

2. LCDディスプレイに Embodmeのロゴが表示され、システムの準備が整うとHome画面に切
り替わります。

3. サーフェス左端にあるメニューボタンが点灯し、通常動作に入ったことを示します。

起動プロセス全体はおよそ 3～5秒で完了します。Home画面が表示された時点で、すぐに演奏で
きる状態になります。
ヒント:数秒経っても LEDサーフェスが点灯しない場合は、USB-Cケーブルがしっかり差し込
まれているか、ホストポートが少なくとも 500mAを供給できるかを確認してください。バス
パワー駆動のUSBハブでは電流が足りないことがあります。

2.2 USB接続（クラスコンプライアントMIDI）

Erae2はクラスコンプライアントのUSBMIDIデバイスとして認識されるため、macOS、Windows

10/11、Linuxのいずれでもドライバーのインストールは不要です。USB Deviceポートを、USB-C
to USB-CまたはUSB-C to USB-Aケーブルでコンピューターに接続してください。

4



Erae ��������������������������� 2 はじめに

通常のMIDI 1.0モードでは、DAWやMIDIソフトウェアからユーザー向けのUSBMIDIポートが
2つ見えます。

ケーブル ポート名 用途

メイン（ケーブル 0） Erae 2 MIDI 標準MIDI –非MPE楽器向け
のノート出力および一般的な
DAW用途

MPE（ケーブル 1） Erae 2 MIDI (MPE) MPE対応楽器（例:
Equator2、Pigments、
Omnisphere）向けのノート
ごとの表現

DAWのMIDI入力設定で Erae 2 MIDI（メイン）を選択すると、サーフェスからノート、ベロシ
ティ、Pitch Bend、コンティニュアスコントローラーメッセージを受信できます。MPE対応楽器の
場合は、代わりに Erae 2 MIDI (MPE)をその楽器に割り当ててください。
MIDI 2.0は Settings > MIDI 2.0: ON/OFFで制御する代替USBモードで、変更時には再起動が必
要です。ほとんどのDAWユーザーは、Embodmeまたは特定の EraeSound／ Erae Labのワーク
フローで指示されない限り、MIDI 2.0をオフのままにしておくことをおすすめします。
ヒント: macOSでは、Audio MIDI設定 ‐> MIDIスタジオを開いて、デバイスが正しく認識さ
れているか確認してください。ファームウェア更新後にデバイスが番号付きのサフィックス
（例: Erae 2 2）付きで表示される場合は、AudioMIDI設定を開いて古いエントリを選択し、
削除してください。USBを再接続すると、認識がクリーンな状態に戻ります。

ファームウェア 1.xからのアップデート –ポートレイアウトの変更。2.xファームウェアでは、
専用の第 3MIDIケーブル「Lab/API」が廃止されました。Erae LabはDAWからは見えない
ベンダーUSBインターフェースを通じて通信するようになったため、MIDIポートとして表示
されることはありません。アップデート後に表示されるMIDIポートは 2本のみです。

2.x以前（3ポート） 2.x以降（2ポート）

MIDIポート 1 – Erae MIDI（メイン） Erae 2 MIDI（メイン、役割は同じ）
MIDIポート 2 – MIDI (Lab) （廃止 –ベンダー USBに移行、DAWからは見えない）
MIDIポート 3 – MIDI (MPE) Erae 2 MIDI (MPE)（旧ポート 3、現ポート 2）

MPEデータ向けに古い第 3ポートを使用していたDAWまたはAPIセットアップがある場合
は、Erae 2 MIDI (MPE)（第 2ポート）に変更してください。Lab/APIの SysExポートを
ポート番号で指定していた場合は、Erae 2 MIDI（第 1ポート）を使用してください – API

SysExはメインケーブルで送受信されるようになりました。
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2.2.1 DAWで Eraeを EraeSoundと組み合わせて使う

EraeSoundは VST3/AUプラグインとして出荷されます。DAWのインストゥルメントトラックに
ロードした場合の動作は次のとおりです。

• フェーダーのジェスチャーや基本的なキーボードのノートオン/オフデータは、Erae 2 MIDI
ポートから Eraeによって送られます。プラグインのトラックでそのポートの入力を有効にし
てください（多くのDAWでは、トラックのMIDI入力をこのポートに明示的に設定する必要
があります）。

• 完全なMPE表現（ノートごとのピッチベンド、プレッシャー、スライド）を得るには、イン
ストゥルメントトラックでMPEモードを有効にし、Erae 2 MIDI (MPE)に向けてくださ
い。スライド（CC 74）はMPEポートを必要とし、ホストがインストゥルメントに全 16チ
ャンネルを渡すように設定されている必要があります。

• EraeSoundのスタンドアロンアプリ（Erae Lab経由）とプラグインを同時に実行しないでく
ださい。どちらのインスタンスも同じ EraeMIDI入力を監視しているため、ノートやジェス
チャーが両方のエンジンに同時に届き、二重トリガーや音声の混入が発生します。

DAWのみの再生のために内蔵エンジンを無効にする方法。 EraeSoundは Erae Labの内蔵オ
ーディオエンジンとして動作します。DAWのみでオーディオをルーティングするには、Erae
Labのトップヘッダーバーにある Soundタブの電源アイコンをクリックして EraeSoundを無
効にしてください。これにより EraeSoundのオーディオエンジンが停止しますが、レイアウ
ト編集とデバイス同期はそのまま維持されます。再度 Soundタブの電源アイコンをクリック
すると再度有効にできます。詳細については Erae Soundマニュアルを参照してください。

2.3 TRS MIDI

Erae 2はリアパネルに 3.5 mmの TRSMIDI出力と複合 TRSMIDI入力を備えており、コンピュー
ターを使わずにハードウェアシンセサイザー、ドラムマシン、エフェクトユニットと接続できま
す。
TRSMIDIジャックは、SettingsメニューでTypeAとType Bの配線を切り替えられます（Settings）。
接続先のデバイスがどちらのタイプを想定しているかは、そのデバイスのドキュメントを確認して
ください。

• Type A – Arturia、MAKENOISE、多くの Eurorackモジュールで使用されます。
• Type B – Korg、Teenage Engineering、一部のRolandデバイスで使用されます。

標準的な 5ピンDINMIDI機器と接続するには、TRS-to-DINアダプター（付属 –箱には 2個同梱）
を使用してください。
ヒント: TRSMIDIでハードウェアをチェーン接続する際は、信号劣化を避けるためケーブルの
長さを 2メートル以内に抑えてください。可能な限りシールドケーブルを使用してください。
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2.4 USB Hostポート

リアパネルのUSB Hostポートを使うと、Erae 2をUSBホストとして動作させ、コンピューターを
介さずにクラスコンプライアントのUSBMIDIデバイス（例: USBMIDI対応ハードウェアシンセ、
MIDIコントローラー、USB-to-DINアダプターなど）への給電と通信を行えます。
USBHostポートに接続したデバイスは、MIDIルーティング設定にUSB Hostの入出力ポートとし
て表示されます。サーフェスのタッチイベントを接続済みのシンセに直接ルーティングしたり、シ
ンセから入力されたMIDIをUSBDeviceポート経由でDAWに転送したりできます。

2.5 最初のレイアウト

Erae 2は、8つのレイアウトスロットすべてにファクトリーレイアウトがプリロードされた状態で
出荷されます。各レイアウトスロットには、デバイス左端の番号付きボタンN1～N8からアクセス
できます。
レイアウトを選択するには、N1～N8のいずれかのボタンを押します。LEDサーフェスがただちに
再描画されてそのレイアウトが表示され、選択を示すためにボタンが点灯します。
ファクトリーレイアウトには、すぐに演奏できる次のようなサーフェス設定が含まれています。

• サーフェスの全幅にわたるクロマチックキーボード
• Cメジャーにチューニングされたペンタトニックキーボード
• ベロシティ感度を備えたドラムパッドグリッド
• さまざまな演奏スタイルに対応する追加のキーボードおよびパフォーマンス用バリエーショ
ン

すべてのファクトリーレイアウトはUSB Device Mainで送信されます。これらのレイアウトは、
Erae Labに接続しなくてもすぐに試したり演奏したりできます。

LCDHome Screen

LCDディスプレイのHome画面には、現在アクティブなレイアウト名、テンポ（内部クロックが動
作している場合）、ルーパーの状態が表示されます。ロータリーエンコーダーで他の画面に移動する
か、メニューボタンを押してその機能へ直接ジャンプできます。
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ヒント:ライブでの予測可能な切り替えには、専用のN1‐N8レイアウトボタンを使用してくだ
さい。

2.6 スタンドアロンモードと Lab接続モード

Erae 2は、Erae Labが起動してUSB経由で接続されているかどうかに応じて、2つのモードで動
作します。

2.6.1 スタンドアロンモード

コンピューターが接続されていない場合、または Erae Labが起動していない場合、Erae 2はスタ
ンドアロンモードで動作します。このモードでは次のようになります。

• SDカードがマウントされている場合、デバイスは SDカードのプロジェクトライブラリから
最後に保存したプロジェクトを再生します。フラッシュにはバックアップ／フォールバック
データとデバイスのメタデータが保存され、通常のプロジェクトライブラリは保存されませ
ん。

• 8つのレイアウトすべてが利用可能で、完全に機能します。
• MIDI出力はUSBDeviceMainポート（Erae 2 MIDI）、TRSMIDI出力、そしてデバイスが
接続されている場合はUSBHostポートにルーティングされます。

• LCDメニューで行った設定変更は、終了時に自動的に保存されます。

スタンドアロンモードは、ラップトップを使わないライブパフォーマンス向けに設計されています。
USBバッテリーバンクやUSB壁面アダプターから給電すれば、Erae 2は完全に独立して動作しま
す。

2.6.2 Lab接続モード

Erae Labがコンピューター上で起動しており、Vendor USB経由で Erae 2を検出すると、デバイス
は Lab接続モードに入ります。このモードでは次のようになります。

• Erae Labから、新しいレイアウトやプロジェクト構成をリアルタイムでデバイスにプッシュ
できます。

• Erae Labで行った編集は、再起動なしでただちにサーフェスに反映されます。
• 後でスタンドアロンで使用するために、Erae Labから SDカードベースのプロジェクトライ
ブラリにプロジェクトを保存できます。

ヒント: Lab接続モードに入るために特別な操作は必要ありません – Erae Labがデバイスを検
出すると自動的に有効になります。Erae Labを起動してUSB-Cケーブルを接続するだけです。
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Labのワークフロー、プロジェクト転送、ファームウェア更新の詳細については、Erae Labへの接
続を参照してください。

2.7 次のステップ

デバイスの電源を入れ、いずれかのファクトリーレイアウトからのオーディオまたはMIDI出力を
確認できたら、サーフェスを詳しく探索する準備が整いました。サーフェスとタッチに進み、圧力、
位置、ポリフォニックタッチがどのように表現力豊かなMIDIデータに変換されるかを学びましょ
う。
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Erae 2は、演奏のあらゆるニュアンスを捉える大型の感圧パッドを中心に設計されています。本章
では、サーフェスの仕組み、そこから生成されるデータ、そしてあなたの奏法に合わせて挙動を調
整する方法について説明します。

3.1 パッドグリッド

演奏用のサーフェスは、42 × 24の LEDグリッド（横方向に 42列、上から下に 24行）として構成
されており、その背後には高解像度の感圧抵抗（FSR）マトリクスがあります。各 LEDセルは 16

個の生センシングサイトに支えられており、演奏エリア全体で 16,000か所を超える感圧位置を提
供しながら、視覚的なフィードバックを物理的なサーフェスと一致させています。

LEDタッチフィードバック

物理グリッドは連続的です。パッドゾーン、フェーダー、キーは任意の数のセルにまたがることが
できるため、レイアウトは固定のボタンピッチに制約されません。指がセルの間に着地すると、フ
ァームウェアがサブセル精度で位置を補間し、滑らかで高解像度のコントロールを実現します。
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ヒント:より幅の広いエレメント（より多くのセルにまたがるもの）は、スライドするための
余裕が増え、より滑らかなX/Yデータを生み出します。狭い小さなスペースに多数のゾーンを
配置する必要がある場合にのみ、幅の狭いエレメントを使用してください。

3.2 XYZセンシング

各タッチは、3つの独立したディメンションを同時にレポートします。

• X位置—エレメント内における指の水平位置。0.0～1.0（左から右）に正規化されます。左
右にスライドすると Xの動きが生成されます。

• Y位置—エレメント内における垂直位置。0.0～1.0（上から下）に正規化されます。上下に
スライドすると Yの動きが生成されます。

• Z圧力—サーフェスに加えられる力。0.0～1.0に正規化されます。強く押すほど Zが増加
します。

タッチエンジンは、サーフェス上での連続的な指の動きからモーションスピードも算出します。モ
ーションスピードは検出器レベルでスムージングされ、MIDI CCおよびCVマッピング用に 0から
100 cm/sに正規化されます。
Zはスケーリングされており、しっかりと押し込んだときに、快適な演奏レンジ内で十分に 1.0に
到達します。
ヒント: キーエレメントで X位置と Y位置を使うと、ピッチベンドとモジュレーションを同
時にドライブできます。これは表現力豊かなMPE演奏の核心です。MPEの設定については第
6章を参照してください。

サーフェスは 1,600 Hzでスキャンされます。続いて Erae 2は Embodmeのタッチ処理レイヤーを
適用し、その生のスキャンストリームを、ノイズや機械的な感触ではなく演奏に適した、安定した
表現力豊かな X/Y/Zの指データに変換します。

3.3 16本指マルチタッチ

Erae 2はサーフェス全体で最大 16本の指を同時にトラッキングします。各指は個別に識別され、
接触している間は安定したトラッキング IDが割り当てられます。そのため、密度の高いコードや両
手によるジェスチャーでも、独立した連続的なX、Y、Zのストリームを受け取ることができます。
指の検出には、オンラインのリアルタイムキャリブレーションを伴う適応型の圧力しきい値が使用
されており、起動時のウォームアップ待ち時間はありません。指はしきい値を超えるフレームが 3

回連続したときにアクティブと確定し、しきい値を下回るフレームが 8回連続したときにリリース
されます。これにより、短時間の圧力低下による誤ったノートオフイベントを防ぎます。
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2本の指が非常に近づいた場合（およそ 1.5セル幅以内）、ファームウェアはそれらのセントロイド
を融合してファントムのマルチタッチアーティファクトを回避し、指が離れていくと再び分離しま
す。
ヒント:クラスターコードのために両手をサーフェス全体に置いてみましょう。タッチが物理
的に重ならない限り、最大 16本の指を独立してトラッキングできます。

3.4 ベロシティカーブの設定

設定内のオンデバイスベロシティカーブエディターは、タッチのダイナミクスがどのようにMIDI

ノートベロシティに変換されるかを形成します。これはエレメントごとの圧力カーブではなく、グ
ローバルな演奏レスポンス設定です。

• しきい値（Threshold）は、ベロシティが立ち上がり始めるまでにどれだけの接触が必要かを
設定します。

• ドライブ（Drive）は、カーブの中央部がどれだけ素早く高いベロシティに到達するかを変更
します。

• コンパンド（Compand）は、レスポンスの形状を圧縮または拡張します。
• レンジ（Range）は、最大ベロシティ出力を制限します。

これらの値を調整している間、LCD上のカーブプレビューが更新されます。これを使って Erae 2を
あなたの奏法に合わせましょう。繊細な指の演奏には軽めの設定を、高いベロシティに達する前に
もっと抵抗感が欲しい場合にはしっかりめの設定を使用します。
ヒント:ノートが簡単に最大ベロシティに跳ね上がってしまう場合は、しきい値を上げるかド
ライブを下げてください。ノートが弱すぎると感じる場合は、しきい値を下げるかドライブ
を上げてください。

3.5 グローバル感度

グローバル感度設定（設定 ‐>タッチにあります）は、パッド全体でサーフェスがどれだけ容易に
タッチを認識するかを制御します。4つのモードが利用できます。

モード 説明

XSensitive 最も反応が良い—ごく軽い接触にも反応します。非常に軽いタ
ッチのプレイヤーに最適です。サーフェスに誤って触れた場合
に誤トリガーが発生することがあります。

Sensitive 反応が良い—デフォルトよりも低い起動しきい値です。
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モード 説明

Safe デフォルト設定—ほとんどの奏法や環境に適したバランスの取
れたしきい値です。

XSafe 最も反応が鈍い—認識にはよりしっかりとした接触が必要で
す。衣服、ケーブル、軽い偶発的な接触による誤トリガーを低
減します。

ヒント: 演奏中にファントムノートや誤トリガーが発生する場合は、Safeから XSafeに切り
替えてください。サーフェスが軽い演奏に反応しないと感じる場合は、Sensitiveまたは
XSensitiveを試してください。グローバル感度は、FSRベースのサーフェスを初めて使うプ
レイヤーにとって、最も効果的な唯一の調整項目です。

3.6 物理的なお手入れ

Erae 2には、さまざまな演奏用スキンを取り付けることができます。スキンは交換可能なドラムヘ
ッドとしてではなく、楽器の一部として扱ってください。

• ファブリックスキン:繊細な指の演奏と表現力豊かなサーフェスコントロールのために設計さ
れています。可能な限り清潔な手で使用し、こすったり強く打ちつけたりするのを避け、汚れ
は柔らかく毛羽立たない布にイソプロピルアルコールを付けて丁寧に落としてください。サ
ーフェスを濡らさないでください。

• ドラム／ブラックスキン:わずかに湿らせた毛羽立たない布で拭き、収納する前に乾かしてく
ださい。このスキンはスティックで演奏できますが、Erae 2はアコースティックドラムでは
なく、あくまで電子コントローラーです。激しいドラミング、鋭いスティックの角度、繰り返
される高い力での打撃は、スキンに跡を残し、製品の耐用年数を縮めるおそれがあります。

• すべてのスキン:鋭利な物、指輪、ピック、研磨性の素材をサーフェスから遠ざけてください。
過度の熱や長時間の直射日光を避けてください。使用しないときは楽器をケースに収納して
ください。

• 演奏前に:サーフェスの上に載っているケーブル、工具、その他の物を取り除き、タッチエン
ジンがクリーンな接触状態から始められるようにしてください。
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4 レイアウト

レイアウトはプロジェクトの基本的な構成要素です。レイアウトは、Erae 2のサーフェスがどのよ
うに動作するか、つまりどのエレメントがどこに配置され、タッチにどう反応し、どのMIDIメッ
セージを送信するかを定義します。レイアウトを切り替えれば、サーフェス全体の構成を一瞬で変
えられます。あるレイアウトではクロマチックキーボード、次のレイアウトでは感圧式のパッド群
といった具合です。

4.1 レイアウトとは

各レイアウトは、サーフェスの独立したスナップショットです。次の情報を保存します。

• サーフェス上に配置されたすべてのエレメント（キーボード、フェーダー、ボタンなど）
• 各エレメントの位置、サイズ、形状
• エレメントごとのMIDIパラメーター（チャンネル、ノートレンジ、CCアサイン、MPE設定
など）

• キーボードエレメントに適用されるスケールとチューニング
• そのサーフェス状態に対する LEDカラースキーム

レイアウトを切り替えると、前のレイアウトのエレメントデータは一切引き継がれません。各レイ
アウトは完全に独立しています。
ヒント:レイアウトは「シーン」のようなものだと考えてください。1つのレイアウトをメロデ
ィックな演奏に、別のレイアウトをリズムパッドに、さらに別のレイアウトをマクロコントロ
ールに割り当てておけば、演奏を止めることなくそれらを行き来できます。

4.2 プロジェクトごとのレイアウト

すべてのプロジェクトには、1から 8まで番号が振られた、ちょうど 8個のレイアウトが含まれて
います。8つのスロットは常に存在します。まだ設定されていないスロットは単に空の状態です（サ
ーフェスは何も表示されず、出力も生成しません）。
8つのスロットをすべて埋める必要はありません。空のレイアウトスロットは有効で演奏可能な状
態であり、一時的なミュートや演奏中のポーズとして役立ちます。
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ヒント:空のレイアウトスロットを、意図的な「無音」シーンとして使いましょう。そのスロ
ットに切り替えると、アクティブなタッチイベントがすべてきれいに停止します。

4.3 Erae 2でのレイアウト切り替え

レイアウトの切り替えには、専用のN1～N8パネルボタンを使用します。番号付きのボタンを押す
と、対応するレイアウトスロットがすぐに読み込まれます。空のスロットは有効な演奏可能状態で
あり、無音/ミュートのシーンとして使用できます。
LCDホーム画面にはアクティブなレイアウト名が表示されますが、Erae 2には独立した LCDレイ
アウトセレクターや、Next/Prevによるレイアウト切り替えのワークフローはありません。

4.4 LEDインジケーター

サーフェス左側の LEDストリップは、レイアウトインジケーターとしても機能します。ストリッ
プの 8つの位置はそれぞれレイアウトスロットに対応しています。アクティブなレイアウトの位置
は最大の明るさで点灯し、その他の使用中のスロットは暗く点灯し、空のスロットは消灯していま
す。

Mixed Layout LEDs
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これにより、暗い演奏環境でも、レイアウトシーケンス内の現在位置を一目で把握できます。アク
ティブなスロットのグローアニメーションは緩やかに脈動し、静的な薄暗いインジケーターと区別
できるようになっています。
ヒント: LEDインジケーターはレイアウトの切り替えが完了した瞬間に更新されます。ボタン
を押してからストリップが更新されるまでに、視覚的な遅延はありません。

4.5 Erae Labでのレイアウト編集

レイアウトの作成と編集は、お使いのコンピューター上の Erae Labで行います。Erae Lab内では
次のことができます。

• エレメントをサーフェスキャンバスにドラッグして自由に配置する
• 各エレメントのMIDI出力、スケール、表示カラーを設定する
• LCDセレクターで識別しやすいように、各レイアウトに名前を付ける
• プロジェクト内のレイアウトをコピー、ペースト、並べ替えする
• デバイスに送信する前に、レイアウトの LED表示をプレビューする

Erae Labが接続されているとき、レイアウトの編集は自動保存され、バックグラウンドの同期/セ
ッションリンクを通じてデバイスに反映されます。通常、編集のたびに手動でプッシュ/プルを実行
する必要はありません。USBを切断する前に、転送処理が完了するまでお待ちください。
指を置いたままレイアウトを切り替えると、古いレイアウトのタッチが解除され、置かれたままの
指が新しいレイアウトに引き継がれて再登録されます。これにより、演奏中のレイアウト変更時に
音が鳴りっぱなしになったり、幽霊タッチが発生したりするのを防ぎます。
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5 エレメント

エレメントはレイアウトを構成する基本単位です。各エレメントはタッチサーフェス上の矩形領域
を占有し、生成するMIDI（またはCV）データを定義し、その下にある LEDの描画方法を決定しま
す。レイアウトには、並べて配置したり重ねて配置したりした任意の組み合わせのエレメントを含
めることができ、パフォーマンスサーフェスの構成を完全に自由に設計できます。
すべてのエレメントには、共通する 3つのプロパティがあります。

• ジオメトリ—サーフェスグリッド上の位置とサイズ（x、y、幅、高さ）
• スタイル—LEDの色、グラデーション、画像、または動作に連動したビジュアライゼーショ
ン

• アニメーション—タッチによってトリガーされるグロー、リップル、フェードなどのオプシ
ョン効果

エレメント固有のパラメーター（MIDIチャンネル、CC番号、ノート割り当て、表現設定など）は
エレメントごとに設定され、同じレイアウト内の他のエレメントには影響しません。
レイアウト内でエレメントを追加、移動、リサイズする方法については第 4章を、Erae Labを使っ
たパラメーター編集については第 14章を、Erae Labで各エレメントタイプを設定する詳しいガイ
ドについては Erae Labユーザーマニュアルの第 7章を参照してください。
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5.1 5.1 Iso Keyboard

Iso Keyboard

Iso Keyboardはアイソモーフィック（同型）グリッド楽器です。サーフェス上のどこにいても、隣
り合うどの 2つのパッドの間にも同じインターバル関係が成り立ちます。つまり、どの運指やコー
ドフォームもすべてのキーで同じように機能するため、移調が容易になり、スケールパターンをそ
のまま別のキーへ転用できます。
ノートは個別にアドレス指定可能なパッド（Keyエレメント）の矩形グリッド状に配置され、各パ
ッドはノートごとのフルなMPE表現に対応します。各パッドは、ベロシティ、リフトベロシティ、
プレッシャー（チャンネルプレッシャーまたはポリフォニック）、水平スライド（X軸）、垂直スラ
イド（Y軸）、ビブラートを、それぞれ独立して追跡します。
レイアウトとチューニング。隣り合うパッド間の水平インターバルはデフォルトで半音 1つ
（semitonesLineOffset = 5）で、行間の垂直インターバルは設定可能です。Scale設定は、どの
パッドがスケール音として点灯し、どれがクロマチックの経過音となるか、そしてスケール外のパ
ッドを表示するかどうか（Show Offscaleトグルで制御）をフィルタリングします。パッド (0,0)の
ベースノートはBase Noteで設定し、デフォルトは C4です。
KeyWidth / Key Heightは、各パッドが占有するサーフェスグリッドのセル数を制御します。これ
らを 1より大きく設定すると、ノートごとのプレッシャー感知エリアが広い、より幅広または縦長
のパッドが作成されます。
MPE。MPEを有効にすると、同時に行われる各タッチに専用のMIDIチャンネルが割り当てられ、
ノートごとの Pitch Bend、プレッシャー、スライドのデータをクロストークなしでMPE対応シン
セサイザーに送信できます。MPEMaster Channelは、受信側の楽器に応じてチャンネル 1または
16に設定できます。
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アルペジエーター。 Iso Keyboardには内蔵のアルペジエーターがあります。詳細は第 8章を参照
してください。
LEDビジュアライゼーション。スケールディグリーのパッドは、Scale Style配列（ディグリーごと
に 1スタイル）から色を受け取ります。スケール外のパッドはOff‐Scale Styleを使用します（暗い
色に設定するか、完全に無効にできます）。パッドがタッチされると、その明度が上がり、エレメン
トのAnimation設定に基づいたアニメーションが再生されます。現在のスケールのルート音は、通
常、はっきりと区別できる色でハイライトされます。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Base Note グリッド原点に割り当てるピッチ C-1 – G9 C4

Scale アクティブな音楽スケール Chromatic、Major、Minor、… Major

KeyWidth パッドあたりのサーフェスセル幅 1 – 8 1

Key Height パッドあたりのサーフェスセル高さ 1 – 8 1

Semitones Line Offset 半音単位の垂直インターバル 0 – 63 5

Degrees Line Offset スケールディグリー単位の垂直インターバル 0 – 63 3

Show Offscale スケール外のパッドを表示 On /Off On

Octave Fixed スケール変更をまたいでルートオクターブを固定 On /Off Off

MPE Enable ノートごとのMPEチャンネルを有効化 On /Off Off

MPEMaster Channel MPEゾーンのマスターチャンネル 1 / 16 1

MIDI Channel ベースMIDIチャンネル 1 – 16 1

MIDI Group 内部ルーティンググループ 0 – 15 0

ヒント:アイソモーフィックレイアウトでは、たとえばメジャートライアドのような同じコー
ドフォームが、指を置く場所に関係なく同じように機能します。これを利用して、ある位置で
コードボイシングを練習し、それを自由にずらして使うことができます。

ヒント: Show Offscaleをオフにして ScaleをBluesまたは Japaneseに設定すると、スケール
外のパッドがすべて取り除かれます。その結果、どのセルもスケール内のノートを鳴らすグリ
ッドになり、間違ったノートを気にせずに即興演奏するのに最適です。
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5.2 5.2 Chroma Keyboard

Chroma Keyboard

Chroma Keyboardはタッチサーフェス上に伝統的なピアノ風のレイアウトを描画します。白鍵は
エレメントの高さ全体を占め、黒鍵は上部に重ねて配置された短めのパッドとして表示されます。
このレイアウトはピアニストにとってすぐに馴染めるもので、パッチデザインや記譜を標準的な鍵
盤の用語で考える必要がある場合に役立ちます。
物理的なピアノとは異なり、Chroma Keyboardのすべての鍵にはフルなプレッシャー感度があり
ます。鍵内の水平位置はスライドディメンションとして追跡され、鍵から離れることなく個々のノ
ートに Pitch Bendのようなジェスチャーをかけられます。
Key Widthは各白鍵が占有するサーフェスセル数を設定します。黒鍵は白鍵の高さの約 5/12に自
動的にサイズ調整されます。表示される鍵の数はエレメントの幅に応じて変化します。
Scale設定は鍵の色付け方法を決定します。Chromaticモードでは、12のクロマチックディグリー
それぞれがChroma Styles配列から独自の色を受け取ります（黒鍵と白鍵に異なる色が付きます）。
ダイアトニックスケールモードでは、スケールディグリーの鍵が Scale Stylesを、スケール外の鍵
がOff‐Scale Styleを受け取ります。
Glissandoは、指を持ち上げずに鍵から鍵へ水平にスライドさせる際に、設定可能な補間を使って
滑らかなピッチの移り変わりを可能にします。CC74は、音色に関するMPE仕様に従い、鍵内の指
の垂直位置をMIDI CC 74（ブライトネス）にマッピングします。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Base Note エレメント左端の最低音 C-1 – G9 C4
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Scale 色付けに使用するアクティブなスケール Chromatic、Major、Minor、… Chromatic

KeyWidth 白鍵あたりのサーフェスセル数 1 – 8 2

Glissando 鍵間の滑らかなスライド Enabled / Disabled Disabled

CC74 垂直位置をCC 74にマッピング Enabled / Disabled Disabled

MPE Enable ノートごとのMPEチャンネルを有効化 On /Off Off

MIDI Channel ベースMIDIチャンネル 1 – 16 1

ヒント: レイアウトの下部に幅全体にわたる Chroma Keyboardエレメントを配置してパフォ
ーマンス用鍵盤とし、上部にはフェーダーやボタンを追加してモジュレーション制御に充てれ
ば、すべてを 1つのレイアウト内に収められます。

5.3 5.3 Drumpad

Drumpad

Drumpadはパーカッションに最適化されたキーボードのバリアントです。Iso Keyboardと同じア
イソモーフィックグリッド構造を使用しますが、デフォルトでChromaticスケールが設定されてお
り、グリッド内の各パッドがスケールフィルタリングなしで連続するMIDIノートにマッピングさ
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れます。これにより、各ノートが特定の楽器に対応するドラムマシンのサウンドへパッドを簡単に
割り当てられます。
メロディックなキーボードとは異なり、Drumpadのレイアウトはパッド密度の最大化と個々のノ
ートへの到達しやすさを優先します。各パッドは通常、より大きな打面を提供するために幅広の寸
法で設定されます。ここではベロシティ感度が特に重要です。Drumpadは、ベロシティカーブ、リ
フトベロシティ、プレッシャーを含むすべてのキー表現属性を継承するため、柔らかい打撃と強い
打撃を自然に重ねられます。
配置。パッドは左から右、下から上へと配置され、各行が Key Widthセルずつ進みます。最初の
パッド（左下）は Base Noteを鳴らし、それ以降の各パッドは次の半音を鳴らします。標準的な
General MIDIのドラムマッピングはノート C1（MIDIノート 24）から始まりますが、ベースノー
トは自由に設定できます。
LEDビジュアライゼーション。各パッドはクロマチック位置（0～11）に対応したChroma Styles
配列から色を受け取るため、関連するサウンドを色分けできます。たとえば、キックの音域のパッ
ドをすべて赤、スネアを緑、ハイハットを青にするといったことができます。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Base Note 最初の（左下の）パッドに割り当てるノート C-1 – G9 C4

KeyWidth パッドあたりのサーフェスセル幅 1 – 8 1

Key Height パッドあたりのサーフェスセル高さ 1 – 8 1

MIDI Channel すべてのパッドのMIDIチャンネル 1 – 16 1

MIDI Group 内部ルーティンググループ 0 – 15 0

Velocity Sensitivity ベロシティカーブの形状 カーブインデックス Default

ヒント:古典的な 4×4のドラムパッドグリッドを作るには、エレメントのサイズを 8×8セルに
設定し、KeyWidthとKey Heightを 2に設定します。これで、それぞれが余裕のある 2×2セ
ルの占有面積を持つ 16個のパッドが得られます。
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5.4 5.4 Fader 1D

Fader 1D

Fader 1Dは、エレメントの範囲内での指の垂直位置を追跡する単軸の連続コントローラーです。指
を下から上へスライドさせると、0から 127までの絶対CC値を送信します。LEDビジュアライゼ
ーションは、設定された中心値から現在値に向かって満たされ、タッチしていないときでも常に現
在値を表示します。
絶対位置。フェーダーは絶対 Y位置を出力します。つまり、値は指がどれだけ動いたかではなく、
サーフェス上のどこにあるかに直接対応します。指を持ち上げて新しい位置に置くと、値はただち
にその位置へジャンプします。
プレッシャー出力。オプションのセカンダリ CCを指のプレッシャーに割り当てることができ
（Pressure CC）、同じフェーダーから値とプレッシャーを同時に出力できます。これは、ボリューム
やフィルターのフェーダーに表現の奥行きを加えるのに役立ちます。
CV出力。Y軸（Y Absolute CV）とプレッシャー（Pressure CV）にCV出力を割り当てることが
でき、MIDI-CVコンバーターなしでも Fader 1Dをモジュラーシンセサイザーの環境で使用できま
す。CV出力の設定については第 10章を参照してください。
初期値。 Initial Y Valueは、レイアウトが読み込まれたときのフェーダーの開始値を設定します。
デフォルトは 0x3F（中央、63）です。
中心値。Center Y Valueは、LEDフィルが使用する視覚的なゼロ点を設定します。フィルは中心値
と現在値の間に描画されるため、中心が 0の場合は下から満たされる伝統的なフェーダーのように
見え、中心が 63の場合は中央から上下どちらにも満たされるバイポーラーのセンターディテント
フェーダーになります。新規作成されたフェーダーの中心値はデフォルトで 0です。
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

CC Y Absolute 垂直位置のCC番号 0 – 127 7（Volume）
Initial Y Value レイアウト読み込み時の開始値 0 – 127 63

Center Y Value LEDフィルの視覚的なゼロ点 0 – 127 0

Pressure CC 指のプレッシャー用のオプションCC 0 – 127 / Disabled Disabled

Y Absolute CV 垂直位置のCV出力 出力インデックス / Disabled Disabled

Pressure CV プレッシャーのCV出力 出力インデックス / Disabled Disabled

MIDI Channel MIDIチャンネル 1 – 16 1

MIDI Group 内部ルーティンググループ 0 – 15 0

ヒント:それぞれ異なるCCを制御する 2つの Fader 1Dエレメントを並べて配置すると、ステ
レオボリュームやセンドレベル用に隣り合った 1組のフェーダーを作成できます。

5.5 5.5 Fader 2D

Fader 2Dは、水平（X）と垂直（Y）両方の指の位置を独立した絶対CC値として追跡し、XYパッ
ドコントローラーとして機能します。エレメント内のどこかをタッチすると、両軸がただちにその
位置に設定されます。LEDビジュアライゼーションはクロスヘアまたはドットのスタイルで現在
の X/Y位置を示し、常に最小コーナーからではなく、設定可能な中心点から描画することもできま
す。
デュアル CC出力。CC X AbsoluteとCC Y Absoluteは独立して割り当てられます。一般的な割り
当ては、X軸にCC74（ブライトネス/音色）、Y軸にCC11（エクスプレッション）を設定する、あ
るいは Xにフィルターカットオフ、Yにレゾナンスを設定するといったものです。
プレッシャー。オプションの Pressure CCは制御の第 3のディメンションを加え、パッドベースの
サウンドデザインにダイナミクスを加えるのに役立ちます。
CV出力。両軸とプレッシャーには対応するCV出力（X Absolute CV、Y Absolute CV、Pressure
CV）があり、単一のエレメントから 3軸すべてのCV制御が可能です。
初期位置。 Initial X Valueと Initial Y Valueは、レイアウトが読み込まれたときの開始座標を設定
します（デフォルト 0x3F、中央）。
中心位置。Center X ValueとCenter Y Valueは、XYフィルが使用する視覚的なゼロ点を設定しま
す。アクティブエリアは中心点と現在の X/Y位置の間に描画されます。デフォルトの中心 0, 0で
は、パッドは従来のコーナー起点の描画のように動作します。中心を 63, 63に設定するとセンタ
ーディテント XYパッドになります。右/上に動かすと 1つの象限が満たされ、左/下に動かすと反
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対の象限が満たされ、アクティブな位置で覆われていないときは暗い中心のクロスヘアが基準とし
て表示され続けます。
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

CC X Absolute 水平位置のCC番号 0 – 127 74

CC Y Absolute 垂直位置のCC番号 0 – 127 11

Initial X Value レイアウト読み込み時の開始 X 0 – 127 63

Initial Y Value レイアウト読み込み時の開始 Y 0 – 127 63

Center X Value X描画の視覚的なゼロ点 0 – 127 0

Center Y Value Y描画の視覚的なゼロ点 0 – 127 0

Pressure CC 指のプレッシャー用のオプションCC 0 – 127 / Disabled Disabled

X Absolute CV X軸のCV出力 出力インデックス / Disabled Disabled

Y Absolute CV Y軸のCV出力 出力インデックス / Disabled Disabled

Pressure CV プレッシャーのCV出力 出力インデックス / Disabled Disabled

MIDI Channel MIDIチャンネル 1 – 16 1

ヒント: Fader 2Dをソフトウェアシンセサイザーのフィルター用のパフォーマンス XYコント
ローラーとして使い、Xをカットオフ、Yをレゾナンスに割り当て、プレッシャーディメンシ
ョンを使ってドライブやサチュレーションを同時にモジュレートできます。
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5.6 5.6 Button

Button

Buttonエレメントは、タッチされると定義済みのMIDI（またはCV）メッセージを送信し、リリー
ス時に対となるメッセージを送信する離散的なトリガーです。Note、Control Change、Program
Change、Control Voltage、Tap Tempoという 5つの異なる動作モードと、押すたびにモーメンタ
リトリガーとして動作する代わりにボタンの状態をトグルする Latchedオプションをサポートしま
す。
モーメンタリと Latched。モーメンタリモード（デフォルト、latched = false）では、押すと
「オン」メッセージを、離すと「オフ」メッセージを送信します。Latchedモードでは、最初に押す
と「オン」メッセージを送信してボタンがその状態を保持し、次に押すと「オフ」メッセージを送
信して解除します。
Noteモード。押すと設定可能なベロシティのNote Onを、離すとNote Offを送信します。MIDI

ノートとともにCVNote出力を割り当てることができ、モジュラー環境でゲート/ピッチを同時に
出力できます。
CCモード。押す（またはノートオン）とCCValue Aを、離す（または Latchedの「オフ」状態）
とCCValue Bを送信します。A状態と B状態に別々のコントローラー番号を割り当てられるため、
1つのボタンで 2つの異なる CC値を有効化・無効化できます。エフェクトセンドの作動、レコー
ドアーム状態のトグル、プリセットバンクの切り替えなどに便利です。
Program Changeモード。押すとプログラムチェンジ（オプションのバンクセレクトMSB/LSB付
き）を送信します。Latchedモードでは、ボタンがオフ状態に戻されたときに 2つ目のプログラム
チェンジ（オプションのBank B付きの Program B）が送信されます。
CVモード。MIDIメッセージなしで、設定されたCV出力に 0 V / 5 Vのゲート信号を出力します。
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これを使って、モジュラーのエンベロープ、クロック、ロジックゲートをタッチサーフェスから直
接トリガーできます。
Tap Tempoモード。ボタンを押すたびにプロジェクトの BPMをタップします。ファームウェア
は連続するタップ間のインターバルを測定し、それに応じてプロジェクトのテンポを更新します。
MIDIチャンネルやノートの割り当ては不要で、ボタンは純粋にテンポ入力ソースとして機能しま
す。
LED ビジュアライゼーション。ボタンはデュアルステートのスタイルを使用します。Disabled
Intensity（暗い）状態は休止中のボタンを表し、Enabled状態（フル輝度または別の色）はアクテ
ィブなボタンを表します。スタイルのオプションには、Dual Intensity、Dual Color、Center Fill、
Imageがあります。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Mode ボタンのメッセージタイプ Note / CC / PC / CV / Tap Tempo Note

Latched トグルとモーメンタリ On /Off Off

Note（Noteモード） MIDIノート番号 0 – 127 48（C3）
Controller A（CCモード） 「オン」状態のCC番号 0 – 127 0

Value A（CCモード） 「オン」状態のCC値 0 – 127 127

Controller B（CCモード） 「オフ」状態のCC番号 0 – 127 / Disabled Disabled

Value B（CCモード） 「オフ」状態のCC値 0 – 127 0

Program A（PCモード） 「オン」状態のプログラム番号 0 – 127 0

Bank MSB A / LSB A（PCモード）「オン」状態のバンクセレクトバイト 0 – 127 / Disabled Disabled

CV On/Off（CVモード） CV出力と電圧のペア 出力インデックス / Disabled Disabled

MIDI Channel MIDIチャンネル 1 – 16 1

MIDI Group 内部ルーティンググループ 0 – 15 0

ヒント: Controller AをフィルターバイパスCCに設定した LatchedCCボタンを使うと、タッ
チでラッチするフィルターのオン/オフトグルを作成できます。一度押すと作動し、もう一度
押すと解除され、LEDの色が変わって状態を確認できます。

ヒント: Latchedを有効にした Program Changeモードでは、1つのボタンで 2つのプリセ
ットを交互に切り替えられます。Program Aは最初に押したときにプリセット 1を選択し、
Program Bは 2回目に押したときにプリセット 2を選択します。
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5.7 5.7 Key

Keyエレメントは単一ノートのパッドです。本質的には Isoまたは Chroma Keyboardの鍵の 1つ
を、独立したエレメントとして配置したものです。タッチされるとベロシティ付きのNote Onを、
離されるとNoteOffを生成し、ノートごとのフルな表現一式（プレッシャー、水平および垂直スラ
イド（CCまたは相対CCとして）、ビブラート、CV出力）をサポートします。
表現のディメンション。タッチの各ディメンションは独立してマッピングされます。

• Velocity Tune—指の接触速度からベロシティカーブを形成します
• Lift Tune—NoteOffで送信されるリフトベロシティを形成します
• Pressure Tune—アフタータッチ/プレッシャーカーブを形成します（チャンネルプレッシャ
ーまたはポリフォニックプレッシャーを出力可能）

• Vibrato Tune—水平方向の微小な振動を検出し、Pitch BendまたはCCにマッピングします
• Pressure CC—プレッシャー用のオプションの並行CC出力（アフタータッチに加えて）
• Motion Speed CC—ベロシティのノート値とは独立した、連続的な指の移動速度によって駆
動されるCC出力

• X Absolute CC / Y Absolute CC—X軸および Y軸上の絶対位置をCCとして出力
• X Relative CC / Y Relative CC—X軸および Y軸上の相対的な動きをCCとして出力
• Key CV—モジュラー用途向けのCVピッチおよびゲート出力

Activate Same Keys。有効にすると、同じMIDIグループ内で同じノートにチューニングされた任
意のKeyエレメントをタッチしたときに、作動状態が共有されます。同じノートが複数の場所に現
れるドラムパッドレイアウトを構築するのに役立ちます。
Keyエレメントは、すべてのキーボードバリアントが内部で使用する基本単位です。1つのノート
にフルな表現を持たせた単一の大きなパフォーマンスパッドが欲しいときに単独で配置します。た
とえば、ベースのドローンパッド、プレッシャー付きのハイハットトリガー、マクロモジュレーシ
ョンサーフェスなどです。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Note 送信するMIDIノート 0 – 127 48（C3）
Velocity Tune ベロシティカーブ カーブタイプ +感度 Default

Lift Tune リフトベロシティカーブ カーブタイプ +感度 Default

Pressure Tune プレッシャー/アフタータッチカーブ カーブタイプ +感度 Default

Vibrato Tune ビブラート検出の感度 カーブタイプ +感度 Default

Pressure CC プレッシャー用の追加CC 0 – 127 / Disabled Disabled

Motion Speed CC 連続的な指の移動速度のCC 0 – 127 / Disabled Disabled

X Absolute CC 水平位置のCC 0 – 127 / Disabled Disabled

Y Absolute CC 垂直位置のCC 0 – 127 / Disabled Disabled

X Relative CC 水平方向の動きのCC 0 – 127 / Disabled Disabled

Y Relative CC 垂直方向の動きのCC 0 – 127 / Disabled Disabled
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Key CV CVピッチ +ゲート出力のペア 出力インデックス / Disabled Disabled

MIDI Channel MIDIチャンネル 1 – 16 1

5.8 5.8 Ableton Launchpad

Ableton Launchpadエレメントは、Ableton Launchpadプロトコルで通信することにより、Erae 2
をネイティブな Ableton Liveセッションコントローラーに変えます。LEDの色、クリップの状態、
シーンの起動、トラックの制御は、双方向の LaunchpadMIDIプロトコルを通じてAbleton Liveに
よってリアルタイムに駆動されます。Erae 2は Liveに対して接続された Launchpadデバイスとし
て認識されます。
位置。エレメントはサーフェスの Full Width、Left Half、またはRight Halfを占有できます。フル
幅では、水平方向 42セル分（または 1列を予約して 41セル）をすべて使用します。分割すると、
一方の半分にAbletonセッショングリッドを、もう一方の半分にフェーダー、キーボード、ボタン
などの他のエレメントを組み合わせられます。
Zoom Level。Zoom Level設定は、Launchpadグリッド表現を Small（デフォルト、一度により多
くのクリップを表示）と Large（低解像度ながら操作しやすい拡大されたセル）の間でスケーリン
グします。
Ableton Launchpadエレメントは最も高い表示優先度を占めるため、重なっている他のエレメント
の LED描画を上書きします。標準的なセッションのクリップ起動、停止、レコードアーム、ソロ、
ミュート、シーン起動のジェスチャーは Launchpadプロトコル仕様に従います。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Position サーフェス上のエレメント配置 FullWidth / Left Half / Right Half FullWidth

Zoom Level グリッドのズーム Small / Large Small

ヒント:サーフェスの左半分にAbleton Launchpadエレメントを、右側に Fader 1Dエレメン
トのバンクを組み合わせると、ビューを切り替えることなく、セッションのクリップ制御とボ
リュームフェーダーの両方を 1つのレイアウトに収められます。
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5.9 5.9 API Zone

API Zoneエレメントは、Erae 2開発者 APIを介したプログラムによる直接制御のために、タッチ
サーフェスの領域を指定します。タッチをMIDIに変換するのではなく、API Zoneは生の指トラッ
キングデータ（位置（X、Y）、プレッシャー、接触面積）を、専用のデータストリームを介して接続
されたホストアプリケーションに直接渡します。
これは高度なインテグレーションを想定しています。カスタムのMax/MSPパッチ、TouchDesigner
のセットアップ、特注のソフトウェア楽器、あるいはMIDI抽象化レイヤーなしで生のマルチタッ
チデータへのフルアクセスを望む任意のアプリケーションです。
Zone Index。 1つのレイアウト内に複数のAPI Zoneを共存させることができ、それぞれが一意の
Zone Index（0 – 127）で識別されます。ホストアプリケーションはゾーンインデックスを読み取
って、データがサーフェスのどの領域に由来するかを区別します。
最大指数。Max Num Fingersは、ゾーンごとに報告される同時タッチの最大数を設定します。
データレート。 Finger Data Rateは、指の位置の更新がホストに送信される頻度を制御します。
API Zoneエレメントには、デフォルトでは LEDビジュアライゼーションがありません。スタイル
が明示的に割り当てられない限り、サーフェスの領域は点灯しないまま表示されます。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Zone Index ホストAPI用のゾーン識別子 0 – 127 0

Max Num Fingers 報告される同時タッチの最大数 1 – 16 16

Finger Data Rate 指の位置データの更新レート レートインデックス Default

開発者 API。指のストリーミング、LED描画（SetPixel、DrawRectangle、DrawImage）、
ゾーン境界クエリ、バージョンネゴシエーションのための完全な SysExワイヤープロトコル
は、付録D:開発者APIに記載されています。指のレポートと描画コマンドを関連付ける前に
Y軸のセクションを読んでください。指の Yは下が原点、描画の Yは上が原点です。

5.10 5.10 Pedal

Pedalエレメントは、Erae 2の 2つのペダル入力（Pedal Input Aまたは Pedal Input B）のいずれ
かを設定する非表示のエレメントです。タッチサーフェスには表示されず、LED出力も生成しませ
ん。接続されたペダルがどのように解釈され、どのMIDIまたは CVメッセージを生成するかを定
義することだけが目的です。
Pedalは PedalV2データ構造を使用し、6つの異なるペダルタイプをサポートします。各タイプに
は、そのペダルの物理的・音楽的役割に合わせて調整された独自のパラメーターセットがありま
す。
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入力の割り当て。各 Pedalエレメントは特定のペダル入力ソケット（Pedal Input Aまたは Pedal
Input B）に割り当てられます。1つのレイアウト内に、各入力用に 1つずつ、2つの Pedalエレメ
ントを共存させられます。
MIDI Output Destination。すべてのMIDI生成エレメントと同様に、PedalはUSBDevice、USB
Host、TRSMIDI A、TRSMIDI B出力への独立したルーティングをサポートします。

5.10.1 Switch

標準的なモーメンタリまたはトグルのスイッチペダルです。Note、CC、ProgramChange、または
Tap Tempoメッセージを送信します。モーメンタリモードでは、押したときにメッセージが、離し
たときに対となるメッセージが送信されます。Latchedモードでは、押すたびにオンとオフの状態
が切り替わります。
メッセージタイプ: -Note—押すとNoteOn、離すとNoteOffを送信 -CC—押すとCCValue On
をController Onに、離すとCCValue OffをController Offに送信（それぞれ独立して有効化可能）
- Program Change—プログラムチェンジ（オプションのバンクセレクト付き）を送信 - Tap Tempo
—外部ペダルの押下に同期してプロジェクトのテンポをタップ
どのメッセージタイプにも CV On/Offゲート出力を割り当てて、モジュラーのトリガーを同時に
行えます。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Latched トグルとモーメンタリ On /Off Off

Message Type Note / CC / PC / Tap Tempo — Note

Note（Noteモード） MIDIノート番号 0 – 127 48

Controller On（CCモード） 押下時のCC番号 0 – 127 64

Value On（CCモード） 押下時のCC値 0 – 127 0

Controller Off（CCモード） リリース時のCC番号 0 – 127 / Disabled Disabled

Value Off（CCモード） リリース時のCC値 0 – 127 0

CV On/Off ゲートCV出力 出力インデックス / Disabled Disabled

5.10.2 Kick

衝撃検出を備えたキックドラムペダル向けに最適化されています。Kickタイプはキックペダルを踏
み込む際の急な下向きの力を検出し、衝撃のベロシティを測定して、ベロシティにマッピングされ
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たダイナミックな強度のNote Onを送信します。Note Offは、一定の時間が経過したとき、また
はペダルがしきい値より上に戻ったときに送信されます。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Note トリガーするドラムノート 0 – 127 36（C2）
Velocity Sensitivity 衝撃ベロシティカーブの強さ 0 – 100% 100%

Impact Threshold トリガーに必要な最小デルタ 0.0 – 1.0 0.1

Duration Mode NoteOffのタイミング Fixed / Until Release Until Release

Fixed Duration Fixedモードでのノートの長さ ms 100 ms

CV Gate ゲートCV出力 出力インデックス / Disabled Disabled

CV Velocity ベロシティCV出力 出力インデックス / Disabled Disabled

5.10.3 Sustain (Binary)

標準的なオン/オフのサスティンペダルです。押すと設定可能なオン値でCC 64（Sustain）を、離
すとオフ値を送信します。標準極性のサスティンペダル向けに設計されています。極性は固定です
（押下 =低インピーダンス = CCオン）。ペダルの極性が反転している場合は Expressiveタイプを参
照してください。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Controller CC番号 0 – 127 64（Sustain）
On Value 押下時のCC値 0 – 127 127

Off Value リリース時のCC値 0 – 127 0

Latched トグルモード On /Off Off

CV On/Off ゲートCV出力 出力インデックス / Disabled Disabled

5.10.4 Expressive

ペダル位置をCC値にマッピングする連続的なエクスプレッションペダルです。ペダルのストロー
ク全体がCCレンジ全体（0 – 127）にマッピングされます。エクスプレッションペダルの標準に従
い、CC 11（Expression）がデフォルトの割り当てです。Invertオプションは、極性が反転してい
るペダル向けにマッピングを逆転させます。
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モジュラー環境でペダル位置に比例した電圧を直接出力するためのCV Pressure出力も利用できま
す。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Controller CC番号 0 – 127 11（Expression）
Invert ペダルの方向を反転 On /Off Off

CV Pressure 連続CV出力 出力インデックス / Disabled Disabled

ヒント: ExpressiveモードのエクスプレッションペダルでCC11をシンセのボリュームにルー
ティングすると、タッチサーフェスでのノート演奏に手を空けたまま、自然なスウェル制御が
行えます。

5.10.5 Sustain Continuous

機能的には Expressiveタイプと同一ですが、デフォルトが CC 64（Sustain）で、バイナリのオ
ン/オフではなく連続的な位置を報告するハーフダンパー対応のサスティンペダル向けに設計され
ています。互換性のあるピアノやキーボードのサウンドエンジンと組み合わせると、サスティンの
深さを段階的に表現できます。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Controller CC番号 0 – 127 64（Sustain）
Invert ペダルの方向を反転 On /Off Off

CV Pressure 連続CV出力 出力インデックス / Disabled Disabled

5.10.6 HiHat

HiHatタイプは、連続的なペダル位置の出力とインテリジェントなチック検出を組み合わせます。
ペダル位置に比例して CC 4（Foot Controller）を連続的に送信し、ハイハットのチックという素
早い閉じるジェスチャーを検出して、フットチックサウンドのNoteOnをトリガーします。
チック検出は、ペダルが Closed Threshold（デフォルトで 90%）を素早く越えて閉じたときにト
リガーされます。検出は、ペダル信号の変化率を Chick Impact Thresholdと比較します。Chick
Dead Timeウィンドウは、ゆっくりとしたペダルの動きによる再トリガーを防ぎます。チックノー
トの長さはデフォルトで 50 msに固定されています。
CV出力は、ゲート信号（チックトリガー）と連続的なペダル位置の両方に利用できます。
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Controller 連続位置のCC 0 – 127 4（Foot Controller）
Invert ペダルの方向を反転 On /Off Off

Chick Note フットチックのMIDIノート 0 – 127 42（F#1）
Chick Velocity Sensitivity チックのベロシティカーブ 0 – 100 50

Chick Impact Threshold チックをトリガーする最小デルタ 0.0 – 1.0 0.1

Closed Threshold チックを有効にするペダル位置 0.0 – 1.0 0.9

Chick Duration チックサウンドのノートの長さ ms 50 ms

Chick Dead Time チックトリガー間の最小時間 ms 100 ms

CV Gate ゲートCV出力（チックトリガー） 出力インデックス / Disabled Disabled

CV Continuous 連続CV出力（位置） 出力インデックス / Disabled Disabled

ヒント: エレクトロニックドラムキットの場合、HiHatペダルを Pedal Input Bに、Kickペダ
ルを Pedal Input Aに割り当て、タッチサーフェス上のDrumpadエレメントをスネア、タム、
シンバルに使うと、完全な三肢のエレクトロニックドラムリグが完成します。

ヒント: Pedalエレメントのルーティング（USBDevice / USBHost / TRSMIDI A / TRSMIDI

B）は、タッチサーフェスのエレメントとは独立して設定されます。キックドラムのノートを
TRSMIDI A経由でドラムマシンに送りながら、それ以外のすべてをUSBDevice経由でDAW

に送るといったことができます。

CV Clock Output（CV出力に送られるプロジェクトレベルのクロック信号）は、エレメントごとの
パラメーターではなくプロジェクト全体の設定であるため、第 10章で別途扱います。
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Eraeは標準的なMIDI 1.0メッセージを生成し、内部でMIDI 2.0をサポートする多機能MIDIコン
トローラーです。サーフェス上のすべてのエレメント（キー、ボタン、フェーダー）が、それぞれ
固有のMIDIチャンネル、グループ、出力先を持っており、メッセージの送信先と表現方法をエレ
メントごとに完全にコントロールできます。
この章では、USBMIDIポートの構成、チャンネルの割り当て、表現パラメーターのマッピング、
CCのルーティング、MPE、ハイレゾリューション CCとNRPN、物理MIDIルーティングマトリ
クス、内蔵MIDIモニターについて説明します。

6.1 USB MIDIポート

Eraeを通常のMIDI 1.0モードでUSB接続すると、ホストコンピューターからは 1台のUSBMIDI

デバイス内に 2本のユーザー向けMIDIケーブルが見えます。

ケーブル 名前 用途

Cable 0 Erae 2 MIDI 標準的なMIDI出力 –ほとん
どのDAWや音源へのルー
ティングにはこちらを使用
します

Cable 1 Erae 2 MIDI (MPE) MPE出力 –フル表現での演
奏にはDAWでこのケーブ
ルを選択します。MPEメッ
セージは常にこのケーブル
に送られます

ヒント: DAWでMPE音源トラックをセットアップする際は、Erae 2 MIDI (MPE)ケーブル
を指定してください。MPEを使わない標準的なトラックは Erae 2 MIDIから受信するよう
にします。

MIDI 2.0は Settings > MIDI 2.0: ON/OFFで制御される別のUSBモードで、有効化にはデバイス
の再起動が必要です。特定のワークフローで指示がない限り、DAW上でMIDI 2.0ケーブルを手動
でルーティングしないでください。
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ファームウェア 1.xからのアップデート。 2.xファームウェアではポート数が 3から 2に削
減されました。専用の Lab/API SysExケーブル（旧称「MIDI (Lab)」、ポート 2）は廃止され、
Erae LabはDAWからは見えないベンダーUSBインターフェースを通じて通信するようにな
りました。以前ポート 3（「MIDI (MPE)」）にあったMPEデータは、現在ポート 2（「Erae 2
MIDI (MPE)」）に移動しています。旧ポート 2を対象としていたAPI SysExホストソフトウェ
アは Erae 2 MIDI（ポート 1）に変更してください。MPE向けにポート 3を対象としていた
DAWセットアップは Erae 2 MIDI (MPE)（ポート 2）に変更してください。完全なポート
マッピング表については、はじめにの章を参照してください。

6.1.1 2.xアップデート後に第 3ポートのセットアップを再マッピングする

2.xファームウェア以前に Eraeを使用していた場合、DAWプロジェクト、MIDIユーティリティ、
またはカスタム APIホストが、存在しなくなったMIDIポートを参照している可能性があります。
Erae Labおよび SysExツールがデバイスと通信していた専用の第3MIDIポートは、2.xで廃止され
ました。Erae Labは独自のUSB接続でデバイスにアクセスするようになりましたが、これはMIDI

ポートではないため、DAWやMIDIユーティリティのポートリストには表示されません。
対処方法:

• 旧メインポートからノート/CCを受信していた DAWやインストゥルメント: Erae 2 MIDI
に変更してください。旧メインポートが担っていたすべてのデータがここから送られます。

• 番号や名前で旧 Labポートを対象にしていた SysExまたは APIホスト: Erae 2 MIDI（メイ
ンポート）に変更してください。API SysExはメインケーブルで送受信されるようになりまし
た –付録D:デベロッパーAPIを参照してください。

• MPEデータ向けに第 3ポートを対象にしていたもの: Erae 2 MIDI (MPE)に変更してくだ
さい。

ツールが第 3ポートがあった場所に空のポートまたはグレーアウトされたポートを表示している場
合、そのエントリは古くなっています。削除するか再選択し、上記の 2つのポートのいずれかにツ
ールを向けてください。2.xでは古い第 3ポートはどのような用途にも必要ありません。

6.2 MIDIチャンネルとグループ

MIDI出力を生成するすべてのエレメントには、2つのアドレッシングフィールドがあります。

パラメーター 範囲 デフォルト 説明

MIDI Channel 1～16（内部では 0～15として保存） 1 このエレメントの出力に使用するMIDIチャンネル
MIDI Group 1～16（内部では 0～15として保存） 1 MIDI 2.0 UMPのグループ番号
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MIDI Channelは、16個の標準MIDIチャンネルのうち、どのチャンネルでこのエレメントのNote

On/Off、CC、Program Changeメッセージを送信するかを決定します。サーフェス上の各エレメ
ントは異なるチャンネルを使用できるため、1つのレイアウトでDAW内の複数の音源やパートを
同時にドライブできます。
MIDI GroupはMIDI 2.0のUniversal MIDI Packetのグループ番号です。標準的なMIDI 1.0モー
ドでは、グループフィールドはワイヤー上に送信されません。これはMPEのゾーン選択とは独立
しています。ゾーンの設定方法については、以下のMPEのセクションを参照してください。
ヒント:コードで単一のチャンネルプレッシャーストリームを共有したい場合は、隣接するキ
ーに同じMIDIチャンネルを割り当てます。MPEモードで完全なノートごとの独立性を得た
い場合は、各キーに固有のチャンネルを割り当てます。

6.3 エレメントごとの出力先

各エレメントには、メッセージを送信する物理ポートを選択するMIDI Output Destinationビット
マスクもあります。利用可能な 4つのポートのうち、任意の組み合わせを同時に有効にできます。

フラグ ポート

USB Device USBDevice（デバイスからホストへ、お使いのコンピューター）
USB Host USBHost（ホストからデバイスへ、外部USB機器）
MIDI A MIDI出力ジャックA

MIDI B MIDI出力ジャックB

すべてのエレメントタイプのデフォルトはUSB Deviceのみです。出力先を追加してもチャンネル
やグループは変わりません。同じメッセージが選択したすべてのポートに複製されます。
ヒント:MIDI Bをクロック／トランスポート専用の出力として使用し、MIDI Aをノートデー
タ用に確保しておくと、アナログ機器がチャンネルの競合なしに正確な同期を受け取れます。

6.4 キーエレメント –表現パラメーター

キーエレメントは、表現を担う主要なタッチゾーンです。キーは接触時にNoteOnを生成し、押さ
れている間は圧力と位置を追跡し、離されるとNoteOffを送信します。次のパラメーターで、タッ
チデータがMIDIメッセージへどのようにマッピングされるかを正確に調整します。
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6.4.1 ベロシティ

パラメーター 範囲 デフォルト 説明

Velocity Intensity 0～127 63 初期接触速度から導かれるアタックベロシティをスケーリングします

ベロシティは、ノートオン時の圧力上昇率から計算されます。インテンシティ値を高くすると、同
じタッチ速度でもベロシティの変化幅が大きくなります。

6.4.2 リフトベロシティ

パラメーター 範囲 デフォルト 説明

Lift Intensity 0～127 63 リリース速度からNoteOffベロシティをスケーリングします

リフトベロシティはNote Offメッセージで送信されます。0に設定すると、常に固定値 0のNote

Offベロシティを送信します。

6.4.3 プレッシャー

プレッシャーは、ノートオン後に加えられる連続的な力です。Eraeはプレッシャーを Poly

Aftertouch（ノートごと）またはChannel Pressure（モノ）のいずれかとして送信できます。

パラメーター 範囲 デフォルト 説明

Pressure Type PolyPressure
/ Channel-
Pressure

ChannelPressure プレッシャー出力に使用す
るメッセージタイプ

Tracking LastPlayed /
Highest /
Lowest /
None

None Channel Pressureの場合、
複数の指が押されていると
きにどの指が値を決定する
か

Min Value 0～127 0 プレッシャー出力の下限
Max Value 0～127 127 プレッシャー出力の上限
Intensity 0～255 127 感度カーブの急峻さ
Smoothing 0～255 0 プレッシャー読み取り値に

適用するローパススムージ
ング
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パラメーター 範囲 デフォルト 説明

Filter Exponential
/その他

Exponential 補間フィルターの形状

ヒント: MIDI 1.0のMPE音源では、各指がすでに固有のメンバーチャンネルを持っているた
め、メンバーチャンネルの ChannelPressureが通常最も安全なデフォルトです。MIDI 2.0の
パスでは、ノートごとの PolyPressureがノート固有のプレッシャーを直接伝送できます。ア
フタータッチ入力が 1つしかない従来型の非MPEシンセサイザーでは、ChannelPressure
を Tracking: Highestと組み合わせて使用してください。

警告: 非MPEモードでは、同時に押された複数のキーが単一のMIDIチャンネルを共有しま
す。PolyPressureを選択した場合、各ノートのプレッシャーメッセージにはノート番号が付
加されますが、多くの音源ではすべてのポリプレッシャーを単一の値にマッピングしてしまい
ます。ChannelPressureを選択した場合、チャンネルごとに 1つのプレッシャー値しか送信
されないため、複数の指がその単一のストリームを奪い合うことになります。真のノートごと
のプレッシャーの独立性を得るには、MPEを有効にしてください。

6.4.4 ビブラート（Pitch Bend /グリッサンド）

Vibratoブロックは、指の水平方向の動きをピッチベンドにどうマッピングするかを制御します。
正確な半音追跡のため、ピッチベンドレンジはお使いのシンセサイザーの設定と一致させる必要が
あります。

パラメーター 範囲 デフォルト 説明

Pitch Bend Range 1～96半音 12（標準）、48（MPE） ピッチベンドメッセージの半音範囲
Style Linear /その他 Linear 位置からピッチベンド値へのマッピングカーブ
Intensity 0～127 127 最大ピッチベンド偏差
Smoothing 0～127 127 ピッチベンド出力の時間方向のスムージング

Glissandoブロックは、ノート間をスライドする際のピッチクオンタイズを制御します。

パラメーター 範囲 デフォルト 説明

Tune Location Pad / Finger Pad ピッチベンドがゼロになる基準点 –キーの中心、または最初の指の位置
In‐Tune Width 0～100% 50% クロマチックな「スナップ」ゾーンの幅をキー幅に対する割合で指定
Retrigger オン /オフ オフ スライド中に新しいキーのピッチへ移ったときにNoteOnを再送信します
Smoothing 0～255 63 グリッサンドの位置出力に対するスムージング
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パラメーター 範囲 デフォルト 説明

Y Disabled オン /オフ オフ 垂直軸のピッチへの寄与を無効にします

ヒント: In‐Tune Widthを 100 %に設定すると、キー内でのピッチベンドを完全に抑制できま
す。微分音のドリフトなしにクリーンな半音を出したいクロマチックパッドに便利です。

6.5 CCのマッピング

キーエレメントとフェーダーエレメントは、タッチ位置と圧力からContinuous Controllerメッセ
ージを生成できます。利用可能なCC軸は次のとおりです。

CCスロット 軸 エレメントタイプ

CC Pressure 接触圧（Z） Key、Fader 1D、Fader 2D
CC X Absolute エレメント内の水平位置 Key、Fader 2D
CC Y Absolute エレメント内の垂直位置 Key、Fader 1D、Fader 2D
CC X Relative 中心からの水平方向の差分 Key

CC Y Relative 中心からの垂直方向の差分 Key

CC Motion Speed 指の連続的な移動速度 Key、Fader 1D、Fader 2D

各CCスロットには有効化フラグとコントローラー番号（0～127）があります。無効にしたスロッ
トはデータを送信しません。Absolute CC軸は、エレメントの物理的な全範囲にわたって指の位置
を追跡します。Relative CC軸は、静止時に設定可能な初期値（デフォルトでおよそ 64）を中心と
した値を出力し、中心からの変位に基づいて変化します。Motion Speed CCは、検出器レベルの移
動速度に追従し、0から 100 cm/sの範囲でスムージングおよび正規化されます。
Button CCエレメントは、2つの固定CC値を送信します。押したときに値Aを、そして Latched
が有効な場合は 2回目の押下で値 Bを送信します。各値は独立したコントローラー番号を持ち、個
別に無効化できます。
ヒント:縦長のキーで CC Y Absoluteをフィルターカットオフにマッピングすると、1つのパ
ッド内にリボン風の表現ストリップを作成できます。
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6.6 ハイレゾリューション CCと NRPN

Eraeは内部でMIDI 2.0のControl Changeメッセージを 32ビット解像度で処理します。MIDI 1.0

ポートへ出力する際は、デフォルトで標準の 7ビットCCが使用されます。MIDI 1.0でより高い解
像度を必要とするアプリケーション向けに、次のオプションが完全に実装されています。

• 14ビット CC（ハイレゾリューション CC）:MIDI仕様に従ったペアのMSB + LSBメッセー
ジです。MSBはプライマリCC番号（インデックス 0～31）で送信され、LSBはCC番号 +32

で送信されます。ファームウェアは両方のメッセージを自動的に送信するため、ホスト側の
設定は不要です。

• RPN（Registered Parameter Number）:完全に実装されています。MPEのピッチベンドレ
ンジの通知に内部で使用されるほか、その他の標準的なRPN用途にも利用できます。

• NRPN（Non‐Registered Parameter Number）:完全に実装されています。NRPNアドレス
はButton ProgramChangeエレメントタイプを通じてターゲット指定でき、このエレメント
は 1回の押下イベントでBankMSB、Bank LSB、ProgramNumberに対応します。これによ
り、標準的なNRPNのアドレスと値の送信パターンをカバーします。

ヒント: 14ビット CC値を送信するには、エレメントの CC番号を 0～31の範囲に設定しま
す。ファームウェアが完全な 14ビット解像度のためにペアの LSBをCC番号 +32で自動的に
送信します。

6.7 MIDI 1.0とMIDI 2.0 –実際に受信される値

Erae 2は内部で高い解像度でタッチをキャプチャ・処理しますが、ソフトウェアに届く値は、接続
が実際にどのプロトコルを使用しているかによって決まります。そしてそれはデバイス単独ではな
く、コンピューターとデバイスの間で決定されます。

• MIDI 1.0（デフォルト）。2本のUSBMIDIケーブル（Erae 2 MIDIとErae 2 MIDI (MPE)）
は標準的なMIDI 1.0を搬送します。MIDI 1.0の受信側は 7ビットのControl Change値（0～
127）を受け取ります。MIDI 1.0で 7ビット以上の解像度を得るには、上記の 14ビットCC

ペアリングを使用してください –受信側はMSB/LSBのペアCCを理解してハイレゾリューシ
ョン値を復元できる必要があります。

• MIDI 2.0（代替 USBモード）。Settings > MIDI 2.0をオンにして再起動すると、デバイスは
USBMIDI 2.0モードになり、Universal MIDI Packet（UMP）ストリームを公開します。こ
のストリームはネイティブで完全なハイレゾリューション値を搬送できます。

ハイレゾリューション値を読み取るには、両端の合意が必要です。デバイスでMIDI 2.0を有
効にするだけでは半分にすぎません。ホストまたはオペレーティングシステムがデバイスと
MIDI 2.0プロトコルをネゴシエートし、ソフトウェアがMIDI 2.0エンドポイント/ストリーム
から読み取る必要があります。ホストがMIDI 1.0のままだったり、ソフトウェアが同じデバ
イスのMIDI 1.0ポートから読み取ったりしている場合、MIDI 2.0がオンになっていても 7ビ
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ットの CC値しか受信されません。ハイレゾリューションデータを期待しているのに 0～127
しか届かない場合は、（1）MIDI 2.0がオンでデバイスが再起動済みであること、（2）OS/ホス
トがデバイスをMIDI 2.0エンドポイントとして認識していること、（3）トラックまたはツー
ルが同じデバイスのレガシーMIDI 1.0ビューではなくMIDI 2.0ストリームから読み取ってい
ることを確認してください。

6.8 MPEの設定

MPE（MIDI Polyphonic Expression）を使うと、各指がそれぞれ固有のMIDIチャンネル上で独立
したピッチベンド、プレッシャー、スライドを持つことができ、ポリフォニックなパッチ全体でノ
ートごとの表現が可能になります。
Eraeは、MIDI MPE仕様で定義された 2つのMPEゾーンを実装しています。ゾーンはMaster
Channel設定によりキーボードエレメントごとに設定します。

Master Channel設定 MPEゾーン メンバーチャンネル

Ch 1（デフォルト） Lower Zone Ch 2からChNまで（動的に割り当て）
Ch 16 Upper Zone Ch 15からCh (16−N)まで（動的に割り当て）

MIDI GroupパラメーターはMIDI 2.0 UMPのグループ番号であり、MPEのゾーン選択とは独立
しています。MPEゾーンは、キーボードエレメントのMaster Channel設定によって決まります。
MPEが有効な場合、チャンネルセレクターはマスターチャンネルセレクターになり、保存されてい
るキーボードのチャンネル値はメンバーチャンネル数として内部で使用されます。
MPEメッセージは常に Erae 2 MIDI (MPE)のUSBケーブル（cable 1）に出力されます。この章
の冒頭にあるUSBMIDIポートのセクションを参照してください。
キーボードエレメントごとのMPE関連設定:

設定 推奨されるMPE値

MPE Enable on

MPEMaster Channel Ch 1（Lower Zone）または Ch 16（Upper Zone）
Pitch Bend Range 48半音
Pressure Type MIDI 1.0MPEでは ChannelPressure、MIDI 2.0のノートごとプ

レッシャーを使う場合は PolyPressure

CC Y Absolute CC 74（Slide / Timbre）
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ヒント: ほとんどのMPEシンセサイザーは、ピッチベンドレンジがコントローラーと音源の
両方で同一に設定されていることを前提としています。エレメントエディターで Pitch Bend
Rangeを 48に設定し、音源側のMPEセットアップページでそれに合わせてください。

6.8.1 スライドとプレッシャーを DAWに取り込む

スライドとプレッシャーはノートごとのエクスプレッションです。MPEチェーン全体がMPEモー
ドになっていない限り、音源まで届きません。ノートは鳴るのにスライドとプレッシャーが反応し
ない場合、原因はほぼ必ず、デバイス側の設定ではなく、チェーンのどこかにMPEに対応していな
いリンクがあることです。各ステップを確認してください。

1. MPEケーブルから読み取る。DAWトラックのMIDI入力を、メインポートではなく Erae
2 MIDI (MPE)に向けてください。ノートごとのエクスプレッションはMPEケーブルのみ
で送信されます。

2. 全 16チャンネルを通す。トラックの入力チャンネルをAll Channels（またはAny）に設定し
てください。MPEは各指を独自のメンバーチャンネルに分散させます。DAWが着信MIDI

を単一チャンネルにまとめてしまうと、すべてのノートのエクスプレッションが 1つに集約
されてしまいます。

3. トラックと音源でMPEを有効にする。トラックをMPEモードに切り替え（DAWに明示的
なトグルがある場合）、音源自体でもMPE / Per-Note / Poly Expressionを有効にしてくださ
い。

4. スライド軸を音源のスライドにマッピングする。スライドは通常CC 74（Timbre）です。キ
ーボードエレメントで CC Y AbsoluteがCC 74に設定されていること（上記のMPE設定表
を参照）、および音源がCC 74をスライド/ティンバー入力として受け付けることを確認して
ください。

5. ピッチベンドレンジを両側で合わせる（デフォルトは 48半音）。スライド中にピッチが正し
く追従するようにします。

DAWごとの詳細な手順（Ableton Live、Logic、Cubase、Bitwig、Reaper、FL Studio）について
は、付録C: DAWセットアップガイドを参照してください。
落とし穴:ほとんどのDAWは、MPEでないトラックに渡す前に着信MIDIを単一チャンネル
にまとめてしまいます。メインポートではなく Erae 2 MIDI (MPE)から受信していなかっ
たり、トラックを標準（非MPE）モードのままにしていたりすると、ノートは鳴りますがエク
スプレッションは届きません。

6.9 MIDIルーティングマトリクス

ルーティングマトリクスは、エレメントの出力先とは独立して、どの物理ポートがMIDI入力メッ
セージを他のポートへ中継するかを制御します。これにより、EraeをMIDIマージおよびスルーボ
ックスとして動作させることができます。
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MIDIルーティング

ルーティング画面には、LCDメニューの Settings > MIDI Routingからアクセスします。各行はト
グルスイッチになっています。

スイッチ 送信元 ->送信先 効果

MIDI In ‐> USB
Host

MIDI In -> USBHost Out ハードウェアMIDI

Inを接続中のUSB

デバイスへ転送し
ます

MIDI In ‐> USB
Device

MIDI In -> USBDevice Out ハードウェアMIDI

Inをホストコンピ
ューターへ転送し
ます

MIDI In ‐> MIDI
Out A

MIDI In ->MIDI AOut MIDI ThruをMIDI

Aへ
MIDI In ‐> MIDI
Out B

MIDI In ->MIDI BOut MIDI ThruをMIDI

Bへ
USB Device ‐>
USB Host

USBDevice In -> USBHost Out ホストコンピュー
ターのMIDIを接続
中のUSBデバイス
へルーティングし
ます

USB Device ‐>
MIDI Out A

USBDevice In ->MIDI AOut ホストコンピュー
ターのMIDIを
MIDI Aのハードウ
ェア機器へルーテ
ィングします

USB Device ‐>
MIDI Out B

USBDevice In ->MIDI BOut ホストコンピュー
ターのMIDIを
MIDI Bのハードウ
ェア機器へルーテ
ィングします
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スイッチ 送信元 ->送信先 効果

USB Host ‐> USB
Device

USBHost In -> USBDevice Out 接続中のUSBデバ
イスのMIDIをホス
トコンピューター
へルーティングし
ます

USB Host ‐> MIDI
Out A

USBHost In ->MIDI AOut 接続中のUSBデバ
イスをMIDI Aのハ
ードウェア機器へ
ルーティングしま
す

USB Host ‐> MIDI
Out B

USBHost In ->MIDI BOut 接続中のUSBデバ
イスをMIDI Bのハ
ードウェア機器へ
ルーティングしま
す

スイッチをオンにすると、そのルーティングパスが有効になります。すべてのルーティングスイッ
チは独立しているため、複数の送信元が同じ送信先に供給できます。
ヒント: Eraeをシンプルな 2ポートのMIDIインターフェースとして使うには、MIDI In ‐>
USB DeviceとUSB Device ‐> MIDI Out Aを有効にします。これにより、追加のインターフ
ェースなしで、DAWが Eraeを介してハードウェアシンセと送受信できるようになります。

ルーティング設定はプロジェクトごとに保存されるため、各レイアウトプリセットが独自のマージ
構成を保持できます。

6.10 MIDIモニター

MIDIモニターは、サーフェスによって生成されたすべての送信MIDIメッセージのライブスクロー
ルログを表示します。エレメントが正しいチャンネルで送信しているか、また表現データ（プレッ
シャー、ピッチベンド、CC）が期待どおりに動いているかを確認するのに便利です。
モニターには、LCDメニューの Settings > MIDI Monitorからアクセスします。画面には最大 30

行の最近のメッセージが表示されます。各行には次の内容が含まれます。

列 説明

Time 前のメッセージからの相対タイムスタンプ（10分の 1秒単位）
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列 説明

Ch MIDIチャンネル（およびMIDI 2.0メッセージの場合はグループ）
Type メッセージタイプの略称
Value メッセージのペイロード –ノート名 +ベロシティ、CCインデックス +値など

表示されるメッセージタイプ:

略称 MIDIメッセージ

N ON NoteOn（ノート名、ベロシティは 16ビットMIDI 2.0値で表示）
N OFF NoteOff（ノート名、リリースベロシティ）
PP Poly Pressure（ノート名、32ビットプレッシャー値）
CC Control Change（コントローラーインデックス、32ビット値）
PC ProgramChange（プログラム番号）
AT Channel Pressure / Aftertouch（32ビット値）
PB Pitch Bend（32ビット値）

ノート名は標準的なクロマチック表記で表示されます。C、C#、D、D#、E、F、F#、G、G#、A、A#、
Bに、オクターブ番号を付加します。
モニターはMIDI 2.0解像度の値を内部でキャプチャし、16ビット（ベロシティ）または 32ビット
（プレッシャー、ピッチベンド、CC）の整数として表示します。メッセージが物理ポートへの出力
のためにMIDI 1.0へ変換される際は、自動的に 7ビットまたは 14ビット解像度へスケールダウン
されます。
ヒント:音源でキーが鳴らない場合は、MIDIモニターを開いてパッドに触れてください。N ON
行が表示されない場合、そのエレメントが無効になっているか、接続されていない出力先ポー
トに割り当てられている可能性があります。行は表示されるのに音源が反応しない場合は、表
示されているMIDIチャンネルが音源の受信チャンネルと一致しているか確認してください。

6.11 関連トピック

• エレメント –ボタン CCやプログラムチェンジの設定を含む、エレメントタイプごとの構成
の詳細

• LCDインターフェース – LCDディスプレイでのメニュー操作
• 設定 –MIDIクロックや同期を含むプロジェクトレベルの設定
• MIDI実装 –完全なメッセージリファレンス表
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スケール設定は鍵盤エレメントごとに保持され、グローバルではありません。レイアウト内の各鍵
盤エレメントは、独自のスケール、ルート音、オクターブをそれぞれ独立して記憶します。スケー
ル画面では現在選択されているエレメントの設定を編集します。別のエレメントを個別に設定する
には、スケール画面を開く前にそのエレメントに切り替えてください。
スケール画面では、選択中の鍵盤エレメントがタッチ座標をどのように音高として解釈するかを制
御します。

Scale Selector

フロントパネルの Scaleボタンを押すと、スケール画面が開きます。表示は Scale、Root Note、
Octaveの 3つの列に分かれています。エンコーダーを使うか列をタッチして、各ローラーを個別
にスクロールできます。

7.1 内蔵スケールライブラリ

Scaleローラーには、工場出荷時のスケールライブラリが一覧表示されます。ファクトリースケー
ルは固定されており、デバイス上で編集や削除はできません。
内蔵ライブラリには、一般的な西洋音楽および非西洋音楽のスケールタイプを網羅した、ちょうど
15種類のファクトリースケールが含まれています。

1. Chromatic—全 12半音。スケールフィルタリングを無効にします
2. Major—標準的なダイアトニック・メジャースケール
3. Minor—ナチュラルマイナー（エオリアン旋法）
4. Melodic Minor—上行時に第 6音と第 7音を半音上げたもの
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5. Harmonic Minor—第 7音を半音上げたもの
6. Arabic
7. Dorian
8. Phrygian
9. Gypsy
10. Mixolydian
11. Romanian
12. Gypsy Minor
13. Japanese
14. Spanish
15. Blues

ヒント: Chromaticを選択することは「スケールフィルターなし」と同じ意味です。すべての
半音が利用可能になり、サーフェスは隠れた音のないフルキーボードのように動作します。

7.2 ルート音

Root Noteローラーは、選択したスケールの調性の中心を設定します。利用できる値は 12種類で
す。C、C#、D、D#、E、F、F#、G、G#、A、A#、B。
ルート音は、どの音名を度数 0（主音）として扱うかを決定します。ルートを変更すると、音程構造
を変えずにスケール全体が移調されます。
ヒント: Isomorphic鍵盤で Show Offscaleを有効にすると、ルート音に該当するキーが主音
用のスタイルカラーでハイライトされ、調性の中心がサーフェス上ですぐに分かるようになり
ます。

7.3 オクターブオフセット

Octaveローラーは、鍵盤エレメントの基準オクターブをオクターブ単位で上下にシフトします。デ
フォルト値の 0では、基準音はエレメント自体で設定されたオクターブにマッピングされます。正
の値は音域を上げ、負の値は下げます。
Octaveローラーの範囲は-2から +8で、エレメントの基準音の上下に実質 10オクターブの幅を
持たせます。この範囲は十分に広いため、エレメントの基準音を直接編集しなくても、ほとんどの
シンセサイザーの音高要件に対応できます。
ヒント:オクターブオフセットを使えば、基盤となるエレメントの音割り当てを編集すること
なく、鍵盤をシンセサイザーが想定する音域へすばやく合わせられます。
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7.4 Show Offscale

Show Offscaleトグル（Scaleローラーの下にあるアイコンボタン）は、スケール外の半音をサー
フェス上に表示するかどうかを制御します。このラベルは LCD上のUIボタンと一致しています。

• On—全 12半音が表示されます。スケール内の音にはスケール度数のカラースタイルが、ス
ケール外の音にはオフスケールのスタイルが適用されます。どの半音にも引き続きタッチで
きます。

• Off—スケール度数のみが表示されます。サーフェスが再マッピングされ、すべての物理セル
が選択したスケールに属する音を鳴らすようになり、スケール外の半音にはアクセスできな
くなります。

ヒント: ShowOffscaleをオフにすると「間違った」音を鳴らせなくなるため、ライブ演奏、即
興、初心者に最適です。サーフェスは常に調性内にとどまる、制約された楽器になります。

7.5 スケールが各鍵盤タイプに与える影響

鍵盤タイプ スケール対応 ShowOffscaleトグル？

Iso Keyboard フル対応—スケール度数のフィルタリングとハイライト、ステップ間隔の制御 あり
Chroma Keyboard 色付けのみ—スケールフィルタリングなし、音はクロマティックレイアウトに従う なし
Drumpad なし—常にクロマティック。スケールパネルは非表示 なし

Iso Keyboardは最も豊富なスケール連携を備えています。スケールは水平方向と垂直方向のステッ
プ間隔も制御します。ShowOffscaleがオフのとき、各行のステップは 1半音ではなく 1スケール
度数に相当するため、スケール内でアイソモーフィックなジオメトリが保たれます。
Chroma Keyboardは、スケールをキーの視覚的な色付けにのみ使用します。クロマティックレイ
アウトは固定されており、スケールの選択に関係なく常に全 12半音にアクセスできます。
Drumpadはスケール設定を完全に無視します。Drumpadエレメントが選択されているとき、Erae
Labではスケールパネルは表示されません。各パッドは、基準音から始まる連続したMIDIノート
へ順番にマッピングされます。

7.6 エレメントごとのスケール設定

各鍵盤エレメントは、独自のスケール割り当てを独立して記憶します。スケール画面では常に現在
選択されているエレメント、つまり LCD上でマッピング表示がアクティブなエレメントのスケール
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を編集します。エレメントごとに異なるスケールを設定するには、Mappingボタンで各エレメント
を順に選択し、スケール画面に戻って目的の設定を適用してください。
ヒント: あるエレメントでは Japaneseスケールを、別のエレメントでは BluesやMajorを鳴
らすレイアウトを作成できます。レイヤー楽器やスプリットサーフェスのセットアップに便利
です。
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8 アルペジエーター＆ルーパー

Eraeには、リアルタイム演奏のための 2つのツールが用意されています。押さえた音からメロディ
ックなパターンを生成するアルペジエーターと、演奏内容を録音し、プロジェクトクロックに同期
した繰り返しパターンとして再生するルーパーです。

8.1 アルペジエーター

アルペジエーターは、押さえた音をリズミカルなシーケンスに変換します。キーボードエレメント
ごとに割り当てられ、レイアウト内の任意のChromatic、Isomorphic、またはDrumpadキーボー
ドで動作させることができます。

Arpeggiator

アルペジエーターの設定を開くには、キーボードエレメントを選択した状態で、フロントパネルの
Arpボタンを押します。

8.1.1 アルペジエーターを有効にする

アルペジエーター画面の上部には、ミュート／有効化のコントロールがあります。アルペジエータ
ーを無効にすると、音は通常どおり鳴ります。有効にすると、押さえた音は無音で保持され、代わ
りにアルペジエーターがタイミングを取った音符イベントを発生させます。

8.1.2 Rate

Rateは、アルペジオの音符がトリガーされるリズムの分割値を設定します。利用可能な値は次のと
おりです。
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1/32、1/16、1/8、1/4、1/2、1/1、Pressure

Pressureモードでは、アルペジエーターは時間ベースのグリッドで発音するのではなく、指の圧
力がトリガーのしきい値を超えるたびに新しいステップを発音します。表現力豊かな、圧力で駆動
されるリズムに役立ちます。
RateはQuantizeが有効なとき（後述）、プロジェクトのテンポに同期します。Quantizeがオフの
とき、Rateはミリ秒単位のフリーランニングなインターバルとして機能します。
ヒント: 1/16は、速いメロディックなアルペジオの出発点として最も一般的です。クロックで
はなく押し込む強さで駆動される、完全に表現力豊かでリズムにとらわれないアルペジオには
Pressureモードを使用してください。

8.1.3 Style

Styleは、押さえた音が演奏される順序を決定します。

• Up—音は最低音から最高音へと演奏され、その後繰り返します
• Down—音は最高音から最低音へと演奏され、その後繰り返します
• UpDown—音は上昇してから下降し、繰り返します。最上部と最下部の折り返しの音は重複
しません

• UpAndDown—音は上昇してから下降し、繰り返します。最上部と最下部の折り返しの音は 2
回演奏されます（上昇時に 1回、下降時に 1回）

• Random—各ステップで、押さえている音の中からランダムに 1つを選びます

ヒント: 4音の和音に対する UpDownは、7ステップのパターンを生成し（折り返しの音で重複
しない 4つの上昇 + 3つの下降）、Rateが小節に均等に割り切れない場合に興味深いポリリズ
ミックな位相のずれを作り出します。折り返しの音をその重複した出現によって強調したい場
合は UpAndDownを使用してください。

8.1.4 Octave Range

Octaveは、アルペジエーターが演奏された音の上方（または下方）に何オクターブにわたって展開
するかを設定します。範囲: 0 – 8。
0では、オクターブの拡張は適用されません。アルペジオは押さえた音の音域内に完全に留まりま
す。1では、アルペジエーターは押さえた音を 1回演奏した後、1オクターブ上で繰り返します。8
では、サイクルが再開する前に 8回のオクターブパスが完了します。
オクターブの進行方向は、選択した Styleに従います。Upスタイルはオクターブ範囲を上って進み、
その後サイクルの先頭に戻ります。
ヒント: Octave 3、Rate 1/16の Downスタイルは、3オクターブにわたって下降するカスケー
ド状のアルペジオを生成します。パッドや撥弦楽器で劇的な効果が得られます。オクターブの
ジャンプを伴わない、タイトで単一音域のアルペジエーションが欲しい場合は、Octaveを 0
に設定してください。

Embodme 53



Erae ��������������������������� 8 アルペジエーター＆ルーパー

8.1.5 Pressure to Velocity

Pressureは、押さえた音のタッチ圧力を、アルペジオのノートオンイベントのベロシティにマッピ
ングします。範囲: 0% – 100%。パラメーター値はパーセンテージで入力します（生のMIDI値では
ありません）。
0%では、アルペジオの音は固定のベロシティで発音されます（最初に押した瞬間に取得されたベロ
シティ）。100%では、各アルペジオステップのベロシティは、押さえている各指を現在どれだけ強
く押しているかによってリアルタイムでモジュレートされます。0%から 100%の間の値は、固定ベ
ロシティとライブでモジュレートされるベロシティの間をブレンドします。
ヒント:指の重みの微妙な変化が自然なベロシティのアクセントを生み出しつつ、全体的なダ
イナミクスを安定させる表現力豊かな演奏には、Pressureを 60%–80%に設定してください。

8.1.6 Quantize

Quantizeトグルは、アルペジエーターの Rateをプロジェクトクロックにリンクさせます。このラ
ベルは LCDディスプレイの表示と一致します。

• On—Rate値は音楽的な分割値となり、プロジェクトのテンポにロックされます。音を押さ
えたとき、アルペジエーターは小節の境界で再スタートします。

• Off—Rateはミリ秒単位のフリーインターバルとなり、テンポに依存しません。

ヒント:メトロノームや外部クロックなしで演奏する場合は、Quantizeを無効にして、自由で
テンポにとらわれないアルペジオにしてください。DAWに録音する際は、すべてをグリッド
に揃えておくためにQuantizeを再度有効にしてください。

8.2 ルーパー

ルーパーは、MIDI演奏データを繰り返しパターンとして録音、再生、オーバーダブします。圧力、
スライド、連続的な表現データを含め、自由で表現力豊かな演奏をリアルタイムでキャプチャしま
す。
各レイアウトには、Home画面に表示される 1つのアクティブなルーパーインスタンスを持つこと
ができます。

8.2.1 Home画面のルーパー表示

ルーパーがアクティブなとき、Home画面には次の情報が表示されます。

• ループサークル—現在アクティブなループのレイアウト番号を示す円形の表示です。これは
現在の動作です。この円は再生位置のインジケーターではなく、どのレイアウトのループが
アクティブかを示します。
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• Length—ステップ単位でのパターンの長さです。
• Tempo—プロジェクトクロックの現在のBPMです。
• Quantize Grid—録音されたイベントに適用されるクオンタイズグリッドです（例: 1/16）。

8.2.2 録音と再生

フロントパネルの Play/Recボタンは、ルーパーのトランスポートを制御します。

• 最初の押下—録音を開始します。ルーパーは現在のレイアウトのキーボードエレメントから
のすべてのMIDI出力を 1ループ分キャプチャし、その後自動的に再生に切り替わります。

• Stop—再生を停止します。録音されたパターンはメモリに保持され、再びPlayを押すと先頭
から再開します。

オーバーダブは常に有効です。ルーパーは再生中、既存の録音に新しい演奏素材を継続的にオーバ
ーダブします。別途オーバーダブモードに入る必要はありません。再生されている限り、キーボー
ドエレメントへのすべてのタッチがループに重ねられます。
録音したレイヤーを削除する。現在のページについて最後に録音したレイヤーを消去するには、
Pageボタンを押しながら Return/Undoを押します。

ヒント:オーバーダブが常にオンであるため、ループの長さが短いとすぐにいっぱいになる傾
向があります。録音を開始する前に、Lengthコントロールで適切なループサイズを設定して
ください。

8.2.3 ルーパーのコントロール

ルーパー専用の設定画面はありません。すべてのルーパーコントロールは、Home画面で直接利用
できます。
Quantize—録音されたノートオンおよびノートオフイベントに適用されるクオンタイズグリッド
です。値: Off、1/4、1/8、1/16、1/32。クオンタイズは再生時に非破壊的に適用されます。
Tempo—現在のプロジェクト BPMです。これを調整して、ルーパーのクロックレートを設定しま
す。
Length—ステップ単位でのパターンの長さです。エンコーダーで選択し、回して調整します。

ヒント:自然で表現力豊かなタイミングを保持するために Offのクオンタイズで録音し、その
後 1/16のクオンタイズを設定すれば、録音し直すことなくリズムの感触を引き締めることが
できます。

注:現在のファームウェアバージョンでは、スウィングは利用できません。

8.2.4 クロック同期

ルーパーは常にプロジェクトクロックにロックされています。プロジェクトのクロックソースが
Internalのとき、ルーパーはプロジェクトのBPMからテンポを導き出します。クロックソースが
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USB-dev、MIDI、または USB-hostのとき、ルーパーは入力されるMIDIクロックに従い、DAW
やハードウェアのクロックソースとのタイトな同期が可能になります。
クロックソースの設定については、第 15章—設定を参照してください。

8.2.5 パターンの長さ

パターンの長さは、Home画面の Lengthコントロール（ステップ単位）を使用して設定します。録
音の前後にエンコーダーで調整し、ループの範囲を定義します。

8.2.6 クオンタイズグリッド

Quantize Gridは、録音されたノートオンおよびノートオフイベントがスナップされるリズムの解
像度を決定します。値: Off、1/4、1/8、1/16、1/32。
クオンタイズは再生時に非破壊的に適用されます。生のキャプチャが保持されるため、録音し直す
ことなくグリッドを変更できます。
ヒント:表現データ（圧力、スライド）はクオンタイズされることはありません。クオンタイ
ズグリッドの影響を受けるのはノートオンとノートオフのタイムスタンプだけです。グリッド
の設定に関係なく、ダイナミクスとビブラートは滑らかなまま保たれます。

8.2.7 タップテンポ

タップテンポを使うと、数値をダイヤルで設定する代わりに、リズムに合わせてタップすることで
プロジェクトのBPMを設定できます。タップテンポを使用するには:

• Pedal Inputエレメント（Switchタイプ）を Tap Tempoメッセージタイプで設定します。接
続したペダルを押すたびに、テンポをタップします。

• あるいは、Tap Tempoモードに設定したタッチサーフェス上の Buttonエレメントを使用し
ます（§5.8を参照）。

ファームウェアは連続するタップ間の間隔を平均化し、リアルタイムでプロジェクトの BPMを更
新します。ルーパーとアルペジエーターは、新しいテンポにただちに追従します。
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9 CV出力

Erae 2は背面パネルを介して 24系統の CV出力チャンネルを備えています。これらの出力はピッ
チ電圧、ゲート信号、または任意に割り当て可能なコントロール電圧を伝送でき、Erae 2をMIDI

機能と並ぶ本格的なモジュラー用インターフェースにしています。

CVClock

9.1 ハードウェア概要

Erae 2の背面パネルには、3.5mmジャックによる 24系統のCV出力があります。各出力はソフト
ウェアで個別に設定できます。ハードウェア仕様は次のとおりです。

• 出力レンジ: −5 V – +8 V（バイポーラ）
• ピッチ規格: 1 V/オクターブ
• 分解能:出力ごとに 12ビットDAC

• 出力インピーダンス: 低（Eurorackやその他のシンセサイザーの CV入力への直接接続に適
しています）

24系統すべての出力はマルチプレックスなしで同時に利用でき、それぞれが独立して連続的に更新
される電圧を伝送します。

9.2 出力モード

各CV出力には、エレメント設定またはプロジェクト設定からモードが割り当てられます。基本と
なる 3つのモードが利用できます。
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Pitch（1V/oct）—出力は 1V/オクターブ規格に従ったピッチ電圧を伝送します。中央C（MIDIノ
ート 60）は 2 Vを出力します。計算式は次のとおりです: voltage = note / 12 + (−3.0 V)。
半音ごとに 1/12 V（≈ 83.3 mV）です。ハードウェアの出力レンジ −5 Vから +8 Vは、約 11オ
クターブをカバーします。
Gate—ノートが保持されていないとき出力は 0 Vで、ノートがアクティブになると 5 Vに跳ね上
がります。Gateは 5Vに固定されています。ゲートの持続時間は、タッチサーフェスからのノート
オン／ノートオフのタイミングに従います。
Control（0–5 V）—出力は、フェーダー位置、指の圧力、スライド位置などのパラメーター値に比
例した連続的なコントロール電圧を伝送します。デフォルトでは、0% – 100%のパラメーター全域
が 0 V – 5 Vにマッピングされます。最小電圧と最大電圧は、ハードウェアの上限までの範囲で設
定できます。
ヒント: Pitch出力とGate出力を隣り合うチャンネルに組み合わせて、古典的なV/oct + Gate

ペアを構成し、モノフォニックのアナログシンセサイザーを駆動できます。両方の出力を、同
じキーボードエレメントの最初のボイスに割り当ててください。

9.3 エレメントごとの CV割り当て

CV出力は（Mapping画面からアクセスできる）エレメント設定内で割り当てます。各キーボード
エレメントは複数のCVボイスを駆動できます。キーボードエレメントのCV Num Voiceパラメー
ターは、そのエレメントが駆動する同時CVボイス数（ポリフォニー）を指定します。各ボイスは
ピッチ出力 1系統とゲート出力 1系統を占有します。
例えば、IsomorphicキーボードでCVNumVoiceを 4に設定すると、割り当てたベース出力チャン
ネルから始まる 4系統のピッチ出力と 4系統のゲート出力が予約されます。ボイシングは、利用可
能な出力にわたるラウンドロビン方式の割り当てに従います。
ヒント: 4ボイスのパラフォニックパッチでは、CVNumVoiceを 4に設定し、4系統のピッチ
出力をキーボードトラッキング対応のポリ VCOに接続します。4系統のゲート出力をクアッ
ドエンベロープジェネレーターに接続すれば、ノートごとに独立したエンベロープが得られま
す。

9.4 ボイスごとの追加 CV出力

中核となる PitchとGateのペアに加えて、各ボイスはエクスプレッションストリームをCV信号と
して追加出力できます。各ストリームはボイスごとに CVチャンネルを 1系統追加で消費します。
利用できるボイスごとのCV出力は次のとおりです。
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出力 説明

Velocity ノートの初期打鍵ベロシティ（0–5 V）
Pressure 連続的な指の圧力（アフタータッチ）。0–5 Vに正規化
X Position エレメント内における指の絶対水平位置。0–5 V
Y Position エレメント内における指の絶対垂直位置。0–5 V
X Slide 相対的な水平移動量（ノートオン時の Xからのデルタ）。2.5 Vを中心とする
Y Slide 相対的な垂直移動量（ノートオン時の Yからのデルタ）。2.5 Vを中心とする
Motion Speed 連続的な指の移動速度。0から 100 cm/sの範囲で平滑化・正規化。0–5 V

これらの出力は、Mapping画面でエレメントごとに有効化します。7種類すべてのオプション出力
を伴って 4ボイスを割り当てると、4 × (2 + 7) = 36チャンネルが予約されます。すべてのエ
レメントにわたるチャンネル割り当てを慎重に計画してください。
ヒント: PressureCVを使ってVCAを駆動すれば、ノート単位のダイナミクスをモジュラー領
域内で完結させられます。X Slideと組み合わせて、LFOのデプス CV入力経由でビブラート
の深さを制御できます。

9.5 Eurorackクイックスタート

9.5.1 最初のボイスのセットアップ（Pitch + Gate）

1. Erae Labで Isomorphic Keyboardエレメントを作成し、CV Num Voiceを 1に設定します。
2. ベース出力チャンネルを割り当てます（例: チャンネル 1）。これにより、チャンネル 1が

Pitch、チャンネル 2がGateに予約されます。
3. チャンネル 1（3.5mmジャック）を Eurorack VCOのV/oct入力に接続します。
4. チャンネル 2を EurorackエンベロープジェネレーターのGate入力に接続します。
5. ノートを弾きます。VCOは 1 V/オクターブでピッチを追従し、エンベロープは各ノートオン
で発火します。

9.5.2 USBホストMIDIから Eurorackへ

USB-MIDI-to-CVモジュール（例: Expert Sleepers FH-2や Intellijel uMIDI）を Erae 2のUSBホ
ストポートに接続します。外部モジュールが Erae 2からMIDIを受信してCVに変換するよう設定
します。この経路は、より高いポリフォニー数に対応するため、Erae 2のネイティブCV出力を補
完または置き換えます。
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9.5.3 24 ppqnでの CVクロック

1. Settings ‐> CV Clockを開きます。
2. Beat Divisionを 24 ppqnに設定します。
3. Clock Outputを未使用のチャンネル（例:チャンネル 3）に設定します。
4. チャンネル 3を Eurorackのクロック駆動モジュール、またはクロックディバイダーのクロッ
ク入力に接続します。

5. サンプル精度の同期を得るため、隣接するリセット出力をモジュールのリセット入力に接続
します。

9.5.4 推奨される Eurorackモジュール構成

用途 推奨モジュール

MIDI -> CV変換（マルチボイス） Expert Sleepers FH-2

MIDI -> CV（シングルボイス、シンプル） Intellijel uMIDI

高ポリフォニーのV/oct + Gate Mutable Instruments Yarns

MIDIブリッジなしの Erae 2直接CV ネイティブCV出力（チャンネル 1–23）

9.6 キャリブレーション

CV出力は Embodmeにて工場出荷時にキャリブレーションされています。長期間の使用後や温度
条件の変化により、ピッチトラッキングの誤差が見られる場合は、ソフトウェアによるキャリブレ
ーション手順が利用できます。

1. Erae 2のフロントパネルで Settings ->Calibrateに移動します。
2. 画面の指示に従います。キャリブレーションルーチンは一連の既知の電圧を出力し、基準と
なる電圧計またはよくチューニングされたオシレーターでトラッキング精度を確認するよう
求めます。

3. キャリブレーションのオフセット値はバックアップRAMに保存され、電源を切っても保持さ
れます。

ヒント: DAC出力は低温時にわずかにドリフトすることがあるため、最も正確な結果を得るに
は、デバイスが通常の動作温度になった状態（10–15分の使用後）でキャリブレーションを実
行してください。
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9.7 CVクロック出力

CVクロック出力は、プロジェクトのテンポに同期したクロックパルス信号を、24系統のCV出力
チャンネルのいずれかにルーティングします。これはプロジェクトレベルの設定であり、特定のエ
レメントではなく、すべてのレイアウトに対してグローバルに適用されます。

9.7.1 CVクロック設定へのアクセス

フロントパネルの Settingsボタンを押し、設定メニューで CV Clockに移動します。CV Clockの
LCDビューが開きます。

9.7.2 CVクロックのパラメーター

Enabled—CVクロック出力のマスターオン／オフスイッチです。オフのとき、割り当てられた出
力チャンネルは他の用途に使用できます。オンのとき、そのチャンネルはクロックパルス専用に予
約されます。
Beat Division—プロジェクトのテンポを基準としたパルスレートを設定します。利用できる値:

値 説明

1 ppqn 4分音符ごとに 1パルス（1拍あたり 1クロック）
2 ppqn 4分音符ごとに 2パルス
4 ppqn 4分音符ごとに 4パルス（4/4拍子で 16分音符ごとに 1つ）
8 ppqn 4分音符ごとに 8パルス
24 ppqn 標準のMIDIクロックレート（4分音符ごとに 24）
48 ppqn 高分解能クロック、4分音符ごとに 48

24 ppqnは標準のMIDIクロックレートで、クロック入力を受け付けるほとんどのアナログのクロ
ック駆動モジュールやドラムマシンと互換性があります。ハーフタイムのクロックには 2 ppqnを、
小節単位のトリガーには 1 ppqnを使用してください。

ヒント: 多くの Eurorackモジュールは 24 ppqnまたは 48 ppqnのクロックを想定していま
す。Erae 2のCVクロック出力をモジュールのクロック入力に直接接続してください。クロッ
クディバイダーモジュールは不要です。

Clock Output—クロックパルスを伝送するCVチャンネルを選択します。範囲: 1 – 23。
Reset Output—読み取り専用で、選択したClockOutputの次の隣接CV出力に自動的に割り当て
られます。トランスポートやパターンのタイミングが必要とするときに、リセット／同期パルスを
出力します。現在のところ、リセット出力を無効化したり、個別に割り当てたりすることはできま
せん。
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ヒント: Clock Outputと Reset Outputをペアにすると、モジュラーのクロック駆動モジュー
ルとのサンプル精度の同期を実現できます。Clockをモジュールのクロック入力に、Resetを
そのリセット入力に接続してください。Erae 2は両者を内部パターンの開始位置に揃え続けま
す。

ヒント: CVクロックは、どのレイアウトがアクティブであるかに関係なく、プロジェクトが再
生されている限り動作し続けます。これにより、モジュラーのクロックを中断することなく、
演奏の途中でレイアウトを切り替えられます。
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10 第 11章 — LCDインターフェース

Erae 2は、LVGLグラフィックスライブラリで駆動される 280 × 240 pxのカラー LCDを搭載して
います。すべてのパラメーターは、1つのロータリーエンコーダーとその内蔵プッシュスイッチで
操作します。ディスプレイは、タッチまたはエンコーダー入力があると自動的に復帰します。

10.1 11.1エンコーダーによるナビゲーションモデル

操作 動作

回す 画面上の項目間でフォーカスのハイライトを移動する
短押し 選択の確定、サブ画面を開く、またはスイッチの切り替え

フォーカスは循環的に移動します。リストローラー（スケール、レート、スタイル）では、短押し
で編集モードに入り、ローラーの値が回転に反応するようになります。もう一度短押しすると確定
して編集モードを抜けます。
ヒント:サブ画面から戻る、または設定メニューからHome画面に戻るには、専用のReturnス
イッチを使用してください。

10.2 11.2 Home画面

Home画面

63



Erae ��������������������������� 10 第 11章—LCDインターフェース

Home画面は LCDのデフォルト状態です。次の情報を表示します。

• レイアウト名—上部中央に表示され、レイアウトを切り替えるたびに更新されます。
• ルーパーサークル—ループ内の再生位置を示す円形のプログレスアークです。ルーパーがミ
ュートされると暗くなり、アクティブなルーパーがない場合はアイドルインジケーターに置
き換わります。

• BPM—ジッターを抑えるために 32クロックティックにわたって平均化されたプロジェクト
テンポで、内部または外部クロックからリアルタイムに更新されます。

ルーパーエレメントにフォーカスがあるとき、アークの下に 3組のアイコンとラベルが表示されま
す。Length（小節数）、Tempo（BPM）、Quantize Grid（細分化、例: 1/16）です。
Home画面でエンコーダーを短押しすると、Home画面に表示されているルーパーコントロール
（Length、Tempo、Quantize Grid）間でフォーカスが順に切り替わります。
レイアウトはN1–N8パネルボタンで切り替えます。番号付きのボタンを押すと、対応するレイア
ウトが読み込まれます。LCDにレイアウトセレクター画面はありません。

10.3 11.3設定メニュー

設定メニュー

Settingsスイッチを押すと、縦にスクロールするリスト形式の設定メニューが開きます。回してハ
イライトし、短押しで実行します。
プロジェクト設定: Tempo（数値）、Clock Source（Internal / USB Device / MIDI In / USB
Host）、Metronome（スイッチ）、CC On Layout Change（スイッチ）、Sensitivity（リスト）、
Brightness（数値、5～100）。
サブ画面: Velocity Curve ->ベロシティカーブエディター、Pedal Input A / B ->ペダル入力設定、
Routing ->ルーティングマトリクス、CV Clock -> CVクロック設定。
プロジェクト管理: Save、Save As、Load、Save Backup Project、Load Backup Project、Load
Factory Project、Reset Demo。
キャリブレーション: Encoder（読み取り専用のステータスインジケーター）、CV（読み取り専用の
ステータスインジケーター）、CV Gain（数値）、Run CV Calibration（ボタン—キャリブレーショ
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ンルーチンを起動）、Format SD Card & Reboot（ボタン—フォーマット前に確認ダイアログを開
く）。
ヒント:数値の行（Tempo、Brightness、CVGain）は短押しで編集モードに入ります。回して
値を変更し、もう一度短押しして確定します。

10.4 11.4アルペジエーター設定画面

アルペジエーター設定

アルペジエーターを持つキーボードエレメントのエレメントマッピング画面から到達します。

パラメーター 種類 説明

Rate リスト 音価: 1/4、1/8、1/16、1/32など
Style リスト パターン: Up、Down、Up-Down、Random、As Playedなど
Octave 数値 オクターブ幅（1～4）
Pressure 数値 指の圧力 ->ベロシティへのスケーリング（0～100%）
Quantize スイッチ レートをプロジェクトクロックにロックする

変更は即座に反映されます。タイトルバーにはエレメント名が表示されます。
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10.5 11.5スケール /キーセレクター

スケールセレクター

Scaleスイッチを押すとスケールパネルが開きます。または、スケールアクセス用に設定された
SoloKeyエレメントから起動します。3つの縦パネルがあります。

• Scale（左半分）—ファクトリースケールを一覧表示するローラー。
• Root Note（右 4分の 1）—クロマチックなルート音（C～B）用のローラー。
• Octave（右 4分の 1）—オクターブのトランスポーズ（−2から +8）用のローラー。

オプションの Show Chromatic Notesトグルで、スケール外の音高をサーフェスに表示するかどう
かを制御します。
エレメント固有の動作: - ChromaKeyboard—スケールローラーはキーの配色のみを変更します。
クロマチックレイアウトは引き続き利用できます。-DrumpadKeyboard—スケールパネルは完全
に非表示になります。スケール選択は適用されません。
ヒント: Root NoteとOctaveのローラーを使えば、Erae Labで元のレイアウトを編集するこ
となく、Iso Keyboardを素早くトランスポーズできます。

10.6 11.6 Info画面（ステータスオーバーレイ）

ファームウェアの状態を伝えるために自動的に表示される一時的なオーバーレイです。タイムアウ
トまたはエンコーダー入力で消えます。メッセージ: No SD、Project Saved、Low Power、SD
Error、SD Disk Error、Project Corrupted、Legacy Project Detected。レガシープロ
ジェクトが検出されると、オーバーレイはプロジェクトを移行するために Erae Labを接続するよう
促します。デバイス上での移行オプションは提供されません。
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10.7 11.7ルーティング画面

MIDIルーティング

Settings ‐> Routingから到達します。パススルールーティングのためにMIDIソースと宛先を接続
する、オン/オフスイッチのマトリクスです。
MIDI In ‐>USBHost、USBDevice、MIDI Out A、MIDI Out BUSB Device ‐>USBHost、MIDI

Out A、MIDIOut BUSB Host ‐>USBDevice、MIDIOut A、MIDIOut B

いずれかのスイッチを短押しすると切り替わります。設定はプロジェクトとともに保存されます。
ヒント: MIDI In ‐> USB Deviceを有効にすると、追加のソフトウェアなしで、Erae 2をハー
ドウェアシンセとDAWの間のMIDIマージャーとして機能させることができます。

10.8 11.8 MIDIモニター

リアルタイムに生成されるMIDI 2.0メッセージの診断用スクロールログです。各行には Time、
Group / Channel、Type（NoteOn、NoteOff、PolyPressure、CC、PC、ChPressure、Pitchbend）、
Valueが表示されます。ログは最新の 30メッセージをリングバッファに保持します。モニターは読
み取り専用です。画面を離れるには Returnスイッチを使用してください。
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10.9 11.9 CVクロック画面

CVクロック

Settings ‐> CV Clockから到達します。

パラメーター 種類 説明

Enabled スイッチ CVクロック出力を有効にする
Beat Division リスト パルスレート: 1/4、1/8、1/16、1/24（PPQN）、1/32など
Clock Output 数値 クロックパルス用のCVジャック（1～4）
Reset Output 読み取り専用 ClockOutputに自動的にペアリングされる隣接のリセット/シンク出力

ヒント: Beat Divisionを 1/24に設定し、ClockOutputを Eurorackモジュールにパッチする
と、24 PPQNで同期できます。

10.10 プロジェクトの保存・読み込み画面

設定内のプロジェクト項目では、現在のデバイス上のプロジェクトライフサイクルを操作できま
す。

• Save – SD上に既存のアイデンティティがある場合、現在のプロジェクトをそこに書き込みま
す。

• Save As –保存画面を開き、既存のプロジェクトを選ぶか、新しいプロジェクト名を作成でき
ます。

• Load – SDプロジェクトリストを開き、選択したプロジェクトを読み込みます。
• Save Backup Project –現在の状態をフラッシュのバックアップ/フォールバックストレージ
に書き込みます。

• Load Backup Project –フラッシュのバックアッププロジェクトを読み込みます。SDカード
がマウントされている場合は、Backup、Backup_2のように SDライブラリに保存されます。
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• Load Factory Project –明示的に保存するまで、ファクトリープロジェクトを一時的な SDな
しのアイデンティティに読み込みます。

ファクトリープロジェクトとフラッシュバックアッププロジェクトは、保存するまで SDプロジェ
クトのアイデンティティを持ちません。Saveまたは Save Asを使用するまで、編集可能な SDプロ
ジェクトとしての通常のマニフェスト/同期からは除外されます。

10.11 11.10ペダル入力の設定

ペダル入力設定

Settings ‐> Pedal Input Aまたは Pedal Input Bから到達します。共通のパラメーターはすべての
ペダルタイプに適用されます。
Global Enable（スイッチ）、Type（リスト: Disabled、Switch、Expressive、Sustain、Kick）、
Latched（スイッチ—ラッチ式かモーメンタリーかの切り替え）、Channel（リスト、1～16）、Out
Routing（ボタン -> Element Routing画面）、Calibrate（ボタン ->キャリブレーションウィザー
ド）。
タイプ固有のパラメーターは、Typeに応じて自動的に表示または非表示になります。

• Switch—押したときと離したときにメッセージを送信します。4種類のメッセージタイプ:
Note、CC、PC、Tap Tempo。NoteとCCのタイプでは、OnとOffの値を個別に設定できま
す。

• Expressive—連続的なCCまたはCVで、オプションで Invertを設定できます。
• Sustain—サブパラメーター:Mode（Binary / Continuous）、CC Number、On Value、Off
Value。Binaryモードでは、設定したOnとOffの値を使って、押したときと離したときに
CCを送信します。Continuousモードでは、ペダルの位置を CCまたは CVとして追従しま
す。

• Kick—サブパラメーター: Note、Velocity Sensitivity、Note Duration（25 ms / 50 ms / 100
ms / 200 ms）、Impact Threshold、オプションのCVGateおよびCVVelocity出力。
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10.11.1 11.10.1 SDカードフォーマット確認ダイアログ

設定メニューから Format SD Card & Rebootを選択すると、何らかの動作が行われる前に確認ダ
イアログ（confirmation_lcd_view）が表示されます。次の 2つの選択肢が示されます。

• Yes—直ちに SDカードをフォーマットし、デバイスを再起動します。
• No—キャンセルして設定メニューに戻ります。

このダイアログは、誤ったメニュー選択による不慮のデータ損失を防ぎます。

10.11.2 11.10.2ペダル入力キャリブレーションウィザード

ペダル入力キャリブレーション

ペダルのストローク範囲を取得するステップ式ウィザードです。Welcome ‐> Capture Min ‐>
Capture Max ‐> Complete（最小値と最大値が近すぎる場合は Failed）と進みます。Kickモードで
は、CaptureMaxがガイド付きの打撃取得に置き換わります。まず軽いタップ（最低 3回）、次に
強いキック（最低 3回）です。キャリブレーションは完了時にフラッシュに保存されます。

10.12 11.11ベロシティカーブエディター

ベロシティカーブ

Embodme 70



Erae ��������������������������� 10 第 11章—LCDインターフェース

Settings ‐> Velocity Curveから到達します。指の圧力がMIDIベロシティにどのようにマッピン
グされるかを、ライブのカーブグラフで示します。左側に 4つの選択可能なパラメーターがありま
す。

パラメーター 説明

Threshold タッチを認識するための最小圧力
Drive カーブ適用前の生の圧力にかけるゲイン
Compand ダイナミックレンジを拡張または圧縮する
Range 最大圧力時の最大MIDIベロシティ

Resetボタンでファクトリーデフォルトに戻します。パラメーターを変更すると、グラフがリアル
タイムで再描画されます。
ヒント: Thresholdを高く設定し、Driveを中程度にすると、サーフェスがより伝統的なキーボ
ードのような感触になります。ノートが認識される前に意図的な圧力が必要になります。

10.13 11.12 Element Routing画面

Element Routing

フォーカスされているエレメントからのデータを、どのMIDI出力ポートが受け取るかを制御しま
す。Mapping画面またはペダル入力設定から到達します。
To USB Device、To MIDI A、To MIDI B、To USB Host—すべて同時に有効にできます。変更は
即座に適用されます。
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10.14 11.13 Mapping画面

Mapping

フォーカスされているエレメントのデバイス上パラメーターを編集する際に開きます。タイトルに
はエレメント名とタイプが表示されます。パラメーターはタイプによって異なります。

• Button—ノート、ベロシティ、CCナンバー、CCのオン/オフ値、チャンネル。
• Fader 1D / 2D—CCアサイン、デフォルト値、センター値、最小/最大、レスポンスカーブ。
2Dでは Xと Yのコントロールが別々に追加されます。

• SoloKey—ノート、チャンネル、ラッチ。設定されている場合はスケールパネルを開きます。
スケールは SoloKeyエレメントからもアクセスできます。

• Keyboard—MIDIチャンネル、トランスポーズ、CVアサイン（Pitch、Gate、オプションの
エクスプレッション出力）。キーボードエレメントでは、CVNumVoiceとベースチャンネル
のアサインがここに表示されます。

下部にあるMIDI Routingボタンは、そのエレメントの Element Routing画面に直接リンクしま
す。

10.15 11.14ルーパー設定画面

ルーパー設定

Home画面のルーパーコントロールから到達します。
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パラメーター 現在の値 説明

Time Signature 4/4のみ ルーパー表示用の小節長の計算
Count In Noneのみ 録音開始前の小節数—カウントインは現在実装されていません
Stop Mode Nowのみ Stopコマンドでルーパーが即座に停止する
Loop View Simpleのみ ルーパーアークの表示スタイル

メモ: Time Signature、Count In、StopMode、Loop Viewの追加オプションは、今後のファ
ームウェアリリースで予定されています。現在のファームウェアでは、上記の値をサポートし
ています。

10.16 11.15 Save / Save As / Load画面

Saveは、SD上に既存のアイデンティティがある場合、現在のプロジェクトをそこに書き込みます。
Save Asは SDカードのプロジェクトファイルを一覧表示し、既存のプロジェクトを選ぶか、新し
いプロジェクト名を作成できます。アクティブなプロジェクトには *が付きます。キャンセルする
には Returnスイッチを使用してください。
保存中は、全画面のアニメーションオーバーレイが 500 ms 間隔で Saving -> Saving. ->

Saving.. -> Saving... と切り替わります。書き込みが完了するまでエンコーダーは反応しませ
ん。その後、Info画面が Project Savedと短く確認を表示します。
Loadは SDプロジェクトリストを表示します。プロジェクトを短押しすると即座に読み込まれ、
RAM内の現在のプロジェクトを置き換えます。
ヒント: プロジェクトを読み込む前に、Save、Save As、または Save Backup Projectを使っ
て現在の作業を保存してください。読み込みは LCDから取り消すことができません。
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Erae2では、LEDインジケーター付きのラベル表示された18個のパネルスイッチ、専用のCalibrate

スイッチ（LEDなし）、エンコーダー（シャフトクリック対応）、そして専用のファンクションボタ
ンを通じて、直接的な物理操作が可能です。これらのコントロールはすべて LCDの周囲に配置され
ています。これらを使えば、演奏面に触れることなくメニューの操作、設定の変更、機能の実行を
行えます。

11.1 パネルスイッチ

Erae2のパネルには、LEDインジケーター付きの静電容量式タッチスイッチ18個に加え、Calibrate
スイッチ（LEDなし）が備わっています。エンコーダーのシャフトはクリック入力としても機能し
ます（静電容量式ではなくADCベース）。

11.1.1 番号付きスイッチ（N1～N8）

最上段には、N1からN8までのラベルが付いた 8個の汎用スイッチがあります。これらはプログラ
ム可能で、プロジェクトの構成に応じてレイアウトの切り替え、ミュートボタン、またはカスタム
トリガーとして機能します。
ヒント: N1～N8を、よく使うレイアウトへ直接ジャンプするよう割り当てておきましょう。1
回タップするだけで演奏面全体を一瞬で切り替えられます。

11.1.2 ファンクションスイッチ

残りの10個のスイッチ（LED付き）には専用の役割があり、これに加えてCalibrateスイッチ（LED
なし）があります。

スイッチ LED 機能

Play/Rec あり ルーパーを開始またはアームします。最初のタッチで録音を開始します
Stop あり 再生を停止し、ルーパーを先頭に戻します
Plus あり 選択中の値を増やす、またはリスト内を前方へ移動します
Minus あり 選択中の値を減らす、またはリスト内を後方へ移動します
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スイッチ LED 機能

Scale あり スケール選択メニューを開きます
Mapping あり エレメントマッピングのオーバーレイを開きます
Arp あり アルペジエーターのオン／オフを切り替えます
Settings あり Settings画面を開きます
Return あり 前の画面に戻ります。SettingsからはHomeに戻ります
Calibrate なし タッチ面の FSRキャリブレーションを開始します

ヒント: Returnスイッチはいつでもあなたを元の場所に戻してくれます。入れ子になったメニ
ューのどこからでも押せば 1つ上の階層へ戻り、短く長押しすればHome画面へ直接ジャンプ
できます。

11.2 エンコーダー

Erae 2には、LCDの横に配置されたロータリーエンコーダー（Main Encoder）が 1つ備わってい
ます。これはメニューの操作と値の入力を行うための主要なコントロールです。

11.2.1 スクロール

エンコーダーを回すと、リスト項目のスクロール、数値パラメーターの調整、画面上の項目間の移
動ができます。物理的なデテント 1つにつきちょうど 1ステップ移動し、エンコーダーは加速しま
せん。これにより、どんな速度でも正確で予測可能な操作が保証されます。
ヒント: Tempo（1～999 BPM）のように範囲の広いパラメーターでは、PlusとMinusのパネ
ルスイッチで大きく動かし、その後エンコーダーで 1ステップ単位の微調整を行うとよいでし
ょう。

11.2.2 クリック

エンコーダーのシャフトを内側に押し込むと、現在ハイライトされている選択を確定します。リス
トではその項目を選択し、数値フィールドでは入力した値を確定して次のフィールドへフォーカス
を移します。エンコーダーのクリックは ADCベースの入力であり、静電容量式のパネルスイッチ
とは区別されます。
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11.3 Returnスイッチ

Returnスイッチは、すべてのナビゲーション場面でReturn／Homeコントロールとして機能しま
す。Settingsのサブページから 1回押すと親画面に戻ります。最上位の Settings画面から Return
を押すと、アクティブなレイアウト名、ルーパーの状態、現在のテンポを表示するHomeビューに
戻ります。

11.4 シフトの組み合わせ

特定のスイッチを押しながら別のスイッチを押すと、副次的な機能を呼び出せます。利用できる組
み合わせは、アクティブな画面によって異なります。

• Plus + Minus（同時に長押し）—フォーカス中のパラメーターを工場出荷時のデフォルト値
にリセットします。

• Play/Rec + Stop（同時に押す）—現在のルーパー録音バッファをクリアします。

ヒント: Settingsスイッチを押している間は、文脈に応じたシフトのヒントが LCDに表示され
るため、その場で利用可能な組み合わせを確認できます。
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Erae 2のサーフェスは 42×24のフルカラーRGB LEDグリッド（個別にアドレス指定可能な 1,008

ピクセル）で覆われており、レイアウトに命を吹き込みます。すべてのエレメントタイプは独自の
ビジュアル言語を持ち、タッチ操作には即座にフィードバックが返るため、サーフェスが反応して
いることを常に確認できます。

12.1 RGBカラーシステム

各 LEDはチャンネルごと（赤・緑・青）に 8ビットの色を出力し、1,600万色を超えるパレットを
実現します。ファームウェアは物理ハードウェアに対してチャンネルごとの強度補正カーブを適用
します。赤チャンネルは公称最大値の 70%でピークに達し、緑は 100%、青は 65%でピークに達
します。この補正により、Erae Labで定義した色がサーフェス上で自然かつ一貫して表示されます。
エディター上の純粋な白は、青みがかることなくハードウェア上でも本当の白に見えます。
LED全体の明るさは、長時間のセッション中の熱ストレスを防ぐため、ハードウェアの最大値の 80

%に制限されています。
ヒント: Erae Labで設定した色が、そのままハードウェアに表示されます。補正はファームウ
ェアに組み込まれているため、手動で調整する必要はありません。

12.1.1 明るさの調整

全体の明るさは設定画面から調整できます。明るさを下げることは、暗いスタジオ環境や、消費電
力が重要なバッテリー駆動のリグで使用する場合に役立ちます。

12.2 エレメントごとのビジュアル表現

各エレメントタイプは異なるビジュアルスタイルを使用します。スタイルは Erae Labで割り当てら
れ、プロジェクトに保存されます。
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LEDタッチフィードバック

12.2.1 キー

キーエレメントは、その形状全体を覆う単色またはグラデーションを表示します。スケールに対応
したレイアウトではエッジカラースタイルが使用されます。スケール内の音は明るい色のボーダー
と暗めの塗りつぶしで表示され、スケール外の音は暗めに表示されるか、別の色が使用されます。
ルート音は通常、独自の色相で強調表示されます。
スタイルのオプションは次のとおりです。-単色 –キー領域全体を均一に塗りつぶします -リニアグ
ラデーション –キーをまたいで色がある色相から別の色相へとフェードします -円形グラデーショ
ン –キーの中心から外側に向かって色が放射状に広がります -矩形グラデーション –中心から端に
向かって色がフェードします -エッジカラー –独自のボーダー色と対照的な塗りつぶしを使用しま
す -イメージ /圧縮イメージ –カスタムビットマップがキーサーフェス上に描画されます

12.2.2 ボタン

ボタンはデュアル強度またはデュアルカラースタイルを使用して、オン/オフの状態を伝えます。ボ
タンがオフのとき、LEDは割り当てられた色を強度を下げた状態（または別の「オフ」色）で表示
します。アクティブなときは、LEDが最大の明るさで点灯します。ラッチ式ボタンは、押すたびに
点灯状態を保持します。

12.2.3 フェーダー（1Dおよび 2D）

フェーダーエレメントは、指の位置を追従する光のバーまたはアクティブ領域を表示します。塗り
つぶしはフェーダーのセンター値から始まり、現在の値まで広がります。新しく作成したフェーダ
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ーのセンター値は 0で、これは従来の最小値からの描画に一致します。センターを 63に設定する
と、センターディテントのビジュアル応答が作られます。

• フェーダー 1D –縦または横のバーがセンター値からタッチポイントへ向かって塗りつぶされ
ます。センターが 0の場合は最下部/最小端から塗りつぶされます。センターが 63の場合は
中央からいずれかの方向に向かって塗りつぶされます。

• フェーダー 2D –十字線またはドットがエレメント領域内の X/Y位置をマークします。アク
ティブ領域はセンターポイントと現在の位置の間に描画され、センターディテント方式の XY

レイアウトの基準として、薄い中央の十字線を表示し続けることができます。

12.2.4 APIゾーン

APIゾーンには組み込みのビジュアルスタイルがありません。各ピクセルの色はAPIを通じてソフ
トウェアから完全に制御されるため、完全にカスタムなビジュアル表現が可能です。

12.3 アニメーション

アニメーションは、ベースとなるエレメントスタイルの上にダイナミックなビジュアル効果を重ね
ます。Erae Labでエレメントごとに設定され、タッチイベントに応じて再生されます。

LEDアニメーション

利用できるアニメーションのトリガーポイントは 3つあります。
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トリガー 発動するタイミング

クリック 指がサーフェスに最初に触れた直後
スライド 指がサーフェス上を移動している間、継続的に
リリース 指が離れたとき

12.3.1 FingerGlow

光の放射状のブルームが、動く指の後ろに尾を引きます。グロウはエレメント上の指の軌跡を追い、
自然に消えていく短い発光の尾を残します。色、形状（円形または矩形）、速度、そしてカラーモー
ド（固定、またはエレメントの色に合わせる）が設定可能です。
ヒント: 対照的な色を使った速いクリックの FingerGlowは、演奏するキーにピアノのハンマ
ーのような効果を与えます。控えめですが、ライブパフォーマンスで気づきやすいものです。

12.3.2 Ripple

光のリングがタッチポイントから外側に広がり、接触点から離れるにつれてフェードしていきます。
Rippleは、パーカッションやリズムのエレメントに物理的なドラムパッドのような感覚を与えま
す。

12.3.3 Halo

接触点に静的な放射状のブルームが現れ、タッチしている間そこに固定されたままになります。指
を追って尾を引くことはありません。Haloはキーをサステインする際に役立ち、押さえている各音
の下に、動く効果ではなく持続的なグロウが欲しい場合に適しています。

12.3.4 ColorMorph

押したときまたは離したとき、エレメントは設定された 2つの色の間を、設定可能な持続時間
と強度で遷移します。強度は色がどれだけ変化するかを制御し、速度は遷移時間を制御します。
ColorMorphはクリック（指を下ろしたとき）、リリース（指を上げたとき）、またはその両方でト
リガーするように設定できます。
ヒント: フェーダーエレメントに ColorMorphを使ってみましょう。押した状態には暖色を、
離した状態には寒色を設定すれば、アクティブなフェーダーの位置がひと目で視覚的に区別で
きるようになります。
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12.4 プレスフィードバック

アクティブなエレメントに触れると、LEDは次の 2つの方法で即座に反応します。

1. 強度のシフト – hoverIntensity設定に応じて、エレメントが明るくなるか暗くなります。
強度の増加を正の値に設定したエレメントは、指の下でより明るく見えます。負の値はディ
ミング効果を生みます。これにより、MIDIが送信される前に、サーフェスがタッチを検出し
たことが確認できます。

2. アニメーションのトリガー –エレメントにクリックアニメーションが設定されている場合、
強度のシフトと同じ瞬間に発動します。

ヒント: プレスフィードバックはMIDI出力とは独立しています。生のタッチ検出で発動する
ため、MIDIルーティングを再構成している最中でも、必ず確認の反応が見えます。

12.5 ステータスインジケーター

LCDとスイッチ LEDは、メインサーフェスのグリッドには表示されない追加のステータス情報を
伝えます。

12.5.1 読み込みスピナー

プロジェクトの読み込み中や同期操作の実行中は、LCD上でスピナーアニメーションが再生されま
す。読み込み中も、画面が暗くなる瞬間を避けるため、メイン LEDサーフェスは直前のレイアウト
で点灯したままになります。

12.5.2 保存フラッシュ

プロジェクトの保存が完了すると、Project Savedの確認が LCDに表示されます。古いファームウ
ェアでは、保存に合わせてサーフェス全体が短くフラッシュすることがあります。

12.5.3 クロックシンクパルス

外部MIDIクロックソース（USB-dev、MIDI、または USB-host）が選択されている場合、クロッ
クのロック状態はホーム画面のテンポ表示に反映されます。受信したクロックが平均化・フィルタ
リングされるのに伴い、BPM表示はリアルタイムで更新されます。
ヒント: BPM表示が激しく変動する場合、受信しているMIDIクロックにジッターがある可能
性があります。トラブルシューティングの間、テンポを安定させるにはクロックソースを INT
に切り替えてください。
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12.5.4 スイッチ LED

パネルスイッチのうち 18個には独自の LEDインジケーターがあります（キャリブレーションスイ
ッチとエンコーダークリックには LEDがありません）。これらは次の状態を反映します。

• アクティブなレイアウト – N1～N8の LEDが、現在読み込まれているレイアウトスロットを
強調表示します

• 機能の状態 – Arpやその他のアクティブな機能スイッチは、その機能が有効なときに点灯し
ます

• ナビゲーション位置 –アクティブなメニュー項目は、対応するスイッチ LEDで示されます

ヒント:スイッチ LEDの明るさは全体の明るさに連動します。設定で明るさを下げると、サー
フェスグリッドとスイッチパネルの両方が同時に暗くなります。
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Erae Labは、Erae 2プロジェクトの設計、編集、管理を行うためのコンパニオンデスクトップアプ
リケーションです。ハードウェアを Erae Labに接続すると、プロジェクトの編集、ファームウェア
の更新、バックグラウンドでのプロジェクト同期が利用できるようになります。

13.1 USB接続

付属のUSBケーブルを使って Erae 2をコンピューターに接続します。デバイスはUSBコンポジッ
トデバイスとして認識されます。Erae LabはVendor USBチャンネルを介してデバイスと通信しま
す。これはMIDIポートとは別の、専用かつ低レイテンシーな通信経路です。Erae Labを使用する
ためにMIDIポートを設定する必要はありません。
Erae Labは接続されたデバイスを自動的に検出します。macOSでもWindowsでも、ドライバーの
インストールは不要です。検出に成功すると、Erae Labツールバーの接続インジケーターが緑色に
なり、検出されたデバイスモデル（Eraeまたは Erae 2）とファームウェアバージョンが表示されま
す。

13.1.1 自動検出

Erae Labはタイマーで接続デバイスを定期的にポーリングします。デバイスが見つかると、Vendor
USBチャンネルを介して次のハンドシェイクが自動的に行われます。

1. LabはUSBプロダクト IDによってデバイスを識別します（Erae 2: 0xDF02/0xDF03、Erae:
0xDF00/0xDF04）。

2. Labはファームウェアバージョンとデバイス固有 IDを要求します。
3. Labはデバイスステータス（電源OK、メディアカードの有無、アクティブなプロジェクト）
を要求します。

4. Labはプロジェクトマニフェストの要求を開始し、デバイスに保存されたプロジェクトと Lab

ライブラリを比較します。

接続が良好であれば、ハンドシェイク全体は 2秒未満で完了します。
ヒント:自動検出が始まらない場合は、USBケーブルを抜き差ししてから、Erae Labのデバイ
ス/接続リセット操作を使用して、新たにスキャンを実行してください。
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13.2 接続インジケーター

接続されると、Erae Labとデバイスの LCDの両方がフィードバックを表示します。

• Erae Labツールバー—緑色のドットとデバイスのファームウェアバージョンを表示します。
• Erae 2 LCD—マニフェストの交換中は同期アニメーションを表示し、完了するとホームビュ
ーに戻ります。

• Labステータス—同期やファームウェア操作の実行中は進行状況を表示し、完了すると接続
済み/アイドル状態を表示します。

ヒント: Erae Labツールバーの同期インジケーターは、ファームウェアの更新中やファイル転
送中にもスピナーを表示します。スピナーが停止するまで待ってから接続を解除してくださ
い。

13.3 プロジェクト同期

Erae Labと Erae 2は、バックグラウンドの同期/セッションリンクを共有します。Labでのレイア
ウト編集は自動保存され、編集が確定した後にデバイスへ反映されます。デバイス側のプロジェク
ト変更も、同じセッションを通じて Labに報告されます。通常、編集のたびに手動でプッシュ/プル
の操作を行う必要はありません。
注意:グローバル設定（Brightness、Sensitivity、Velocity Curve）はデバイス全体の設定であ
り、プロジェクト同期の対象ではありません。これらはプロジェクトデータと一緒にプッシュ
やプルされることはありません。

13.3.1 競合の解決

Labとデバイスの両方で同じプロジェクトに変更がある場合、Labは競合の選択肢を提示します。
次のいずれかを選べます。

• Keep Lab—Labのコピーを使用し、デバイスへ送信します。
• Keep Device—デバイスのコピーを使用し、Labへ取り込みます。
• Keep Both— Labのバージョンを保持しつつ、デバイスのバージョンを別のコピーとしてイ
ンポートします。

ヒント:競合を避けるには、Erae Labで編集する前に必ず Erae 2を接続してください。デバイ
スを接続した状態でライブ編集を行えば、後から競合を解決する必要がなくなります。
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13.4 Erae Labを介したファームウェア更新

ファームウェアの更新は Erae Labを通じて配信されます。Erae Labにはファームウェアが同梱さ
れており、通常のデバイスを更新したり、すでにブートローダーモードに入っているデバイスを復
旧したりできます。
更新するには:

1. デバイスを接続した状態で Erae Labを開きます。
2. Erae Labが現在のファームウェアバージョンを検出し、必要に応じて同梱の更新を提示しま
す。

3. 更新を確定します。デバイスはブートローダーモードで再起動します。
4. Erae Labは .syxファームウェアイメージをMIDI SysEx経由でストリーミングします。転送
中にUSBケーブルを抜かないでください。

5. デバイスは自動的に新しいファームウェアで再起動します。

Erae Labが孤立したブートローダーを検出した場合は、復旧の選択肢を提示します。最新の同梱フ
ァームウェアをインストールする、ファームウェアファイルを手動で選択する、またはプロンプト
を閉じる、のいずれかを選べます。
ヒント:ファームウェアの更新でプロジェクトが消去されることはありません。プロジェクト
はファームウェアイメージとは別に保存されており、ファームウェア更新の処理中に変更され
ることはありません。

13.5 Erae Labが必要な機能とスタンドアロンで使える機能

Erae 2は、Erae Labに接続していなくても完全に機能します。次の表は、どの機能で Labが必要に
なるかをまとめたものです。

機能 スタンドアロン Labが必要

レイアウトの演奏 可 不要
レイアウトの切り替え（N1～N8） 可 不要
テンポとクロックの調整 可 不要
ペダル入力とCVの設定 可（LCDの Settings） 高度な編集には必要
エレメントのチューニングとMIDIマッピングの編集 可（LCDのMapping、Scale、Routing画面） 高度な編集には必要
エレメントの移動、サイズ変更、スタイル設定、種類の変更 不可 必要
新しいレイアウトの作成 不可 必要
ファームウェアの更新 不可 Erae Labを介して
プロジェクトファイルのエクスポート/インポート 不可 必要
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ヒント: Erae Labが接続されていなくても、デバイスの Settings画面から現在の状態を保存で
きます。そのため、パフォーマンス時の編集（テンポ、ルーティング）がセッション間で失わ
れることはありません。

詳細な同期操作については、Erae Labユーザーマニュアルの第 12章を参照してください。
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設定画面は、グローバル設定、プロジェクト構成、プロジェクトの保存と読み込み、MIDIルーティ
ング、CVクロック、ハードウェアキャリブレーションを管理する、デバイス上のコントロールセン
ターです。どの画面からでも Settingsスイッチを押すと開きます。

設定

14.1 グローバル設定

14.1.1 明るさ

Brightnessは、サーフェスとスイッチパネルの LEDの全体的な明るさをまとめて調整します。エ
ンコーダーを回して、5（最小、常時点灯する弱い光）から 100（最大）の値に設定します。低い値
にすると消費電力が抑えられ、暗い環境でも目に優しくなります。
ヒント: 明るさを 60～70 %程度に設定すると、ほとんどのライブパフォーマンス環境で快適
です。最大の明るさはインスタレーションや照明の明るいステージのために取っておきましょ
う。

14.1.2 感度

Sensitivityは、サーフェスのタッチに対する反応のしやすさを設定します。4つのプリセットオプ
ションが用意されています。
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オプション 説明

XSensitive 最も敏感—スタジオでの使用や、非常に軽いタッチで演奏する方に最適
Sensitive 敏感だが、誤反応をある程度防止する
Safe デフォルト—ほとんどの演奏スタイルと環境にバランス良く対応
XSafe 最も鈍感—振動の多い環境で誤反応を抑える

ヒント:サーフェスの反応が鈍く、過度な圧力が必要だと感じる場合は XSensitiveに切り替
えてください。触れていないのにゴーストノートが発生する場合は Safeまたは XSafeに切り
替えてください。

14.1.3 ベロシティカーブ

Velocity Curveを押すと、ベロシティカーブエディターが開きます。4つのパラメーターでレスポ
ンスを調整します。

• Threshold—ノートを認識するために必要な最小の圧力です。これを上げると、軽いタッチ
での誤反応を減らせます。

• Drive—圧力範囲の中域でベロシティ信号を増幅します。
• Compand—ベロシティカーブに圧縮/伸張を適用し、ダイナミクスのコントロールを容易ま
たは難しくします。

• Range—ベロシティ出力の最大値（MIDI 0～127）を設定します。

各パラメーターを調整すると、LCDにカーブのライブプレビューが描画されます。リセットボタン
を押すと、4つの値すべてを工場出荷時のデフォルトに戻します。
ヒント:演奏がダイナミックすぎて常にノートが最大ベロシティになる場合は、Driveを下げ、
Thresholdをわずかに上げてください。すべてのノートが弱く感じる場合は、Driveを上げ、
Thresholdを下げてください。

14.2 プロジェクト設定

現在の設定リストには、Save、Save As、Load、Brightness、Sensitivity、Tempo、Clock Source、
Metronome、CC On Layout Change、Velocity Curve、Pedal A/B、Routing、CV Clock、Save
Backup Project、Load Backup Project、Load Factory Project、CV Gain、Run CV Calibration、
MIDI 2.0: ON/OFF、Format SD Card & Rebootが含まれ、デモモードが有効な場合は Reset
Demoも含まれます。
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14.2.1 テンポ

Tempoは、ルーパー、アルペジエーター、メトロノームの内部BPMを設定します。範囲は 1～999
BPMです。エンコーダーを回して調整します。変更は即座に反映されます。

14.2.2 クロックソース

Clock Sourceはタイミングの基準を選択します。

値 説明

INT 内部クロック—デバイスが独自のテンポを生成する
USB-dev USBDeviceポートで受信したMIDIクロックに同期する
MIDI MIDI入力で受信したMIDIクロックに同期する
USB-host 接続されたUSBHostデバイスからのMIDIクロックに同期する

ヒント: DAWをクロックマスターとして使用する場合は、Clock Sourceを USB-devに設定し
てください。Eraeはクロック連動するパフォーマンス機能をDAWのトランスポートにロッ
クします。

14.2.3 メトロノーム

Metronomeトグルを有効にすると、現在のテンポとクロックソースに従ってクリック音が出力さ
れます。クリックは、設定されたルーティング上でMIDIノートとして送信されます。

14.2.4 レイアウト変更時の CC送信

CC on Layout Changeを有効にすると、N1～N8でアクティブなレイアウトを切り替えるたびに
MIDIコントロールチェンジメッセージが送信されます。これにより、外部ソフトウェアがレイア
ウトの変更に自動的に追従できます。

14.3 MIDIルーティング

MIDI Routingを押すと、ルーティングマトリクスが開きます。各ルーティングトグルは、MIDI入
力を 1つ以上の出力に接続します。
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ルート 説明

MIDI In ‐> USB Host MIDI入力をUSBHost出力へ転送する
MIDI In ‐> USB Device MIDI入力をUSBDevice出力へ転送する
MIDI In ‐> MIDI Out A スルー: MIDI入力をMIDIOut Aへ
MIDI In ‐> MIDI Out B スルー: MIDI入力をMIDIOut Bへ
USB Device ‐> USB Host USBDevice入力をUSBHost出力へルーティングする
USB Device ‐> MIDI Out A USBDevice入力をMIDIOut Aへルーティングする
USB Device ‐> MIDI Out B USBDevice入力をMIDIOut Bへルーティングする
USB Host ‐> USB Device USBHost入力をUSBDevice出力へルーティングする
USB Host ‐> MIDI Out A USBHost入力をMIDIOut Aへルーティングする
USB Host ‐> MIDI Out B USBHost入力をMIDIOut Bへルーティングする

ヒント: EraeをMIDIスルーボックスとして使用するには、MIDI In ‐> MIDI Out Aを有効に
し、上流のコントローラーをMIDI Inに、シンセをMIDIOut Aに接続してください。

14.4 CVクロック出力

CV Clockは、内部テンポに同期したCVゲートパルス出力を設定します。クロックを有効にし、CV
出力インデックスを選択して、ビート分割を設定します。

分割 説明

1 ppqn 4分音符あたり 1パルス
2 ppqn 4分音符あたり 2パルス
4 ppqn 4分音符あたり 4パルス（16分音符）
8 ppqn 4分音符あたり 8パルス
24 ppqn 標準のMIDIクロックレート
48 ppqn 2倍速のMIDIクロックレート

リセット出力は読み取り専用で、選択したクロック出力の隣の出力に自動的にペアリングされます。
現在のところ、無効化したり個別に割り当てたりすることはできません。
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14.5 ペダル入力の設定

ペダル入力

Eraeには2つのペダル入力（Pedal AとPedal B）があります。LCDでは現在これらをFootSw Aと
FootSw Bと表示していますが、このラベルは将来のファームウェアリリースで Pedal A / Pedal
Bに更新される予定です。設定で対応する項目を押すと、個別の設定ページが開きます。

14.5.1 タイプ

Typeはペダルの動作モードを選択します。

タイプ 最適な用途

Disabled 入力を無視する
Switch オン/オフのスイッチペダル。押下/解放時にノートまたはCC/PCを送信する
Expressive 反転オプション付きの高解像度連続ペダル
Sustain Binary 標準的なサステインペダル—CC64のオン/オフを送信する
Sustain Continuous エクスプレッションペダル—連続したCCを送信する
Kick ベロシティ対応のキックトリガー（ドラムマシン用ペダル）

14.5.2 グローバル有効化

Global Enableをトグルすると、設定を失うことなくペダル入力を有効化またはバイパスできま
す。

14.5.3 ルーティング

Out Routingは、ペダル入力メッセージを伝送するMIDI出力ポートを選択します。
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14.5.4 ラッチ

Latchedを有効にすると（Switchおよび Sustain Binaryタイプ）、ペダルを押し続けることなく、1
回押すだけで出力状態が切り替わります。

14.5.5 チャンネル

Channelは、ペダル入力メッセージのMIDIチャンネル（1～16）を設定します。
ヒント: ペダル入力 Aをサステインに、ペダル入力 Bをエクスプレッションに割り当てると、
プロジェクトごとに再設定することなく、キーボードのような演奏セットアップが実現できま
す。

14.6 キャリブレーション手順

14.6.1 CVキャリブレーション

CV Calibrationを押すとCV出力キャリブレーションのサブ画面が開きます。続いて Run CV calib
を押すと、自動手順が開始します。ファームウェアは 24系統のCV出力それぞれを既知の電圧範囲
で駆動し、その結果を測定します。基準メーターで出力電圧が常に高い、または低いと表示される
場合は、CV Gainを調整してください。

14.6.2 エンコーダーキャリブレーション

Encoder Calibrationを押すと、エンコーダーのディテント位置を再初期化します。エンコーダーが
引っかかる、ステップを飛ばす、または逆方向のイベントを認識する場合に使用してください。

14.6.3 ペダル入力キャリブレーション

エクスプレッションタイプのペダル（Sustain Continuous、Expressive）では、正確なキャリブレ
ーションが不可欠です。ペダル入力設定ページの下部にある Calibrateを押すと、キャリブレーシ
ョンウィザードが起動します。
ほとんどのペダルタイプでは、ウィザードが次の 3つのステップを案内します。

1. Welcome—キャリブレーション対象のペダル入力インデックスとペダルタイプを確認しま
す。

2. Capture Min—ペダルを完全に離した状態で押し、確定して最小位置を記録します。
3. Capture Max—ペダルを完全に踏み込んだ状態で押し、確定して最大位置を記録します。

Kickペダルの場合、ウィザードは代わりに次をキャプチャします。
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1. Light Taps—ペダルを軽く 3回以上叩いて、弱打の基準を設定します。
2. Strong Kicks—ペダルを強く 3回以上叩いて、強打の基準を設定します。

その後、ウィザードがキャリブレーションを計算し、結果をフラッシュに保存します。ペダルの値
が範囲外であったり、必要な回数の打撃がキャプチャされなかったりした場合、ウィザードは失敗
を報告し、再試行できるようにします。
ヒント:新しいペダル入力は、最初のパフォーマンスの前に必ずキャリブレーションしてくだ
さい。ペダルは物理的なストローク範囲が大きく異なるため、キャリブレーションされていな
いペダルは物理的な限界に達する前に最小値や最大値でクリップする場合があります。

14.7 プロジェクト管理

• Save—現在のプロジェクトに既存の SDアイデンティティがある場合、そこに書き込みます。
• Save As—新規または選択したプロジェクト名で保存します。
• Load—SDカードのプロジェクトライブラリからプロジェクトを参照して読み込みます。
• Save Backup Project—現在のプロジェクトを内部フラッシュのバックアップスロットに書
き込みます。

• Load Backup Project—内部バックアップスロットからプロジェクトを復元します。SDがマ
ウントされている場合は、SDライブラリに Backup、Backup_2などとして保存されます。

• Load Factory Project—明示的に保存するまで、工場出荷時のデフォルトプロジェクトを一
時プロジェクトとして読み込みます。

• Format SD Card & Reboot—SDカードを消去して再フォーマットし、再起動します。SDエ
ラーからの復旧時にのみ使用してください。

• Reset Demo—工場出荷時のデモコンテンツをすべて復元します。

工場出荷時プロジェクトとバックアッププロジェクトは、保存されるまで SDアイデンティティを
持ちません。Saveまたは Save Asで SDベースのプロジェクトアイデンティティが付与されるまで
は、編集可能な SDプロジェクトとして通常のマニフェスト/同期から除外されます。プロジェクト
の名前変更/削除は Lab/ベンダープロトコルの操作であり、単独の LCDアクションとしては公開さ
れていません。

14.8 ストレージの状態と復旧

Eraeで保存したプロジェクトは通常 SDカード上に保存されます。フラッシュストレージは、バッ
クアップ/フォールバックデータ、グローバルキャリブレーション、デバイスのメタデータに使用さ
れます。

• SDマウント済み –通常のプロジェクトの保存/読み込みと Lab同期が利用できます。
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• SDなし –デバイスは工場出荷時またはバックアップのフォールバック状態を使用できます
が、通常の SDプロジェクトライブラリの保存/読み込みはできません。

• ファイルシステムなし – SDを使用する前に、デバイスがフォーマットを促します。
• ディスク/読み書きの障害 –保存/読み込みが失敗する場合があります。SDカードをフォーマ
ットするか交換してください。

• ヘルスチェックの失敗 – SDは信頼できないものとして扱い、バックアップして再フォーマッ
トするか交換してください。

プロジェクトの書き込みはクラッシュセーフです。書き込み中に電源が遮断された場合、ファーム
ウェアは次回起動時に最後の有効なプロジェクトデータの復旧を試みます。SDカードをフォーマ
ットすると、SD上のプロジェクトが消去され、デバイスが再起動します。
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この章では、Erae 2で遭遇する可能性のある最も一般的な問題と、その解決方法について説明しま
す。

15.1 接続に関する問題

15.1.1 USBが Erae Labで認識されない

症状: Erae Labに接続済みデバイスが表示されず、ツールバーのインジケーターがグレーのままに
なります。
手順:

1. USBケーブルがデータ転送に対応していること（充電専用ケーブルではないこと）を確認し
てください。別のケーブルを試してみてください。

2. ケーブルが Erae 2の正しいポート（背面のデータ／電源用USB-Cポート）に差し込まれてい
ることを確認してください。

3. Erae Labで環境設定を開き、Reset MIDI Connectionsをクリックします。これによりデバ
イスの再スキャンが強制的に実行されます。

4. Linuxでは、udevルールによってUSBデバイスへのアクセスがブロックされている場合があ
ります。お使いのユーザーがデバイスノード（通常は /dev/bus/usb/...）にアクセスする
権限を持っているか確認してください。必要に応じて、Vendor ID 0x2B87用の udevルール
を追加してください。

5. デバイスを接続したままの状態で Erae Labを再起動してください。

ヒント:これまで Erae Labが正常に動作していたのに、システムアップデート後にデバイスを
認識しなくなった場合は、USBクラスドライバーが変更された可能性があります。Erae Lab
を再インストールして、正しいドライバー構成を復元してください。

15.1.2 MIDIポートが DAWに表示されない

症状: Erae 2は接続されているのに、そのMIDIポートがDAWのMIDIデバイス一覧に表示されま
せん。
手順:
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1. まず、デバイスが接続され、Erae Labで認識されている（インジケーターが緑色）ことを確
認してください。MIDIポートは接続時に即座にOSレベルで登録されます。

2. macOSでは、Audio MIDI設定（アプリケーション ->ユーティリティ）を確認してください。
MIDIスタジオウィンドウに Erae 2が表示されるはずです。

3. Windowsでは、デバイスマネージャーでMIDIデバイスの一覧を確認してください。黄色の
警告アイコンが表示されていないことを確認してください。

4. Erae 2を接続したままの状態でDAWを再起動してください。一部のDAWは起動時にのみ
MIDIポートをスキャンします。

5. 設定で意図的にMIDI 2.0を有効にしていない限り、デバイスが通常のMIDI 1.0 USBモード
になっていることを確認してください。MIDI 2.0: ON/OFFを変更するには再起動が必要で
す。

ヒント:通常モードでは、Erae 2は Erae 2 MIDI（標準）と Erae 2 MIDI (MPE)（表現力
豊かな演奏用）を公開します。特定のワークフローで指示されない限り、MIDI 2.0ケーブルを
手動でルーティングしないでください。

15.1.3 MPEポートがmacOSに表示されない（古いデバイスエントリ）

症状: ファームウェアアップデートや再接続の後、macOSのDAWに Erae 2 MIDI (MPE)ケー
ブルが表示されない、または誤ったポート番号で表示されます。
手順:

1. Audio MIDI設定（アプリケーション ->ユーティリティ -> AudioMIDI設定）を開きます。
2. MIDIスタジオウィンドウが表示されていない場合は、ウィンドウ ‐> MIDIスタジオを表示
をクリックします。

3. 古い Erae 2デバイスエントリ（グレー表示になっていたり、古い名前で表示されたりする場
合があります）を探します。

4. その古いエントリを右クリックし、装置を削除を選択します。
5. USBケーブルを抜き差しします。デバイスが再列挙され、期待どおりのMIDIポートが表示
されます。

6. 更新されたポート一覧を取り込むため、DAWを再起動します。

15.2 MIDIルーティングの問題

15.2.1 期待した出力先で音が鳴らない

手順:

1. Erae LabでエレメントのMIDI Output Destination（Main、MPE、またはUSBHost）を確
認してください。
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2. 設定 ->MIDI RoutingのMIDIルーティングマトリクスが、意図しないループやブロックを生
み出していないか確認してください。

3. MIDIチャンネルがお使いのシンセやDAWトラックと一致していることを確認してくださ
い。

4. MPE楽器の場合は、Erae 2がMPEモードに設定されており、受信側の楽器でMPEが有効に
なっていることを確認してください。DAWトラックを Erae 2 MIDI (MPE)ケーブルに向
けてください。

15.2.2 予期しないノートやダブルトリガー

症状:ノートが二重に鳴る、またはサーフェスに触れていないのにノートが発生します。
手順:

1. MIDI Routingで有効になっているスルールート（例:MIDI In ‐> USB Device）を確認してく
ださい。スルールートとDAWのエコー設定が組み合わさると、ノートの二重発音が起こる
ことがあります。

2. 特定の領域でゴーストトリガーが発生する場合は、設定の Sensitivity設定を確認してくださ
い。Safeまたは XSafeに切り替えると、誤トリガーを減らせます。

15.3 タッチの反応が鈍く感じる

症状:ノートをトリガーするのに強い圧力が必要、またはベロシティ値が一貫して低くなります。
手順:

1. 設定で Sensitivityを XSensitiveに設定すると、サーフェスの反応が最大になります。
2. Velocity Curveを開き、Driveと Rangeのパラメーターをアタックがより速くなる方向に調
整してください。ノートに過度な圧力が必要な場合は、Thresholdを少し下げてください。

3. サーフェスにゴミや結露がないか点検してください。乾いた糸くずの出ない布で拭いてくだ
さい。

4. 演奏前に、デバイスの電源を入れてから少なくとも 2分間待ってください。センサーのベー
スラインは温度に応じてわずかに安定します。

15.4 LEDが反応しない

15.4.1 サーフェスの LEDが暗い、または一部しか点灯しない

手順:
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1. 設定のBrightnessを確認してください。低い値（最小は 5）に設定されている可能性があり
ます。

2. アクティブなレイアウトに、黒以外の色が割り当てられたエレメントが含まれていることを
確認してください。エレメントのない空のレイアウトでは、サーフェスは暗く表示されます。

3. グリッドの一部が暗く、その周囲は点灯している場合、そのゾーンの LEDコントローラーが
障害状態になっている可能性があります。デバイスの電源を入れ直してください（USBを抜
き、5秒待ってから再接続します）。

4. 工場出荷時設定への完全リセット（後述）で、破損した LED構成状態から回復できる場合が
あります。

ヒント:プロジェクトの読み込み中に一瞬画面が暗くなるのは正常です。新しいレイアウトの
LEDデータを計算する間、サーフェスは一時的に消灯します。

15.5 工場出荷時設定・バックアップ・リセットの手順

Load Factory Projectは、工場出荷時のプロジェクトを一時プロジェクトとして読み込みます。SD
カードに保存されているプロジェクトは消去されず、保存するまで工場出荷時プロジェクトが SD

ライブラリの一部になることはありません。

1. 設定画面から Load Factory Projectを押します。
2. LCDに表示される確認メッセージで承認します。
3. デバイスが工場出荷時のデフォルト設定で再読み込みされます。

Save Backup Projectは、現在の状態をフラッシュのバックアップ領域に書き込みます。Load
Backup Projectはそのバックアップを復元します。SDがマウントされている場合は、Backup、
Backup_2のように保存されます。
Reset Demoは、デモモードが有効なときに工場出荷時のデモコンテンツを復元します。Format
SD Card & Rebootは、意図的に SDのプロジェクトを消去してストレージの問題から回復したい
場合にのみ使用してください。

15.6 ブートローダーリカバリー

デバイスが起動しない場合（LCDが暗いまま、スイッチ LEDが点灯しない、USB列挙が行われな
い）、ファームウェアが破損している可能性があります。ブートローダーリカバリーを使用して再書
き込みを行ってください。

1. デバイスをコンピューターに接続し、Erae Labを開きます。
2. Erae Labがブートローダーデバイスを検出したら、Install latest firmwareまたは Select
firmware fileを選択します。
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3. Erae Labが .syxファームウェアをMIDI SysEx経由でストリーミングします。転送中にUSB

を切断しないでください。
4. デバイスは新しいファームウェアで自動的に再起動します。

ヒント:最新のファームウェアファイルのコピーをローカルに保存しておいてください。同梱
のファームウェアが利用できない場合は、Erae Labのファイル選択リカバリーオプションを使
用してください。

15.7 孤立したブートローダーの検出

アップデート中にファームウェアがクラッシュした場合（電源の中断などによる）、デバイスがブー
トローダーで再起動し、そのままそこにとどまることがあります。Erae Labはこの状態を自動的に
検出します。デバイスが通常の Erae 2ではなくブートローダーとして列挙されると、Erae Labは
最新ファームウェアのインストール、ファームウェアファイルの選択、または閉じるという回復の
ための選択肢を表示します。
ヒント:ブートローダーが孤立するのを防ぐため、必ず品質の良いUSBケーブルを使用し、フ
ァームウェアアップデート中のデバイスの電源入れ直しは避けてください。万一発生した場合
でも、上記のリカバリー手順を実行すれば、デバイスは必ず通常の動作に復元できます。

15.8 SDカードのエラー

SDカードには FAT32ファイルシステムを推奨します。再挿入してもエラーが続く場合は、設定の
Format SD Cardを使用してフォーマットし直してください。それでも問題が解決しない場合は、
別のmicroSDカードを試してください。
保存したプロジェクトは通常 SDカードに保存されます。SDがない場合、デバイスは工場出荷時設
定またはバックアップのフォールバック状態を使用できますが、通常のプロジェクトライブラリの
保存／読み込みや、それらの一時プロジェクトを SDに保存するまで Labへのダーティ同期を行う
ことはできません。
LCDには、次のいずれかの SDカードエラーメッセージが表示されることがあります。

メッセージ 意味 対処

No SD メディアカードが検出されな
い

対応するmicroSDカード
（FAT32、最大 32GB）を挿入
する
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メッセージ 意味 対処

SD Error ファイルシステムが認識され
ない

設定から SDカードをフォー
マットするか、コンピュータ
ーを使用する

SD Disk Error 読み取り／書き込みの失敗 設定の Format SDCardを試
す。それでも続く場合はカー
ドを交換する

Project Corrupted プロジェクトファイルが読み
取れない

Load Backup Projectまたは
Load Factory Projectを実行
する

Legacy Project Detected 古いファームウェアバージョ
ンのプロジェクト

Erae Labが次回の同期時に移
行します

ヒント: 再挿入しても SDカードが繰り返し検出されない場合は、デバイスの電源を入れ直し
てください。特定のエラー状態のあとに SDスロットを再初期化するには、クリーンな電源の
入れ直しが必要です。

15.9 既知の問題

• Looperのディスプレイがループ位置ではなくレイアウト番号を表示する。現在、LCD上の
looperインジケーターは、ループの再生位置ではなくアクティブなレイアウト番号を表示し
ます。これは既知の表示上の不具合であり、今後のファームウェアアップデートで修正され
る予定です。

15.10 サポートへのお問い合わせ

上記の手順を実行しても問題が解決しない場合は、Embodmeサポートまでご連絡ください。
メール: support@embodme.com
ファームウェアバージョン（Erae Labで確認できます）、問題の説明、すでに試した手順を併せて
お知らせください。
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この章は、初代 Eraeをお使いの方向けのリファレンスです。Erae 2をお持ちの場合、この章の大
部分は該当しません。両者を並べて比較した章末の表をご覧ください。

16.1 Eraeとは

Eraeは第 1世代のハードウェアです。中核となるサーフェスとMIDIエンジンは Erae 2と共通です
が、いくつかの重要な点で異なります。LCD画面、エンコーダー、CV出力、ペダル入力がありま
せん。ナビゲーションはすべて、5つの専用物理ボタンと LEDサーフェスを通じて行います。Erae
のファームウェアターゲットは、ハードウェアの制約の範囲内で、Erae 2と同じレイアウト、アル
ペジエーター、パターン、Looperの各機能を備えています。

16.2 単一プロジェクト

Eraeは常に 1つのアクティブなプロジェクトで動作します。プロジェクトブラウザーやプロジェク
ト切り替え用のUIはありません。デバイスの電源が入ると、QSPIフラッシュに保存されているプ
ロジェクトを読み込みます。レイアウトへの編集はすべて、短いデバウンス期間（変更後、約 10秒
間操作がない状態）を経て、そのプロジェクトに自動的に保存されます。
プロジェクトデータは、内部フラッシュの 128 KBの領域（0x08100000）にシリアライズされた
バイナリとして保存されます。QSPIファイルシステム上には最大 16個の名前付きプロジェクト
（project_1から project_16）を保持でき、Erae Labを介してデバイスとの間で転送できます。

ヒント： Eraeにはデバイス上のプロジェクトブラウザーがないため、大きなレイアウト変更
を行う前に Erae Labを使ってプロジェクトをバックアップしてください。Labは現在のプロ
ジェクトを取得してコンピューターに保存できます。
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16.3 32レイアウトと Alt機構

Eraeは 32レイアウトに対応しており、16組のMain/Altペアとして構成されています。これによ
り、Erae 2の 8レイアウトと比べて実効的なレイアウト数が 2倍になります。

• レイアウト 0～15はMainレイアウトです。これらは 4×4のレイアウトセレクターグリッド
に表示されるレイアウトです。

• レイアウト 16～31は Altレイアウトです。各 Altレイアウトは、同じインデックスのMain

レイアウトとペアになります。Altレイアウト 16はMainレイアウト 0と、Altレイアウト
17はMainレイアウト 1と、という具合にペアになります。

Altボタンを押すと、アクティブなレイアウトがMainバリアントと対応するAltバリアントの間で
切り替わります。LEDサーフェスには即座に新しいレイアウトが反映されます。これにより、たと
えばクロマチックキーボードをMainレイアウトに、ドラムパッドをそのAltに設定し、ボタンを 1

回押すだけで瞬時に切り替えることができます。
ヒント：Altペアは、メロディックなレイアウトとリズミックまたはパーカッシブなレイアウ
トを組み合わせるのに最適です。常に同じコンテキストにとどまることができ、どちらのバリ
アントが表示されていても Plus/Minusはアクティブなレイアウトのオクターブを調整します。

16.4 5ボタンナビゲーションシステム

Eraeには 5つの専用物理ボタンがあります。タッチスクリーン、エンコーダー、ソフトボタンはあ
りません。すべてのナビゲーションは、これら 5つのボタンと LEDサーフェスを通じて行われま
す。

16.4.1 Home

• シングルプレス：レイアウトセレクターを切り替えます。LEDサーフェスに 16個のMainレ
イアウトを 4×4グリッドで表示します。任意のセルにタッチすると、そのレイアウトに切り
替わります。

• ダブルロングプレス：スリープモードに入ります。LEDが暗くなり、いずれかのボタンが押
されるまでタッチ入力が一時停止されます。

• 任意のオーバーレイビューで：アクティブなレイアウトに戻ります。

16.4.2 Alt

• シングルプレス：現在のレイアウトのMainバリアントとAltバリアントを切り替えます（上
記を参照）。
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• ホールド：アルペジエーター設定画面を開きます。LEDサーフェスにRate、Style、Octave、
Pressure（圧力からベロシティへの変換率）の 4つの象限を表示します。Plus/Minusでパラ
メーター間を移動し、対応する象限にタッチして値を調整します。終了するにはHomeを押
します。

ヒント： Altホールドを使うと、MIDI出力を中断することなく、演奏中にリアルタイムでア
ルペジエーターを調整できます。

16.4.3 Scale（Fa）

• シングルプレス：アクティブなレイアウトにスケール選択可能なキーボードエレメントが含
まれている場合、スケールセレクターを開きます。LEDサーフェスにタッチしてルート音と
モードを選択します。

• ショートホールド：現在フォーカスされているレイアウトエレメントを LEDサーフェス上で
ハイライト表示します。

• ロングホールド（45フレーム、約 3秒）：アクティブなレイアウトに CCマッピング可能な
キーボードエレメントが含まれている場合、CCマッピングモードを開きます。各エレメント
が送信するMIDI CCを再割り当てできます。

16.4.4 Plus

• シングルプレス：アクティブなキーボードエレメントを 1オクターブ上にトランスポーズし
ます。

• Plus + Minus同時押し：オクターブを基準位置にリセットします。
• Plus + Home + Alt同時押し：全白 LEDチェック（診断）を実行します。

16.4.5 Minus

• シングルプレス：アクティブなキーボードエレメントを 1オクターブ下にトランスポーズし
ます。

• Minus + Home同時押し：自動キャリブレーションモードに入ります（FSRしきい値を再キ
ャリブレーションします）。

• Minus + Alt同時押し：ゴーストノート除去モードに入ります。

ヒント：オクターブトランスポーズはレイアウトごとに適用されます。レイアウトを切り替え
ると、そのレイアウトに保存されているオクターブ位置にリセットされます。

16.5 Zのみの圧力センシング

EraeのセンサーはZのみ、すなわち各セルの垂直方向の圧力を読み取ります。センサーレベルでは、
タッチごとの Xや Yの位置センシングはありません。ファームウェアの定数 kNumFSRDimension
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= 1がこれを裏付けています。各 FSRセルは単一のスカラー値を報告します。
指の位置（サーフェス上の X/Y）は、42×25のセンサーグリッド（1050セル）にわたる圧力分布
から、隣接セルにまたがる重心（center-of-mass）アルゴリズムを用いてファームウェアが算出し
ます。この方式は指のトラッキングに正確な X/Y座標をもたらしますが、XY解像度は複数のセル
にまたがる圧力パターンの広がりに依存することを意味します。Erae 2のような軸ごとの専用セン
サーには依存しません。
実用上の留意点：

• ベロシティは接触の瞬間における Zの変化率から導かれ、Erae 2に匹敵する自然なベロシテ
ィ応答が得られます。

• アフタータッチ（チャンネルプレッシャーまたはポリプレッシャー）は期待どおりに動作し、
完全に機能します。

• Pitch Bendとスライドは、圧力分布から算出された X/Y位置をトラッキングすることで動作
します。応答は正確ですが、ごく軽いタッチでは圧力がより少ないセルに広がるため位置精
度が低下し、Erae 2とはわずかに異なる感触になる場合があります。

ヒント：スライドと Pitch Bendを最も正確に応答させるには、しっかりと指全体で押し込ん
でください。ごく軽いタッチや指先だけのタッチでは、X/Yトラッキングの精度が低下する場
合があります。

16.6 LCDなし

Eraeには LCD画面がありません。すべてのステータス情報は、42×25 RGB LEDサーフェス上の
LEDパターンによって伝えられます。LEDで表示される主なステータスメッセージは次のとおりで
す。

状態 LED表示

プロジェクト保存済み サーフェス全体の短いフラッシュ
プロジェクト読み込み中 アニメーションパターン
QSPIエラー エラーパターン
QSPI未検出 別個のエラーパターン
プロジェクト破損（工場出荷時設定を読み込み） 警告パターン

デバイス上でアクセスできる設定メニューはありません。LEDの明るさ、FSR検出しきい値、FSR
検出最大値、グローバル感度、ベロシティカーブを含むグローバル設定は、Erae Labを通じて設定
され、デバイスに保存されます。
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ヒント：ファームウェアのバージョンを確認したり、デバイスのステータスをチェックしたり
する必要がある場合は、Erae Labに接続してください。Labはサイドバーにファームウェアバ
ージョン、ストレージステータス、デバイスの状態を表示します。

16.7 CV出力なし

EraeにはCV出力がありません。Erae 2の 24CVチャンネル、ピッチ/ゲートルーティング、CVキ
ャリブレーションシステムは一切ありません。Eraeのプロジェクトおよびグローバル設定の構造に
CV関連の設定はありません。セットアップにCV/Gate出力が必要な場合は、Erae 2が必要です。
EraeからのMIDI出力は、次のものから利用できます。-USBデバイス（Main）–標準MIDI -USB
デバイス（MPE）–MPEMIDI -TRSMIDI出力（ポート A）–ハードウェアDINスタイルの出力
MIDI入力はUSBデバイス（Main）でのみ利用できます。Eraeには TRSMIDI入力がなく、外部機
器からのクロックやコントロール信号はUSB経由で受信する必要があります。

16.8 Looperなし

EraeのファームウェアにはMIDIベースのループのための MidiLooperコンポーネントが含まれ
ていますが、現在のファームウェアリリースでは Looperはユーザー向け機能として公開されてい
ません。Erae 2の Looper UI（ループ長やオーバーダブの操作に LCDとエンコーダーを使用）に相
当するものは、Eraeの LEDのみのインターフェースにはありません。

16.9 エンコーダーなし

Eraeにはロータリーエンコーダーがありません。ファームウェアの eEncoderName列挙型は値
ゼロで定義されています。Erae 2でエンコーダーを使う機能（LCDメニューのナビゲーション、
Looperでのパラメーター値の調整、CVキャリブレーションの微調整など）は、Eraeでは利用でき
ないか、該当する場合に Plus/Minusボタンで代用します。
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16.10 2段階ファームウェアアップデート

Eraeは 2段階のファームウェアアップデートプロセスを使用します。これは、単一段階のアップデ
ートを使用する Erae 2との主要な違いです。
ステージ 2ブートローダー（conductor_stage2）：メインファームウェアとともに存在する専用
のファームウェアイメージです。その唯一の目的は、新しいメインファームウェアバイナリをUSB

経由で受信し、QSPIファイルシステムに書き込み、実行を新しいイメージへトランポリンするこ
とです。ハードウェアを直接初期化し（DriverManagerなし）、最小限のUSBスタック（TinyUSB）
を実行し、USBが 60秒間非アクティブだとタイムアウトします。
アップデートの手順：

1. Erae Labがデバイスにステージ 2ブートローダーへの再起動を指示します。
2. デバイスがステージ 2で再初期化され、LEDがアップデートモードを示します。
3. Labが新しいファームウェアバイナリをUSB経由でステージ 2ブートローダーに転送します。
4. ステージ 2ブートローダーがバイナリをQSPIフラッシュに書き込み、検証します。
5. デバイスが再起動し、トランポリンによってステージ 2イメージから新しいメインファーム
ウェアへジャンプします。

ヒント：ファームウェアアップデート中にUSBケーブルを抜かないでください。アップデー
トが中断された場合は、デバイスを再起動して Labに再接続してください。ステージ 2ブート
ローダーは転送を最初からやり直すことができます。

16.11 機能比較：Eraeと Erae 2

機能 Erae Erae 2

タッチ XYZ Zのみ XYZ

レイアウト 32（Altペアあり） 8

LCD なし あり
CV出力 なし 24チャンネル
Looper なし あり
エンコーダー なし あり
ボタン 専用 5個 専用 20個
ペダル入力 なし 2

TRSMIDI入力 なし あり
エクスプレッション録音 なし あり
ファームウェアアップデート 2段階（ステージ 2ブートローダー） 単一段階
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機能 Erae Erae 2

プロジェクトストレージ 最大 16プロジェクト、QSPIフラッシュ 複数プロジェクト、SDカード
外部RAM なし あり
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17 付録 A:パラメーターリファレンス

この付録では、各エレメントタイプごとに設定可能なすべてのパラメーターを、エレメ
ントカテゴリー別に整理して一覧します。範囲とデフォルト値は、データ構造のソース
（data_structure/versions/v6/）から直接抽出しています。

17.1 共通パラメーター

以下のパラメーターは複数のエレメントタイプに共通して存在します。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

MIDI Channel 送信メッセージの
MIDIチャンネル

0–15（1～16として
表示）

0（ch 1）

MIDI Group MIDI 2.0 UMPグル
ープ番号

0–15 0

MIDI Output Dest エレメントのメッセ
ージを送出する物理
出力

ビットフィールド:
USBDevice、USB
Host、MIDI A、
MIDI B

USBDeviceのみ

17.2 Key

Keyは、最も基本的な表現の構成要素です。Keyエレメントはタッチゾーンを 1つのノートにマッ
ピングし、フィンガーごとの完全な表現を可能にします。

17.2.1 基本パラメーター
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Note ベースとなるMIDI

ノート番号
0–127 0x30（C4）

MIDI Channel MIDIチャンネル 0–15 0

MIDI Group MIDI 2.0 UMPグル
ープ番号

0–15 0

Activate Same Keys 有効にすると、同じ
ピッチのキーを 2本
目の指でタッチした
際にノートを再トリ
ガーします

true / false false

17.2.2 Velocity Tune

ノートオン時に適用されるベロシティカーブを制御します。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Disabled ベロシティ処理をバイパス（固定ベロシティ） true / false false（有効）
Intensity ベロシティカーブの感度 0–0x7F 0x3F

17.2.3 Lift Tune

ノートオフメッセージで送信されるベロシティ値を制御します。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Disabled リフトベロシティ処理をバイパス true / false false（有効）
Intensity リフトベロシティカーブの感度 0–0x7F 0x3F

17.2.4 Pressure Tune

指の圧力からアフタータッチ（チャンネルまたはポリフォニック）を生成する方法を制御します。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Disabled 圧力出力をバイパス true / false false（有効）
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Pressure Type メッセージタイプ:
PolyPressureまた
は
ChannelPressure

enum ChannelPressure

Tracking 複数指のトラッキン
グモード:
LastPlayed、
Highest、Lowest、
None

enum None

Filter レスポンスカーブ:
Exponential、
Linear

enum Exponential

Min Value 最小出力値 0–0x7F 0

Max Value 最大出力値 0–0x7F 0x7F

Intensity 圧力感度のスケーリ
ング

0–0xFF 0x7F

Smoothing ローパススムージン
グ量

0–0xFF 0x00

17.2.5 Vibrato Tune（Pitch Bend / X軸）

ピッチベンドにマッピングされる指の横方向の動きを制御します。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Disabled ピッチベンド出力をバイパス true / false false（有効）
Style レスポンスカーブ: Linear、Quadratic、FarQuadratic enum Linear

Intensity ピッチベンド感度 0–0xFF 0x7F

Smoothing ローパススムージング 0–0xFF 0x7F

Pitch Bend Range フルピッチベンドの半音範囲 1–96 12（MPEデフォルト: 48）

17.2.6 CCアサイン（オプション）

各CCアサインは個別に有効化するか、無効のままにできます。
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Pressure CC 圧力用のCC番号（アフタータッチの代替） 0–0x7Fまたは無効 無効
X Absolute CC X絶対位置用のCC番号 0–0x7Fまたは無効 無効
Y Absolute CC Y絶対位置用のCC番号 0–0x7Fまたは無効 無効
X Relative CC X相対デルタ用のCC番号 0–0x7Fまたは無効 無効
Y Relative CC Y相対デルタ用のCC番号 0–0x7Fまたは無効 無効
Motion Speed CC 連続的な指の移動速度用のCC番号 0–0x7Fまたは無効 無効

Motion Speedは、ディテクターレベルの指の動きから算出され、スムージングされ、設定された
CC範囲にマッピングされる前に 0から 100 cm/sに正規化されます。
ヒント:MPEが有効な場合、ピッチベンドと圧力はボイスごとのチャンネルに自動的にルーテ
ィングされます。上記のCCアサインは、非MPE構成において追加の表現軸として利用でき
るようになります。

17.3 Button

Buttonは押下時に個別のMIDIメッセージを送信し、（ラッチ時には）リリース時に 2つ目のメッ
セージをオプションで送信します。4つのサブタイプが用意されています。

17.3.1 Button共通パラメーター

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

MIDI Channel MIDIチャンネル 0–15 0

MIDI Group MIDI 2.0 UMPグル
ープ番号

0–15 0

Latched トグルモード –押下
でメッセージAを送
信し、次の押下でメ
ッセージBを送信

true / false false

Type サブタイプ: BtNote、
BtControlChange、
BtProgramChange、
BtControlVolt-
age、Disabled

enum BtNote
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17.3.2 Button – Noteサブタイプ

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Note トリガーするMIDIノート 0–127 0x30（C4）

17.3.3 Button – Control Changeサブタイプ

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Controller A 押下イベント用のCC番号 0–0x7Fまたは無効 0

Value A 押下時に送信されるCC値 0–0x7F 0

Controller B リリースイベント用のCC番号（ラッチモードのみ） 0–0x7Fまたは無効 0

Value B リリース時に送信されるCC値（ラッチモードのみ） 0–0x7F 0

17.3.4 Button – Program Changeサブタイプ

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Bank Select A Enabled 押下時にバンクセレクトを送信 true / false false

Bank MSB A 押下用のBank SelectMSB（CC#0） 0–0x7F 0

Bank LSB A 押下用のBank Select LSB（CC#32） 0–0x7F 0

Program A Enabled 押下時に ProgramChangeを送信 true / false false

Program A 押下イベント用のプログラム番号 0–0x7F 0

Bank Select B Enabled リリース時にバンクセレクトを送信（ラッチ） true / false false

Bank MSB B リリース用のBank SelectMSB 0–0x7F 0

Bank LSB B リリース用のBank Select LSB 0–0x7F 0

Program B Enabled リリース時に ProgramChangeを送信（ラッチ） true / false false

Program B リリースイベント用のプログラム番号 0–0x7F 0

17.4 Fader 1D

ゾーン内の指の Y位置を追跡する 1次元フェーダーです。
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

MIDI Channel MIDIチャンネル 0–15 0

MIDI Group MIDI 2.0 UMPグループ番号 0–15 0

Y Absolute CC 垂直位置用のCC番号 0–0x7Fまたは無効 必須
Initial Y Value タッチ前のレイアウト読み込み時に送信される値 0–0x7F 0x3F

Center Y Value フェーダーフィルの視覚的なゼロ点 0–0x7F 0

Pressure CC 圧力用のオプションCC番号 0–0x7Fまたは無効 無効
Motion Speed CC 連続的な指の移動速度用のオプションCC番号 0–0x7Fまたは無効 無効

ヒント: Center Y Valueを 0x3Fに設定すると、中央のディテントから両方向に向かってフィ
ルする両極性フェーダーになります。

17.5 Fader 2D

両軸を同時に追跡する 2次元 XYパッドです。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

MIDI Channel MIDIチャンネル 0–15 0

MIDI Group MIDI 2.0 UMPグループ番号 0–15 0

X Absolute CC 水平位置用のCC番号 0–0x7Fまたは無効 必須
Y Absolute CC 垂直位置用のCC番号 0–0x7Fまたは無効 必須
Initial X Value 読み込み時の水平値 0–0x7F 0x3F

Initial Y Value 読み込み時の垂直値 0–0x7F 0x3F

Center X Value Xレンダリングの視覚的なゼロ点 0–0x7F 0

Center Y Value Yレンダリングの視覚的なゼロ点 0–0x7F 0

Pressure CC 圧力用のオプションCC番号 0–0x7Fまたは無効 無効
Motion Speed CC 連続的な指の移動速度用のオプションCC番号 0–0x7Fまたは無効 無効
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17.6 Keyboard（ChromaKeyboard、IsoKeyboard、Drumpad）

Keyboardエレメントは複数のキーにまたがり、レイアウトレベルの属性セットを共有します。個
々のキーの表現設定はDefault Key Attributes（上記のKeyエレメントと同じフィールド）から取
得されます。

17.6.1 Keyboardレイアウトパラメーター

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Scale キーボードに適用さ
れるスケール

Enum（Major、
Minor、Chromatic、
…）

Major

KeyWidth グリッドセル単位で
の各キーの幅

uint8、実用範囲
1–42

1

Key Height グリッドセル単位で
の各キーの高さ

uint8、実用範囲
1–24

1

Semitones Line
Offset

行間の垂直方向の半
音シフト

0–63 Chroma: 0、Iso: 5

Degrees Line Offset 行間の垂直方向のス
ケールディグリーシ
フト

0–63 Chroma: 0、Iso: 3

Start Note 表示範囲内の最低ノ
ートのインデックス

0–15 0

Octave Fixed レイアウトのオクタ
ーブ自動シフトを防
止

true / false false

Chroma Notes
Shown

クロマチック（スケ
ール外）ノートを表
示

true / false true

MPE Enable Multi-channel

Polyphonic

Expressionを有効化

true / false false

MPEMaster
Channel

MPEゾーンの選択:
Channel1（Lower
Zone、メンバー 2～
N）または
Channel16（Upper
Zone、メンバー 15

から 16−Nまで）

enum Channel1
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

CV Num Voice CV出力ボイスの数 0–15 0

17.6.2 Glissando Tune

キー境界をまたぐピッチベンドの挙動（スライド /ポルタメント）を制御します。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Disabled グリッサンドをバイパス true / false キーボード作成時に有効
Y Disabled 垂直方向のピッチベンド成分を無効化 true / false false

Retrig キー境界をまたぐ際にノートを再トリガー true / false false

Tune Location 基準点: Pad（キー中央）または Finger（最初のタッチ位置） enum Pad

Smoothing ポルタメントのスムージング 0–0xFF 0x3F

In‐Tune Width キー幅に対する割合で示したイントーンのデッドゾーンのサイズ（0 =点、100 =キー全体） 0–100 50

17.6.3 CC74 Tune

キー内のジェスチャー軸をMIDI CC#74（Brightness / Timbre）または別のCCにマッピングしま
す。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Disabled CC74出力をバイパ
ス

true / false キーボード作成時に
有効

Gesture CCを駆動する軸:
Pressure、XAbs、
YAbs、XRel、YRel、
Motion Speed、
None。Motion

Speedは連続的な指
の移動速度です。

enum YAbs

Initial Value タッチ前に送信され
る値

0–0x7F 0x3F

Min Value 最小出力値 0–0x7F 0

Max Value 最大出力値 0–0x7F 0x7F

Intensity 感度のスケーリング 0–0xFF 0x7F
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Smoothing ローパススムージン
グ

0–0xFF 0x00

Tracking 複数指のトラッキン
グモード

enum None

Filter レスポンスカーブ enum Exponential

17.6.4 Arpeggiator

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Disabled アルペジエーターを
バイパス

true / false true（デフォルトで
無効）

Sync to MIDI Clock アルペジエーターの
レートをMIDIクロ
ックにクオンタイズ
（ラベル: “Quantize”）

true / false false

Octaves オクターブ反復の回
数

0–8 0

Rate ステップレート:
1/32、1/16、1/8、
1/4、1/2、1/1、
Pressure

enum 1/16

Style アルペジオパターン:
Up、Down、UpDown、
UpAndDown、Random

enum Up

Pressure to Velocity 指の圧力がノートベ
ロシティをスケール
する度合い

0–100% 50

17.7 API Zone

API Zoneは、SysExストリーミングを介して外部アプリケーションに生のフィンガーデータを公開
します。
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Zone Index データストリーム内でこのゾーンを識別する識別子 uint8 0–255 0

Max Num Fingers 同時にレポートできる指の最大数 実用範囲 0–16 16

Finger Data Rate フィンガーレポートのデータレート除数 uint8 0–255 1

17.8 非表示エレメント

非表示エレメントはサーフェス上に表示されませんが、外部入力（ペダル入力、エクスプレッショ
ンペダル）に応答します。

17.8.1 Footswitch（レガシー）

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

MIDI Channel MIDIチャンネル 0–15 0

MIDI Group MIDI 2.0 UMPグル
ープ番号

0–15 0

Latched トグルモード true / false false

Type サブタイプ: Note、
ControlChange、
ProgramChange、
ControlVoltage、
ExpressionPedal、
Disabled

enum Disabled

サブタイプの属性は、上記のButtonエレメントの属性（Note、CC、ProgramChange）を踏襲し
ており、加えて Pressure CCとCV属性を使用する ExpressionPedalモードがあります。

17.8.2 PedalV2

PedalV2は、2つの TRSペダル入力（Pedal Input Aと Pedal Input B）について、レガシーの
Footswitchエレメントを置き換えます。
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パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Pedal Input どの物理入力か:
InputAまたは
InputB

enum InputA

MIDI Channel MIDIチャンネル 0–15 0

MIDI Group MIDI 2.0 UMPグル
ープ番号

0–15 0

Pedal Type 動作モード:
Disabled、Switch、
Kick、
SustainBinary、
SustainContinu-
ous、Expressive

enum Disabled

17.8.2.1 PedalV2 – Switch

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Latched 押下するたびにトグ
ル（押下/リリースで
はなく）

true / false false

Message Type 送信内容: Note、
ControlChange、
ProgramChange、
TapTempo

enum ControlChange

Note、ControlChange、ProgramChangeの各サブタイプのパラメーターは Buttonエレメントの
ものを踏襲します。TapTempoが選択されている場合、押下するたびに内部テンポクロックをタッ
プします。

17.8.2.2 PedalV2 – Sustain Binary

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Controller サステイン用のCC番号（デフォルトCC#64） 0–127 64

On Value ペダル押下時のCC値 0–127 127

Off Value ペダルリリース時のCC値 0–127 0
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17.8.2.3 PedalV2 – Continuous（Expressive / Sustain Continuous）

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Controller 連続出力用のCC番
号（Expressive:
CC#11、
SustainContinuous:

CC#64）

0–127 11または 64

Invert ペダルの方向を反転 true / false false

17.8.2.4 PedalV2 – Kick

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Note 衝撃時にトリガーされるMIDIノート 0–127 0x24（C2）
Velocity Sensitivity ベロシティレスポンスのスケーリング 0–100% 100

Impact Threshold トリガーに必要な最小の力のデルタ（正規化済み） 0.0–1.0 0.1

Duration Mode Fixed（msタイマー）または UntilRelease enum UntilRelease

Fixed Duration ms単位のノート長（Fixedモードのみ） 0–65535ms 100ms

17.9 Project Settings

プロジェクトレベルの設定は、すべてのレイアウトに横断的にグローバルに適用されます。

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Tempo Source クロックソース: Internal、USBDevice、MIDI、USBHost enum Internal

Tempo 内部BPM 1–999BPM 120BPM

Metronome Enabled クリック出力を有効化 true / false false

Pedal Input A Enabled ペダル入力Aを有効化 true / false false

Pedal Input B Enabled ペダル入力Bを有効化 true / false false

MIDI 2.0 再起動後に代替のMIDI 2.0 USBモードを有効化 true / false false

Send CC on Layout Change レイアウト切り替え時にCCを送信 true / false true

Num Splitter CV ピッチスプリッターに割り当てるCVボイスの数 0–12 0
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17.9.1 CV Clock Output

パラメーター 説明 範囲 デフォルト

Enabled CVクロック出力を有効化 true / false false

Division クロックレート: 1 ppqn、2 ppqn、4 ppqn、8 ppqn、24 ppqn、48 ppqn enum 4 ppqn

Output Index クロックを出力するCV出力 1–23 1

Reset Output 読み取り専用の隣接リセット出力 クロック出力 + 1 隣接

17.9.2 MIDI Routing

各ルーティングフラグは、2つの物理インターフェース間のメッセージ転送を有効にします。

パラメーター 説明 デフォルト

MIDI In ‐> USB Host MIDI入力をUSBHostにルーティング false

MIDI In ‐> USB Device MIDI入力をUSBDeviceにルーティング false

MIDI In ‐> MIDI Out A MIDI入力をMIDIOutput Aにルーティング false

MIDI In ‐> MIDI Out B MIDI入力をMIDIOutput Bにルーティング false

USB Device ‐> USB Host USBDevice入力をUSBHostにルーティング false

USB Device ‐> MIDI Out A USBDevice入力をMIDIOutput Aにルーティング false

USB Device ‐> MIDI Out B USBDevice入力をMIDIOutput Bにルーティング false

USB Host ‐> USB Device USBHost入力をUSBDeviceにルーティング false

USB Host ‐> MIDI Out A USBHost入力をMIDIOutput Aにルーティング false

USB Host ‐> MIDI Out B USBHost入力をMIDIOutput Bにルーティング false

ヒント:MIDIルーティングは、Erae 2をUSB-to-MIDIインターフェースとして使用する際に
便利です。MIDI In ‐> USB Deviceを有効にすると、外部キーボードを、DAWから見えるサ
ーフェス出力とマージできます。
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Erae 2は、USB Device(クラスコンプライアント)、USB Host、MIDI Output A、MIDI Output B

を介してMIDIを送信します。各エレメントは、出力先を個別に選択します。受信MIDIは USB

Device、USBHost、MIDI Inputで受信され、プロジェクトのMIDIルーティングマトリクスを介
してインターフェース間でルーティングできます。

18.1 メイン実装テーブル

機能 送信 認識 備考

ベーシックチャンネ
ル

エレメントごとにCh

1～16
Ch 1～16 各エレメントは独立

したチャンネル割り
当て (0～15)を持ち
ます

Note On あり なし キー、ボタン (Note

タイプ)、Keyboard
エレメント、キック
ペダル

Note Off あり なし 指を離したときに送
信されます。Lift
Tuneがベロシティ値
を制御します

ポリフォニックアフ
タータッチ

あり (オプション) なし Pressure Type =

PolyPressureのと
きKey / Keyboardエ
レメントが送信しま
す。MIDI 2.0のノー
トごとのプレッシャ
ーパスに推奨されま
す

121



Erae ��������������������������� 18 付録B:MIDIインプリメンテーションチャート

機能 送信 認識 備考

チャンネルアフター
タッチ

あり (オプション) なし Pressure Type =

ChannelPres-
sure(デフォルト)の
ときKey / Keyboard

エレメントが送信し
ます。MIDI 1.0MPE

メンバーチャンネル
に推奨されます

Control Change あり あり 下記のCCテーブル
を参照。受信したCC

はMIDIルーティン
グを介してパススル
ーされます

Program Change あり なし ボタン (Program

Changeタイプ)およ
び PedalV2スイッチ
–設定に応じてBank

Select + PCを送信し
ます

Pitch Bend あり なし Keysおよび
Keyboardエレメン
ト。レンジは設定可
能 (1～96セミトー
ン、デフォルト 12、
MPEデフォルト 48)

14‐bit CC(高解像度
CC)

あり あり MSBはCC index 0～
31、LSBはCC index

+32で自動送信され
ます。自動的に送信
され、ホスト側の設
定は不要です

RPN あり あり 完全に実装されてい
ます。MPEピッチベ
ンドレンジのアドバ
タイズ (RPN 0)に使
用されます
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機能 送信 認識 備考

NRPN あり あり 完全に実装されてい
ます。アドレス/値の
送信のためButton

ProgramChangeエ
レメントタイプを介
して利用できます

MPE(Lower/Upper
Zone)

あり なし Keyboardごとに有
効化。マスターチャ
ンネルはCh 1または
Ch 16。メンバーチャ
ンネルは動的に割り
当てられます。MPE

出力は常に Erae 2
MIDI (MPE)USBケ
ーブル上で行われま
す

System Exclusive あり あり Embodme独自プロ
トコル –下記の
SysExセクションを
参照

MIDI Clock(0xF8) あり あり Internalクロックが
選択されているとき
に送信されます。ク
ロックソースが外部
の場合、受信したク
ロックがアクティブ
なルーティング先に
転送されます

MIDI Start(0xFA) あり あり 送信および認識され
ます。DataSenderエ
レメントの
TransportStartイ
ベントをトリガーし
ます
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機能 送信 認識 備考

MIDI Stop(0xFC) あり あり 送信および認識され
ます。DataSenderエ
レメントの
TransportStopイ
ベントをトリガーし
ます

MIDI
Continue(0xFB)

あり あり 送信および認識され
ます

Active
Sensing(0xFE)

なし なし 使用されません

ヒント:MPEモードでは、メンバーチャンネルのピッチベンドレンジを48セミトーン (MPE仕
様のデフォルト)に設定してください。Erae 2はMPEモードでRPN0(Pitch Bend Sensitivity)

を送信し、このレンジをアドバタイズします。

18.2 MPE詳細

KeyboardエレメントでMPE Enableが有効な場合、Erae 2はMPE Lower Zone(マスターチャ
ンネル 1)または Upper Zone(マスターチャンネル 16)の送信機として動作します。ゾーンは各
keyboardエレメントのMPE Master Channel設定によって決まります。keyboardに保存された
チャンネル値は、内部的にメンバーチャンネル数として使用されます。

MPEパラメータ 値

Master Channel Ch 1 -> Lower Zone(デフォルト); Ch 16 -> Upper Zone
Member Channels(Lower Zone) Ch 2からChNまで、動的に割り当て
Member Channels(Upper Zone) Ch 15からCh (16−N)まで、動的に割り当て
ノートごとの Pitch Bend メンバーチャンネルで送信
ノートごとの Pressure メンバーチャンネルでChannel Aftertouchとして送信
ノートごとの Timbre メンバーチャンネルでCC#74(CC74 Tuneが有効な場合)
Pitch Bend Range(メンバー) 48セミトーン (MPEのデフォルト)
Pitch Bend Range(マスター) 2セミトーン
USBケーブル Erae 2 MIDI (MPE)(ケーブル 1)
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18.3 SysExプロトコル

すべての SysExメッセージは Embodmeのメーカー IDを使用します。ファームウェアは 2つのプ
ロトコルファミリーを実装しています: Erae Mk1(レガシー)と Erae 2(現行)。どちらも認識されま
す。
SysExヘッダー構造:

F0 <Embodme Manufacturer ID> <Protocol Version> <Service> <Sub-
service> <payload...> F7

18.3.1 Erae2サービス

サービス サブサービス 方向 説明

Project
Management(0x01)

SaveToFlash(0x02) Host -> Device 現在のプロジェクト
を内部フラッシュに
保存

ReloadFromFlash(0x03)Host -> Device 内部フラッシュから
プロジェクトを読み
込み

SaveToSdCard(0x04) Host -> Device プロジェクトを SD

カードに保存
ReloadFromSdCard(0x05)Host -> Device SDカードからプロジ

ェクトを読み込み
ReloadFromSdCardOrFlash(0x06)Host -> Device SDから読み込み、な

ければフラッシュに
フォールバック

TriggerSaveToMedia(0x07)Host -> Device ストレージへの非同
期保存を開始

SaveToMediaComplete(0x08)Device -> Host 保存完了の確認応答
RequestManifest(0x09)Host -> Device 保存済みプロジェク

トのリストを要求
DeleteProject(0x0A) Host -> Device ストレージから指定

名のプロジェクトを
削除

ReloadFactoryProject(0x7F)Host -> Device 工場出荷時のデフォ
ルトプロジェクトを
復元
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サービス サブサービス 方向 説明

Ableton
Launchpad(0x02)

— 双方向 Ableton Liveのクリ
ップ/シーン制御メッ
セージ

API Zone(0x04) StartFingerDataStreaming(0x01)Host -> Device APIゾーンの生フィ
ンガーデータ出力を
開始

EndFingerDataStreaming(0x02)Host -> Device 生フィンガーデータ
出力を停止

ZoneBoundaryRequest(0x10)Host -> Device APIゾーンのピクセ
ル境界を照会

Clear(0x20) Host -> Device APIゾーンの LEDバ
ッファをクリア

SetPixel(0x21) Host -> Device 単一の LEDピクセル
を設定

DrawRectangle(0x22) Host -> Device 矩形の LED領域を塗
りつぶし

DrawImage(0x23) Host -> Device LED画像をアップロ
ード

VersionRequest(0x7F) Host -> Device APIプロトコルバー
ジョンを照会 (Erae 2

のみ)
API Zone –完全なプ
ロトコル

– – バイトレベルのコマ
ンド/レスポンスレイ
アウト、座標規約、
カラーと bitize-7
画像エンコーディン
グ、および実例は付
録D:開発者APIに記
載されています。

Layout
Control(0x05)

SwitchToLayout(0x01) Host -> Device インデックスでアク
ティブなレイアウト
を切り替え

GetCurrentLayout(0x02)Host -> Device アクティブなレイア
ウトインデックスを
照会

LayoutSyncRequest(0x04)Host -> Device 完全なレイアウトデ
ータの同期を要求
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サービス サブサービス 方向 説明

Finger
Control(0x06)

FingerDown(0x01) Host -> Device 合成的なフィンガー
プレスを注入

FingerMove(0x02) Host -> Device 合成的なフィンガー
ムーブを注入

FingerUp(0x03) Host -> Device 合成的なフィンガー
リリースを注入

FingerClear(0x04) Host -> Device 注入されたすべての
フィンガーをクリア

Switch
Control(0x07)

PressButton(0x01) Host -> Device ボタンプレスをシミ
ュレート

ReleaseButton(0x02) Host -> Device ボタンリリースをシ
ミュレート

18.3.2 システム SysEx(Erae2)

サブサービス サブサブサービス 説明

Update(0x02) Reboot(0x01) ファームウェアを再起動
RebootForUpdate(0x02) ファームウェアアップデート (DFU)モードに移行
PacketsDescription(0x05) 受信するファームウェアパケットを記述
DataChunk(0x06) ファームウェアイメージのチャンクを送信
EraseBackupFirmware(0x7F) バックアップファームウェアスロットを消去

Info(0x03) GitHashRequest(0x01) ファームウェアの gitコミットハッシュを照会
GitDescriptionRequest(0x02) ファームウェアバージョンの説明を照会
CalibrationDataRequest(0x03) タッチキャリブレーションデータを照会
SystemStatus(0x7F) 実行中のプログラム (BootloaderまたはMain)を照会
GitVersion / Firmware(0x7E/0x01) ファームウェアライブラリのバージョンを照会
GitVersion / EraeData(0x7E/0x02) erae_dataライブラリのバージョンを照会

Management DisableDemoMode 工場出荷時のデモモードを無効化
EnableDemoMode 工場出荷時のデモモードを再度有効化

ヒント: ファームウェアアップデートは完全に SysEx経由で配信されます。Erae Labアプリ
ケーションがアップデートシーケンスを自動的に管理します。上記の RebootForUpdate、
PacketsDescription、DataChunkメッセージを使用すれば、SysExベースの手動アップデ
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ートも可能です。

18.4 RPN詳細

RPN 名称 Erae 2の動作

RPN 0 Pitch Bend Sensitivity Erae 2はMPEモードでRPN

0を送信し、メンバーチャン
ネルで 48セミトーンのピッ
チベンドレンジをアドバタイ
ズします。受信したRPN0は
MIDIルーティングを介して
パススルーされます。

18.5 デフォルト CCマッピング

以下のCCナンバーは、対応する機能が有効になっているときにデフォルトで使用されます。すべ
ての割り当ては Erae Labでユーザーが設定できます。

CCナンバー 名称 使用元 備考

CC#0 Bank SelectMSB ボタン (Program

Change)

Bank Selectペアの一
部

CC#11 Expression PedalV2 Expressive エクスプレッション
ペダルのデフォルト。
Keyの Y軸でも利用
可能

CC#32 Bank Select LSB ボタン (Program

Change)

Bank Selectペアの一
部

CC#64 Sustain(Damper) PedalV2

SustainBinary /

SustainContinuous

Binary: 0 / 127;

Continuous: 0～127

CC#74 Brightness / Timbre Keyboard CC74

Tune

キー内の Y位置。標
準的なMPEの
timbre軸
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CCナンバー 名称 使用元 備考

ユーザー定義 Pressure Key / Fader Pressure

CC

オプション。アフタ
ータッチを置き換え
るか補完します

ユーザー定義 X Position Key / Fader X

Absolute CC

絶対的な水平位置

ユーザー定義 Y Position Fader 1D / Fader 2D 絶対的な垂直位置
ユーザー定義 XRelative Key / Springed Fader 更新ごとの相対的な

Xデルタ
ユーザー定義 Y Relative Key / Springed Fader 更新ごとの相対的な

Yデルタ
ユーザー定義 Motion Speed Key / FaderMotion

Speed CC

連続的な指の移動速
度。0～100 cm/sで
スムージングおよび
正規化されます
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19 付録 C: DAWセットアップガイド

この付録では、最も一般的なDAWおよびハードウェア構成について、手順を追った接続ガイドを
提供します。標準的なMIDIのルーティング、ノートごとのMPEエクスプレッションの有効化、ハ
ードウェアシンセサイザーや Eurorackモジュールへの接続など、必要な手順をここで網羅してい
ます。

19.1 一般的なMIDIセットアップ

19.1.1 USB MIDIポート

Erae 2を通常のMIDI 1.0モードでUSB接続すると、DAWからは 1台のクラスコンプライアント
USBMIDIデバイスの中にユーザー向けの 2本のMIDIケーブルが見えます。macOS、Windows

10/11、Linuxのいずれにおいてもドライバーのインストールは不要です。

ケーブル ポート名 用途

Cable 0 Erae 2 MIDI 標準MIDI –ノー
ト、ベロシティ、
Pitch Bend、CC、
クロック。ほとんど
のDAWインスト
ゥルメントトラッ
クや一般的なルー
ティングにはこち
らを使用します。
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ケーブル ポート名 用途

Cable 1 Erae 2 MIDI (MPE) MPE出力 –MPE

対応インストゥル
メント向けの、ノ
ートごとのすべて
のエクスプレッシ
ョン (Pitch Bend、
プレッシャー、ス
ライド)。MPEメッ
セージは常にこの
ケーブルに送られ、
このルーティング
は変更できません。

簡単な目安: MPEでないインストゥルメントトラックは Erae 2 MIDIに、MPEインストゥルメ
ントトラックは Erae 2 MIDI (MPE)にルーティングします。MIDI 2.0は Settings > MIDI 2.0:
ON/OFFで制御される別のUSBモードであり、有効にするにはデバイスの再起動が必要です。
落とし穴:ほとんどのDAWは、トラックを明示的にMPE用に設定していない限り、VSTまた
はAUインストゥルメントに渡す前に着信MIDIを単一チャンネル (通常はチャンネル 1)にま
とめてしまいます。プラグイン (Erae Soundなど)で使用することを想定したレイアウトを設
計する際は、CCを送るすべての要素を同じMIDIチャンネルに揃えてください。チャンネル
1を使うのが最も安全なデフォルトです。マクロCCを複数チャンネルに分散させたレイアウ
トでは、MPEでないDAWトラックでそれらのCCが失われます。この制限は、ハードウェア
ルーティング、MPEポート上のMPEキーボード、MPEを明示的に有効にしたDAWトラッ
クには適用されません。

19.1.2 DAWで EraeSoundを使う

EraeSoundをDAWのインストゥルメントトラックにVST3またはAUプラグインとしてロードす
ると、Eraeのサーフェスは標準的なUSBMIDIポート経由でデータを送信します。専用のドライバ
ーは不要です。
フェーダーのジェスチャーとキーボードのノート（非MPE）は Erae 2 MIDIで届きます。インス
トゥルメントトラックのMIDI入力としてそのポートを有効にし、チャンネルをレイアウトに合わ
せて設定してください（デフォルト:チャンネル 1）。
MPEスライドとノートごとのエクスプレッションは Erae 2 MIDI (MPE)で届きます。完全な
MPE再生を行うには、インストゥルメントトラックでMPEモードを有効にし、その入力を Erae
2 MIDI (MPE)に向けて、チャンネルをAll Channelsに設定してください。これにより全 16メン
バーチャンネルが音源に届きます。
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EraeSoundのスタンドアロンとプラグインを同時に実行しないでください。どちらのインス
タンスも同じ EraeMIDI入力を監視しています。ノートやジェスチャーが両方のエンジンに同
時に届き、二重トリガーと両方の出力からのオーディオが発生します。プラグインで演奏中に
Erae Labからのオーディオが聞こえる場合は、Erae Labのトップヘッダーバーにある Sound
タブの電源アイコンをクリックして EraeSoundを無効にしてください。これにより、デバイ
スへの接続を維持したままレイアウト編集と同期を継続しつつ、EraeSoundのオーディオエ
ンジンを停止できます。

19.1.3 macOS:古いデバイスエントリの削除

ファームウェアのアップデート後、macOSが古いUSBデバイスエントリを新しいものと並んで保
持してしまうことがあります。これにより、ポート名が重複したり番号付きになったりすることが
あります (例: Erae 2 2)。
クリーンアップするには:

1. Audio MIDI Setup (/Applications/Utilities/内)を開きます。
2. Window ‐> ShowMIDI Studioを選択します (またはCommand‐2を押します)。
3. 警告アイコンが付いている、または番号付きのサフィックスが付いた古い Erae 2エントリ
を探します。

4. 右クリックして Remove Deviceを選択します。
5. USB-Cケーブルを抜き差しします。デバイスが単一のエントリとしてクリーンに再列挙され
ます。

ヒント: 古いエントリを削除した後は、開いているDAWを再起動して、更新されたポートリ
ストを読み直させてください。

19.1.4 Windows: ポートの表示確認

1. デバイスマネージャーを開き、サウンド、ビデオ、およびゲームコントローラーまたはユニ
バーサルシリアルバスコントローラーのセクションを展開します。

2. Erae 2が黄色い警告アイコンなしで表示されていることを確認します。
3. DAWでMIDIデバイスの再スキャンを実行するか、アプリケーションを再起動します。

WindowsのMIDIポートはドライバーレベルで登録されるため、すべてのホストでホットリ
ロードされるわけではありません。

ヒント:デバイスは表示されているのにMIDIデータが流れない場合は、DAWがMIDIポート
で「排他モード」に設定されていないか確認してください。排他モードでは他のアプリケーシ
ョンとの共有が妨げられます。
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19.2 Ableton Live

Ableton Live 11および 12は、標準MIDIとMPEのいずれにおいても Erae 2と完全に互換性があ
ります。Launchpadスタイルのクリップ/シーン制御要素向けのMIDI Remote Scriptが Embodme

から提供されています。

19.2.1 ステップ 1: MIDIポートを有効にする

1. Ableton Live ‐> Preferencesを開きます (macOS: Live ‐> Settings、Windows: Options ‐>
Preferences)。

2. Link, Tempo & MIDIタブをクリックします (Live 11: Link/Tempo/MIDI)。
3. MIDI Portsセクションで、Erae 2 MIDIの Input行を探します。

• TrackをOnに設定します –これにより、このポートからのMIDIデータをインストゥル
メントトラックで受信できるようになります。

• RemoteをOnに設定します –これにより、クリップの起動やパラメーターマッピング
用にControl Surfaceスクリプトがこのポートを使用できるようになります。

4. Erae 2 MIDI (MPE)の Input行を探します。

• TrackをOnに設定します。
• このポートでは Syncと Remoteはオフのままにします (MPEポートでは不要です)。

5. Liveから Erae 2へMIDIを送り返したい場合 (例: クロック同期や Launchpad要素への LED

フィードバック)は、必要に応じて Erae 2 MIDIおよび Erae 2 MIDI (MPE)のOutput行
の Trackも有効にします。

落とし穴: Erae 2 MIDIだけを有効にして Erae 2 MIDI (MPE)を有効にしないと、MPEイ
ンストゥルメントはエクスプレッションデータを受信できません。フル機能のエクスプレッシ
ブなセットアップには、両方のポートで Trackを有効にする必要があります。

19.2.2 ステップ 2: 標準MIDIインストゥルメントトラックの設定

1. 目的のインストゥルメントを読み込んだAudioまたはMIDIトラックを作成します。
2. トラックのMIDI Fromセレクター (トラック上部の入力セレクター)で、Erae 2 MIDIを選
択します。

3. チャンネルをAll Channelsに、または Erae 2の要素のMIDIチャンネル割り当てに一致する
特定のチャンネルに設定します。

4. トラックを録音用にアームするか、モニタリングを Inに設定してリアルタイムで音を確認し
ます。

19.2.3 ステップ 3: MPEインストゥルメントトラックの設定

1. MPE対応インストゥルメント (AbletonのDrift、Meld、または任意のMPEプラグイン)を読
み込んだMIDIトラックを作成します。
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2. MIDI Fromで Erae 2 MIDI (MPE)を選択します。
3. チャンネルをAll Channelsに設定します –MPEでは 16チャンネルすべてを同時に受信する
必要があります。

4. インストゥルメントのプラグイン設定を開き、明示的なトグルがある場合はMPEモードを
有効にします。

ヒント: Ableton純正のMPEインストゥルメント (Drift、Meld)は、マルチチャンネル入力を
検出するとMPEを自動的に有効にします。サードパーティのMPEプラグインでは、設定パ
ネルで手動のトグルが必要な場合があります。

19.2.4 ステップ 4: MIDI Remote Scriptのインストール (Launchpad要素)

Erae 2MIDI Remote Scriptを使うと、Launchpad要素からAbleton Liveのクリップの起動、シー
ンの発火、セッショングリッドのナビゲーションができるようになります。

1. Embodmeサポートサイトから Erae 2 Remote Scriptパッケージをダウンロードします。
2. スクリプトフォルダー (名前は Erae2)をAbletonのUser LibraryのMIDI Remote Scriptsフ
ォルダーにコピーします。

• macOS: ~/Library/Preferences/Ableton/Live x.x.x/User Remote
Scripts/

• Windows: C:\Users\<username>\Documents\Ableton\User Library\Remote
Scripts\

3. Ableton Liveを再起動します。
4. Preferences ‐> Link, Tempo & MIDIを開きます。
5. Control Surfaceセクションで空いているスロットをクリックし、ドロップダウンから Erae2
を選択します。

6. Inputを Erae 2 MIDI、Outputを Erae 2 MIDIに設定します。

これで、サーフェス上の Launchpad要素が LEDの色によるフィードバックを使って、クリップの
状態 (再生中、停止、待機中)をリアルタイムに反映するようになります。

落とし穴: Control Surfaceのドロップダウンに Erae2が表示されているのにクリップの色が
更新されない場合は、Remote ScriptのOutputポートがMPEポートではなく Erae 2 MIDI
に設定されていることを確認してください。LEDフィードバックはメインケーブル経由で送ら
れます。

19.2.5 MIDIクロック同期 (Ableton ‐> Erae 2)

Erae 2のアルペジエーターとルーパーをAbletonのテンポに同期させるには:

1. Preferences ‐> Link, Tempo & MIDIで、Erae 2 MIDIのOutput行を探します。
2. SyncをOnに設定します。
3. Erae 2で Settings ‐> MIDI Clockに移動し、Clock SourceをUSB Deviceに設定します。
4. Abletonで再生を押します – Erae 2が自動的にAbletonのテンポにロックします。
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19.3 Logic Pro

Logic Pro X (10.5以降)およびMac版 Logic ProはMPEをネイティブにサポートしています。MPE

対応の各トラックはマルチチャンネル録音を使用し、チャンネルごとのエクスプレッションがMIDI

リージョン内に保持されます。

19.3.1 ステップ 1: Audio MIDI SetupでMIDI入力を有効にする

1. Audio MIDI Setupを開き、MIDI Studioウィンドウに Erae 2が表示され、標準ポートと
MPEポートが見えていることを確認します。

2. ポートが表示されない場合は、Rescan MIDIボタン (MIDI Studioウィンドウ上部の曲線矢印
アイコン)をクリックします。

19.3.2 ステップ 2: LogicのMIDI設定を構成する

1. Logic Pro ‐> Settings ‐> MIDI (macOS Ventura以降)または Logic Pro ‐> Preferences ‐>
MIDI (それ以前のバージョン)を開きます。

2. Generalタブで、Auto‐demix by channel if multi‐channel recordingが有効になっているこ
とを確認します。これにより、録音中に異なるチャンネルのMPEデータが単一チャンネルに
まとめられるのを防ぎます。

3. デフォルトのポート割り当てはそのままにします – Logicは利用可能なすべてのMIDI入力を
自動的にスキャンして公開します。

19.3.3 ステップ 3: 標準MIDIトラックの作成

1. Tracksエリアで、新しい Software Instrumentトラックを作成します。
2. トラックの Region Inspectorまたは Channel Stripを開き、MIDI InputがAllまたは Erae 2

レイアウトに一致する特定のチャンネルに設定されていることを確認します。
3. Logicは接続されているすべてのMIDIデバイスから自動的に受信します。入力を Erae 2のみ
に制限したい場合は、インストゥルメントスロットで External Instrumentプラグインを使
い、入力を Erae 2 MIDIに割り当てます。

19.3.4 ステップ 4: トラックごとにMPEを有効にする

1. エクスプレッシブに演奏したい Software Instrumentトラックを選択します。
2. Track Inspector (左パネル)で i (Information)ボタンをクリックしてトラック設定を展開しま
す。

3. MIDI Channelパラメーターを探し、Allに設定します –MPEのマルチチャンネル録音に必要
です。
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4. Track InspectorのMPEトグルをクリックして、ノートごとのエクスプレッションを有効に
します。有効にすると、Logicは各ノートの Pitch Bend、プレッシャー、スライドを個別に録
音します。

落とし穴:トラックごとにMPEが有効になっていないと、Logicはすべてのチャンネルをチャ
ンネル 1にマージしてしまい、ノートごとのエクスプレッションが失われます。Erae 2 MIDI
(MPE)から受信する各トラックでMPEトグルが有効になっている必要があります。

19.3.5 ステップ 5: トラックをMPEポートに向ける

1. トラックのChannel Stripで、MIDI Inセクションをクリックします。
2. 入力ソースのドロップダウンから Erae 2 MIDI (MPE)を選択します。
3. チャンネルをAllに設定します。

19.3.6 Logic Pro: “Reset MIDI Drivers”の回避策

一部のmacOSバージョンでは、Logicは起動時にMIDIデバイスの状態をキャッシュします。Erae
2のポートが Audio MIDI Setupには表示されるのに Logicのポートセレクターに表示されない場
合:

1. LogicでWindow ‐> ShowMIDI Environmentを開きます (またはCommand‐0を押します)。
2. Midi Environmentのメニューバーから Special ‐> Reset All MIDI Driversを選択します。
3. Logicが再起動を必要とせずに、接続されているすべてのMIDIデバイスを再スキャンします。
4. MIDI Environmentウィンドウを閉じて Tracksエリアに戻ります –ポートが入力セレクター
に表示されるはずです。

ヒント:MIDI Environmentが使い慣れない場合は、より簡単な回避策として、Logicを終了し、
Erae 2を抜き差ししてから Logicを再起動します。MIDIドライバーのキャッシュはアプリケ
ーションの起動時にクリアされます。

19.3.7 MIDIクロック同期 (Logic ‐> Erae 2)

1. Logic Pro ‐> Settings ‐> MIDIで Transmit MIDI Clockを有効にします。
2. クロック送信先リストの Erae 2 MIDIの隣にあるチェックボックスをオンにします。
3. Erae 2で Settings ‐> MIDI Clockに移動し、Clock SourceをUSB Deviceに設定します。

19.4 FL Studio

FL Studio (バージョン 20以降)は、上記のDAWと同じ方法でネイティブのMPEを実装していま
せん。ノートごとのエクスプレッションには、チャンネルごとの手動ルーティング、またはマルチ
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インスタンスのインストゥルメント構成のための Patcherの使用が必要です。標準的なポリフォニ
ック用途では、FL Studioは Erae 2の Erae 2 MIDIポートで問題なく動作します。

19.4.1 ステップ 1: MIDIポートを有効にする

1. Options ‐> MIDI Settingsを開きます。
2. Inputセクションで、デバイスリストの中から Erae 2 MIDIを探します。
3. クリックしてハイライトし、Enableにチェックを入れてポートを有効にします。
4. 利用可能な Port番号 (例: Port 0)を割り当てます。この番号を控えておいてください –特定
のインストゥルメントにMIDIをルーティングする際に使用します。

5. チャンネルごとのルーティングを使う予定がある場合は、Erae 2 MIDI (MPE)についても
同様に行い、別のポート番号 (例: Port 1)を割り当てます。

6. FL Studioのトランスポートで Erae 2のクロックを同期させたい場合は、Send master sync
を有効にします。

落とし穴: FL StudioのMIDIポートの有効化は、デフォルトではセッションをまたいで保持さ
れません。再起動後にポートのチェックが外れている場合は、MIDI Settingsで再度有効にし、
すぐに FL Studioプロジェクトを保存してください。

19.4.2 ステップ 2: インストゥルメントへのMIDIルーティング

1. Channel Rackで、Erae 2から受信させたいインストゥルメントを右クリックします。
2. Receive notes fromを選択し、Erae 2 MIDIに割り当てた Port番号を選びます。
3. Receive NotesダイアログのMIDI channelを、Erae 2レイアウトで割り当てたチャンネル

(デフォルト:チャンネル 1)に合わせて設定します。
4. サーフェスを演奏します –ノートがインストゥルメントをトリガーするはずです。

ヒント:複数のインストゥルメントに、異なるチャンネルで Erae 2から同時に受信させたい場
合は、Channel RackのMIDI設定で各インストゥルメントに別々のMIDIチャンネルを割り当
て、Erae 2の要素ごとのチャンネル割り当てと一致させます。

19.4.3 ステップ 3: Multi‐Linkによる CCマッピング

FL StudioのMulti‐Link to Controllers機能は、Erae 2の CC出力をインストゥルメントのパラメ
ーターにマッピングする最も速い方法です。

1. 制御したいMixerまたはインストゥルメントプラグインを開きます。
2. メニューバーから Tools ‐> Multi‐link to controllersを選択します (または任意のノブを右ク
リックして Link to controllerを選びます)。

3. FL Studioで対象のノブまたはフェーダーを動かします。
4. Erae 2で対応するサーフェス要素にタッチしてCCを送信します – FL StudioがCC番号を自
動的に取り込み、マッピングを作成します。

5. Acceptをクリックして確定します。
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ヒント: Erae 2のフェーダー要素は、Erae Labで設定した軸にCCを送信します。垂直方向の
1DフェーダーはデフォルトでCC Y Absoluteを送信し、2Dフェーダーは Xと Yを同時に送
信できます。各軸を別々のパラメーターにマッピングすれば、単一のタッチゾーンから 2次元
のエクスプレッションが得られます。

19.4.4 ステップ 4: FL StudioでのチャンネルごとのMPE近似

FL StudioはMPEメッセージを統合されたインストゥルメントの概念としてネイティブに扱いませ
ん。エクスプレッシブな演奏のための実践的な方法は、各MIDIチャンネルを別々のインストゥル
メントインスタンスにルーティングすることです。

1. Erae 2のMPEキーボード要素を Lower Zone (Master Channel 1、メンバーチャンネル 2～
N)に割り当てます。

2. FL Studioで、対象インストゥルメントのインスタンスをN個Channel Rackに追加します。
3. 各インスタンスを Receive notes from Port 1 (Erae 2 MIDI (MPE)に割り当てたポート)
に設定し、それぞれチャンネル 1、2、3…とします。

4. 統合されたオーディオ出力が必要な場合は、すべてのインスタンスを同じMixerトラックに
接続します。

Patcher (FLのモジュラー環境)をサポートするインストゥルメントの場合は、単一の Patcherイン
スタンスが複数のサブインストゥルメントをホストし、着信する各チャンネルを自動的に対応する
サブインストゥルメントにルーティングできるため、より管理しやすいセットアップになります。

19.4.5 MIDIクロック同期 (FL Studio ‐> Erae 2)

1. Options ‐> MIDI Settingsで、Outputセクションの Erae 2 MIDIを選択し、有効にしてポ
ートを割り当てます。

2. そのポートで Send master syncを有効にします。
3. Erae 2で Settings ‐> MIDI Clockに移動し、Clock SourceをUSB Deviceに設定します。

19.5 Bitwig Studio

Bitwig Studio (バージョン 3.2以降)は、あらゆるDAWの中でも最も包括的なMPEサポートの 1

つを備えています。Note Expressionモードでは、ノートごとのPitch Bend、プレッシャー、ティン
バーを、Piano Roll上でノートごとの個別のオートメーションレーンとして表示・編集できます。

19.5.1 ステップ 1: コントローラーの設定

1. Bitwig Studio ‐> Settings ‐> Controllersを開きます。
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2. +ボタンをクリックしてコントローラーを追加します。
3. メーカー/スクリプトリストから Generic ‐> Generic Flexiを選択します (または、完全な

MPE統合には ROLI ‐> Seaboard Riseを選択します –このスクリプトは任意のMPEデバイ
スで正しく動作します)。

4. Inputを Erae 2 MIDI、Outputを Erae 2 MIDIに設定します。

ヒント: Generic Flexiスクリプトを使うと、任意の CCまたはノートメッセージを任意の
Bitwigパラメーターにマッピングできます。ROLI固有の機能なしでノートとCCだけが必要
な場合は、Flexiの方が設定が簡単です。BitwigのNote Expressionレーンで完全なMPEノー
トエクスプレッションが必要な場合は、ROLI Seaboard Riseスクリプトを使用してください
–どのMPE送信機でも同じように機能します。

19.5.2 ステップ 2: インストゥルメントトラックでMPE入力を有効にする

1. MPE対応プラグイン、またはBitwig純正の Polysynthや Phase‐4を読み込んだ Instrument
トラックを作成します。

2. トラックヘッダーでMIDI Inputセレクターをクリックします。
3. 入力ポートとして Erae 2 MIDI (MPE)を選択します。
4. チャンネルを Allに設定します – Bitwigはノートごとのエクスプレッションデータを再構築
するために 16チャンネルすべてを見る必要があります。

19.5.3 ステップ 3: Note Expressionの確認

1. エクスプレッシブな演奏を短く録音します。
2. 録音したリージョンの Piano Rollを開きます。
3. いずれかのノートをクリックします –そのノートの下に Pitch、Pressure、Timbre (CC#74)
のノートごとのエクスプレッションレーンが表示されるはずです。各レーンには、そのノー
トに対して個別に録音された連続データが表示されます。

落とし穴:すべてのノートがノートごとのデータではなく同一のエクスプレッションデータを
示す場合は、トラック入力が Erae 2 MIDIではなく Erae 2 MIDI (MPE)に設定されてい
ることを確認してください。標準MIDIのチャンネルプレッシャーはチャンネルごとのメッセ
ージであり、ノートごとのエクスプレッションにはMPEケーブルが必要です。

19.5.4 ステップ 4: Generic Flexiによる CCのマッピング

1. Settings ‐> Controllersで Flexiスクリプトのエントリをクリックし、その設定パネルを開き
ます。

2. バインディングスロットの隣にある Learnをクリックします。
3. Erae 2でフェーダーまたはCCソースを動かします – BitwigがCC番号を自動的に取り込み
ます。

4. 同じパネルのパラメーターブラウザーを使って、任意の Bitwigデバイスパラメーターに割り
当てます。
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19.5.5 MIDIクロック同期 (Bitwig ‐> Erae 2)

Bitwigは、Syncが有効になっている任意の出力ポートにMIDIクロックを送信します。

1. Settings ‐> Controllersで Erae 2コントローラーのエントリを選択します。
2. コントローラーオプションで Send Clockを有効にします。
3. Erae 2で Settings ‐> MIDI Clockに移動し、Clock SourceをUSB Deviceに設定します。

19.6 Cubase / Nuendo

Cubase Pro (バージョン 10.5以降)とNuendoは、Expression MapシステムとMIDI Polyphonic
Expressionのデバイス宣言を介して、ノートごとのMIDIエクスプレッションをサポートしていま
す。Cubase 12以降では専用のMPEトラックサポートが追加されました。

19.6.1 ステップ 1: MIDIポートを有効にする

1. Studio ‐> Studio Setup (Cubase)またはDevices ‐> Device Setup (旧バージョン)を開きま
す。

2. 左パネルでMIDI Port Setupを選択します。
3. リストから Erae 2 MIDIを探します。In (入力)列がチェックされている (表示/アクティブ)
ことを確認します。

4. Erae 2 MIDI (MPE)を探し、その In列もチェックします。
5. OKをクリックして適用します。

落とし穴: Cubaseには別々のVisible列とActive列があります。ポートがトラックの入力セレ
クターに表示されるためにはActiveにマークされている必要があります。VisibleだがActive
でないポートはリストには表示されますが、データを通しません。

19.6.2 ステップ 2: 標準MIDIまたはインストゥルメントトラックの作成

1. 新しい Instrument Track (またはラックインストゥルメントにルーティングしたMIDI Track)
を作成します。

2. トラックの Inspector (左パネル)で、MIDI Inputを Erae 2 MIDIに設定します。
3. ChannelをAnyに、または Erae 2の要素が使用する特定のチャンネルに設定します。

19.6.3 ステップ 3: Erae 2を Poly Expressionデバイスとして宣言する (Cubase 12以降)

Cubase 12では明示的なMPEサポートが導入されました。有効にするには:

1. Studio ‐> Studio Setupを開きます。
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2. MIDI Port Setupの下で Erae 2 MIDI (MPE)を探し、Edit (鉛筆)アイコンをクリックしま
す。

3. Device TypeをMPE Instrumentに設定します。
4. Lower Zone Master Channelを 1に設定します (Erae 2のデフォルトMPE構成に一致)。
5. Member Channelsを、必要な同時発音数に設定します (デフォルト: Lower Zoneは 15、チ
ャンネル 2～16を使用)。

6. OKをクリックします。

19.6.4 ステップ 4: MPEインストゥルメントトラックの作成

1. MPE対応のVST3インストゥルメントを読み込んだ新しい Instrument Trackを作成します。
2. InspectorでMIDI Inputを Erae 2 MIDI (MPE)に設定します。
3. ChannelをAnyに設定します。
4. インストゥルメント自体の設定を開き、そのMPEモード (通常はPoly Expression、MPE、ま
たは Per‐Note Modulationとラベル付けされています)を有効にします。

ヒント: すべての VST3インストゥルメントが Note Expression APIをサポートしているわ
けではありません。サポートしているインストゥルメント (Komplete Kontrol、Equator2、
Pigments、Serum 2)は、MPE入力がアクティブなときに Key Editorでノートごとのモジュ
レーションレーンを表示します。

19.6.5 ステップ 5: レイアウトごとのMPEゾーン構成

Erae 2のレイアウトが異なるMPEゾーン構成を使用している場合 (一部のレイアウトは Ch 1の
Lower Zoneを使い、他のレイアウトはCh 16のUpper Zoneを使うなど)、それに対応するMIDI

デバイス設定を Cubaseの Studio Setupパネルに保存し、必要に応じて切り替えることができま
す。ほとんどのユーザーは Lower Zoneのデフォルトだけで十分です。

19.6.6 MIDIクロック同期 (Cubase ‐> Erae 2)

1. Transport ‐> Project Synchronization Setupを開きます。
2. MIDI Clockが有効になっていることを確認します。
3. MIDI Clock Destinationsリストで Erae 2 MIDIにチェックを入れます。
4. Erae 2で Settings ‐> MIDI Clockに移動し、Clock SourceをUSB Deviceに設定します。

19.7 Reaper

Reaper (バージョン 6.0以降)はMPEをネイティブにサポートしています。MPEデータはMIDIエ
ディター内でノートごとに個別の Pitch Bendおよび CCエンベロープとして保存され、録音・再
生・編集を通じてノートごとのエクスプレッションが保持されます。
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19.7.1 ステップ 1: MIDIデバイスを有効にする

1. Options ‐> Preferences ‐> Audio ‐> MIDI Devicesを開きます。
2. MIDI Inputsリストで Erae 2 MIDIを探し、ダブルクリックして有効にします (チェックマ
ークで表示されます)。

3. Erae 2 MIDI (MPE)を探し、こちらもダブルクリックして有効にします。
4. Applyをクリックします。

落とし穴: Reaperでは、デバイスがMIDI Devicesリストに表示されるためには、先に接続さ
れている必要があります。Preferencesを開いた後で Erae 2を接続した場合は、Resetボタン
をクリックして再スキャンしてください。

19.7.2 ステップ 2: 標準用途のMIDIトラックの作成

1. 新しいトラックを挿入します (Track ‐> Insert New Track)。
2. トラックのARMボタン (赤い丸)をクリックします。
3. トラックの入力はデフォルトですべてのMIDIになっています。Erae 2に限定するには、ト
ラックの入力セレクターをクリックし、MIDI Input ‐> Erae 2 MIDI ‐> All Channelsを選択
します。

19.7.3 ステップ 3: トラックでMPE入力を有効にする

1. トラックを挿入し、録音用にアームします。
2. トラックの入力セレクターをクリックし、MIDI Input ‐> Erae 2 MIDI (MPE) ‐> All
Channelsを選択します。

3. トラックにVST3のMPE対応インストゥルメント (例: Pigments、Equator2)を挿入します。
4. インストゥルメントの設定で、そのMPEモードを有効にします。

Reaperは 16のMIDIチャンネルすべてを 1回のテイクで録音し、完全なノートごとのエクスプレ
ッションを保持します。MIDIエディターで View ‐> Show per‐note pitchを有効にすると、ノー
トイベントごとの個別の Pitch Bendカーブを確認できます。

19.7.4 ステップ 4: MPE Pitch Bendレンジの一致

Erae 2のMPEキーボード要素は、デフォルトで 48半音の Pitch Bendレンジに設定されています。
インストゥルメント側が一致していることを確認してください。

1. 録音したリージョンのMIDIエディターで、Pitch Bendレーンを右クリックします。
2. Pitch Bend Rangeを ±48半音 (または Erae 2の要素設定に一致する値)に設定します。
3. インストゥルメントプラグインで、その Pitch Bendレンジを同じ値に設定します。

ヒント: Pitch Bendレンジの不一致は、MPEセットアップにおけるピッチトラッキングエラ
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ーの最も一般的な原因です。1オクターブ上を演奏したときに 2オクターブ上のように聞こえ
る場合は、レンジが異なっています。両側を 48半音に設定してください。

19.7.5 ステップ 5: MIDIクロック同期 (Reaper ‐> Erae 2)

1. Options ‐> Preferences ‐> MIDI Devicesを開きます。
2. Erae 2 MIDI出力デバイスを有効にします。
3. File ‐> Project Settings ‐> Notes, Mediaを開き、Erae 2MIDI出力への SendMIDI clock to
を有効にします。

4. Erae 2で Settings ‐> MIDI Clockに移動し、Clock SourceをUSB Deviceに設定します。

19.8 ハードウェアシンセサイザーへの接続

Erae 2は、ハードウェアとの直接統合を念頭に設計されています。2つの物理ポートが、信号経路
にコンピューターを介さずにMIDIをシンセサイザーやドラムマシンに送ります。

19.8.1 TRS MIDI出力

リアパネルには 3.5 mmの TRSMIDI出力があります。TRSからDIN 5ピンへの変換アダプターが
2本、箱に同梱されています。
配線タイプ: TRSタイプ (AまたはB)は Settings ‐> TRS MIDI Typeで出力ごとに設定します。

タイプ 対応機器

Type A Arturia、MAKENOISE、Bastl、ほとんどの Eurorackモジュール
Type B Korg、Teenage Engineering、一部のRoland

シンセサイザーのマニュアルで想定される TRSタイプを確認してください。配線タイプの誤りは、
TRS経由でのハードウェアMIDIが動作しない最も一般的な原因です。
接続手順:

1. 同梱の TRSアダプターを Erae 2リアのMIDIOutput Aジャックに接続します。
2. アダプターからシンセサイザーのMIDI Inソケットへ、標準的な 5ピンDINMIDIケーブル
を接続します。

3. Erae Lab (または LCDのマッピング画面)で、ハードウェアシンセにルーティングしたい要素
を開きます。

4. MIDI Output DestinationでMIDI A (または 2つ目の出力を使う場合はMIDI B)を有効にし
ます。
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5. 要素のMIDI Channelをシンセサイザーの受信チャンネルに合わせて設定します。
6. サーフェスを演奏します –ノートがハードウェアシンセサイザーから鳴るはずです。

ヒント:複数の送信先を同時に有効にできます。USB DeviceとMIDI Aの両方がチェックされ
た要素は、DAWとハードウェアシンセに同時に送信します。

19.8.2 USB Hostポート

USBHostポートを使うと、Erae 2がUSBホストとして動作し、コンピューターなしでクラスコン
プライアントのUSBMIDIデバイスに電力を供給し通信できます。
電力バジェット: USB Hostポートは最大 500 mAを供給します。それ以上を必要とするデバイス
(例:バックライト付きの一部のUSBキーボード)には、外部電源が必要な場合があります。
接続手順:

1. USBMIDIシンセサイザー、ドラムマシン、またはUSBからDINへの変換アダプターを、リ
アパネルのUSBHostポートに接続します。

2. 接続されたデバイスは、Erae 2のMIDIルーティング内でUSB Hostポートとして表示され
ます。

3. Erae Labで要素の設定を開き、MIDI Output DestinationビットマスクでUSB Hostを有効
にします。

4. MIDIチャンネルをシンセサイザーの受信チャンネルに合わせて設定します。

ヒント: 接続した USBデバイスが認識されない場合は、それがクラスコンプライアント
(macOS/Windowsでドライバー不要)であることを確認してください。専用ドライバーが必要
なデバイスはUSBHostモードと互換性がありません。

19.8.3 ハードウェアセットアップ用MIDIルーティングマトリックス

ルーティングマトリックス (LCDの Settings ‐> MIDI Routingからアクセス)は、どのポートが着信
MIDIを他のポートに中継するかを制御します。ハードウェアセットアップでは:

便利なルート 理由

USB Device ‐> MIDI Out A DAWのMIDIを Erae 2経由でMIDI Aのハードウェアシンセに送る
USB Device ‐> MIDI Out B DAWのMIDIをMIDI Bの 2台目のハードウェアデバイスに送る
MIDI In ‐> USB Device ハードウェアのMIDIを録音用にDAWへ転送する
USB Host ‐> MIDI Out A USBMIDIデバイスの出力を TRS機器へチェーンする
MIDI In ‐> MIDI Out A コンピューターなしでのハードウェアMIDIスルー

実践例: Erae 2を USB MIDIインターフェースとして使う
Erae 2をDAWとハードウェアシンセの間の双方向MIDIインターフェースとして使うには:
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1. MIDI In ‐> USB Deviceを有効にします –ハードウェアシンセのMIDI出力がDAWに流れ込
みます。

2. USB Device ‐> MIDI Out Aを有効にします – DAWが Erae 2経由でMIDIをシンセに送り
出します。

3. これでシンセは、別途MIDIインターフェースを必要とせずに、DAWから制御可能なインス
トゥルメントとして利用できます。

実践例: サーフェスのノートをハードウェアシンセにルーティングする

1. Erae Labで、レイアウト上のキーボード要素を選択します。
2. MIDI Output DestinationでMIDI Aを有効にします (ノートをDAWにも送りたくない場合
はUSBDeviceを無効にします)。

3. MIDIチャンネルをシンセの受信チャンネル (例:チャンネル 1)に設定します。
4. MIDI Output AからシンセのMIDI Inへ、TRSアダプターとケーブルを接続します。
5. サーフェスを演奏します –ノートはコンピューターを介さずに直接シンセにルーティングさ
れます。

ヒント:ルーティング設定はプロジェクトごとに保存されます。シンセセットアップ用にルー
ティングマトリックスを事前構成した専用の「ハードウェア」プロジェクトと、スタジオ用途
のための別の「DAW」プロジェクトを作成しておくとよいでしょう。

19.9 Eurorackインテグレーション

Erae 2は、相補的な 3つの方法で Eurorackモジュラーシンセサイザーに接続します。ネイティブ
のCV出力、MIDI-CVモジュールへの TRS経由のMIDI、そしてUSBMIDI-CVコンバーターモジ
ュールへのUSBHostです。

19.9.1 ネイティブ CV出力

Erae 2は 3.5mmジャックに 24チャンネルの独立した CV出力を備えており、Eurorackと直接互
換性があります (±5 Vレンジ、1 V/octaveのピッチ標準、12ビット分解能)。
詳細な CV構成は第 10章: CV出力で扱っています。Eurorack接続のための要約を以下に示しま
す。

19.9.1.1 第 1ボイス: ピッチとゲート

1. Erae Labで、Isomorphic Keyboard要素を作成または編集します。
2. CV Num Voiceを 1に設定します。
3. ベースとなる出力チャンネル (例: チャンネル 1)を割り当てます。チャンネル 1はピッチ (1

V/oct)を、チャンネル 2はゲート (0 V / 5 V)を運びます。
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4. チャンネル 1をVCOのV/oct入力に接続します。
5. チャンネル 2をエンベロープジェネレーターのGate入力に接続します。
6. ノートを演奏します –ピッチが 1 V/octaveでトラッキングし、各ノートオンでエンベロープ
が発火します。

ヒント: ミドル C (MIDIノート 60)はちょうど 2 Vを出力します。1オクターブ上の Cは 3 V

を出力します。VCOにピッチのずれが見られる場合は、Settings ‐> Calibrateでチャンネルご
とにCV Calibrationオフセットを調整してください。

19.9.1.2 ボイスごとの追加エクスプレッション

各ボイスは、補助的なエクスプレッションストリームをCVとして出力できます。これらはボイス
ごとに 1つのCVチャンネルを消費します。

CV出力 電圧レンジ Eurorackでの用途

Velocity 0～5 V エンベロープの初期レベル、VCAオフセット
Pressure 0～5 V フィルターカットオフ、VCAゲイン、LFOデプスCV

X Position 0～5 V 水平位置に反応する任意のパラメーター
Y Position 0～5 V 垂直位置に反応する任意のパラメーター
X Slide 2.5 Vを中心 ビブラートデプス、CV経由のピッチ偏差
Y Slide 2.5 Vを中心 ティンバーシフト、フォルマント位置

これらの出力を有効にするには:

1. Erae Labで要素のMapping画面を開きます。
2. CVセクションの下で、目的の出力 (Velocity、Pressure、X Positionなど)を有効にします。
3. 有効にした各出力は、ボイスごとに 1つのCVチャンネルを消費します。高いボイス数を有効
にする前に、すべての要素にわたるチャンネル割り当てを計画してください。

警告: 6つのオプション出力すべてを有効にして 4ボイスを割り当てると、4 × 8 = 32個のCV

チャンネルを占有します –これは Erae 2の利用可能な 24出力を超えます。ボイス数とオプシ
ョン出力数のバランスを保ってください。

19.9.1.3 Eurorackクロック同期用の CVクロック出力

Erae 2のCVクロック出力は、プロジェクトのテンポにロックされた、設定可能な ppqnレートの
パルス信号をCVチャンネルに送ります。

1. フロントパネルの Settingsボタンを押します。
2. CV Clockに移動します。
3. EnabledをOnに設定します。
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4. Beat Divisionを 24 ppqnに設定します (標準MIDIクロックレートで、ほとんどの Eurorack

クロックディバイダーやクロック同期モジュールと互換性があります)。
5. Clock Outputを未使用のチャンネル (例:チャンネル 3)に設定します。
6. チャンネル 3をクロック同期モジュールの Clock Inまたはクロックディバイダーの入力に接
続します。

7. サンプル精度のスタートアライメントのために、隣接するリセット出力をモジュールのReset
入力に接続します。

利用可能な ppqnレート: 1、2、4、8、24、48 ppqn。互換性のあるモジュールでの高解像度 LFO

同期には 48 ppqnを使用してください。

19.9.2 USB Hostから Eurorack MIDI‐CVモジュールへ

ネイティブのCV出力が許す以上のポリフォニーが必要な場合や、MIDI-CV変換を専用のEurorack

モジュールに任せたいセットアップでは、モジュールを Erae 2のUSBHostポートに直接接続しま
す。
モジュールは Erae 2からMIDIを受信し (モジュールが対応していればMPEも含む)、経路にコン
ピューターを介さずにCVへ変換します。
推奨モジュール:

モジュール 適した用途

Expert Sleepers FH‐2 高ポリフォニー、MPEサポート、高度な設定が可能
Intellijel uMIDI 1U USB入力を備えたコンパクトなシングルボイスMIDI-to-CV

Mutable Instruments Yarns 最大 4ボイスのポリフォニー、アルペジエーター、MIDIクロック
Endorphin.es Shuttle Control 16ボイスUSBMIDI、広範なCVマッピング
Befaco MIDI Thing シンプルで手頃な TRSMIDIからデュアルCVへ

ヒント: Expert Sleepers FH-2は Erae 2との統合に最も適したオプションです。USBHostポ
ートから直接USBMIDIを受け付け、MPE入力をサポートし (各メンバーチャンネルを別々の
CV出力ペアに割り当て)、ブラウザーベースのエディターから完全に設定できます。

Expert Sleepers FH‐2の接続手順:

1. Erae 2のUSBHostポートから FH-2のUSBポートへ、USB-Aケーブルを接続します。
2. FH-2が Erae 2のUSBHost上でUSBMIDIデバイスとして列挙されます。
3. Erae 2で Settings ‐> MIDI Routingに移動し、USB Host ‐> USB Host Outを有効にします

(FH-2は設定されていればクロックデータも送信します –このルートがそれを戻します)。
4. Erae Labで、キーボード要素のMIDI Output DestinationにUSB Hostを含めるように設定
します。

5. FH-2をそのブラウザーエディターで設定します。MIDIチャンネルをCV出力ペアに割り当
て、MPEボイス用に Pitch Bendレンジを 48半音に設定します。
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19.9.3 パッチ例: フルエクスプレッシブボイス

この例では、ネイティブの CV出力を使って Erae 2を完全な Eurorackボイスにルーティングし、
ノートごとに独立したエクスプレッションを与えます。
ハードウェア: - Erae 2 (3.5 mmジャック経由のCV出力) - V/octとリニア FM入力を備えた任意の
Eurorack VCO -任意の ADSRエンベロープジェネレーター - CVカットオフ入力を備えた任意の
VCF - CVゲイン入力を備えた任意のVCA

パッチ:

Erae 2出力 Eurorack送信先 結果

CVCh 1 (Pitch) VCOV/oct ピッチがタッチ位置に追従
CVCh 2 (Gate) ADSRGate In タッチでエンベロープが発火
CVCh 3 (Velocity) ADSR Initial Level アタックレベルが打鍵ベロシティを反映
CVCh 4 (Pressure) VCF Cutoff CV プレッシャーの増加でフィルターが開く
CVCh 5 (Pressure) VCAGain CV プレッシャーで音量が膨らむ
CVCh 6 (X Slide) VCO Linear FM 水平スライド =ピッチ偏差 (ビブラート)

Erae Labでのセットアップ:

1. Isomorphic Keyboard要素を作成します。
2. CV Num Voiceを 1に設定します。
3. ベースチャンネルを 1に設定します。
4. Velocity、Pressure、X Slideの追加出力を有効にします。
5. チャンネル 1～6が割り当てられました。表のとおりに接続します。
6. 要素設定で Pressure Typeを PolyPressureに設定します –これにより、個々の指のプレッ
シャーがノートごとに正しいCVにマッピングされます (ポリフォニックセットアップ向け)。

ヒント:ポリフォニック構成に移る前に、モノフォニックパッチ (CVNumVoice = 1)から始め
て、すべての CV信号が期待どおりに動作することを確認してください。VCOをパッチする
前に、ピッチ出力に電圧計を当てて 1 V/octaveのトラッキングを確認してください。

19.10 関連トピック

• MIDI設定 – USBポートレイアウト、チャンネル割り当て、MPEゾーン、ルーティングマト
リックス

• CV出力 – CV出力の完全なリファレンス、キャリブレーション、ボイスごとの割り当て
• 設定 –MIDIクロックソース、TRSMIDIタイプ、CVクロック構成
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• トラブルシューティング –MIDIポートが表示されない、ノートが鳴らない、ルーティングル
ープ

• 付録 B: MIDIインプリメンテーションチャート –完全なメッセージテーブル、MPEの詳細、
SysExプロトコル
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